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    　第零章　夜の決意


    



    　新月の夜、森の中で男と少女が対たい峙じしていた。


    　少女はその背を見み据すえゆっくりと歩きながら、逃げる男を追っていた。その足元には四つの青白く丸い光がある。


    　男は足をもつれさせながら必死に走るのだが、逃げおおせたと安心した瞬間に、落ち葉を踏み締める少女の足音が聞こえてくる。そして気づいたときには、少女の姿を目まの当あたりにしなければならなかった。


    「さて、聞いても無駄でしょうが、なぜヒトを殺あやめたのですか？」


    　男はとても苛いら立だっていた。己おのれの種しゆとしての本能が満足できないからと、自みずからヒトを殺め、そして貪むさぼったのだ。そのときの衝撃はすさまじかった。やはり生きているヒトの肉は違う。男はそのとき、魂たましいの揺さぶりを感じた。


    「俺はただ本能に従っただけだ!!」


    　男がそう叫ぶと、少女は虚むなしそうにため息をついた。


    「そのとおりです。似たような主張をわたくしは何度も聞きました。しかし、それを許せる立場にないのです」


    　そう言って、少女は男に突進した。男はそれに反応さえできない。わき腹を蹴られて吹き飛ぶ。柔やわらかい腐ふ葉よう土どに頭から突っ込み、まるでボールのように転がっていった。


    「時間がないので一気に決めさせていただきます」


    　そのとき、青白い光が弾丸のごとく宙を舞った。


    　男はそれが生き物の眼球であることに気づくことはなかった。牙きばが男の体を切り裂き、爪が孔あなを穿あける。


    「それでは昇しよう天てん──いたします」


    　すでに動かなくなっていた男を、見下ろす姿勢で少女は言う。


    　闇夜を引き裂く巨大な音とともに、木の葉が盛大に舞った。
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    「素晴らしい！　演えん舞ぶのような華か麗れいさでした。見事な仕事ぶりに私は見ていることしかできませんでしたよ」


    　賞賛の拍手を贈る男に、少女はうんざりして言った。


    「いえ、手伝っていただく必要はありません。そもそも、貴方あなたも不死者アンデツトでしょう？　悔くやしくはないのですか？」


    　男は拍手を止め、まさか！　と笑う。


    　少女は、帽子を目深まぶかにかぶり、コートで体を覆おおっている男の姿を見ようともしない。


    「彼は屍貪人グールです。吸血鬼ヴアンパイアの私は、死体を貪むさぼろうなどという野や蛮ばんな考えはもちません」


    　血を吸う不ふ浄じようなものがなにを言うのかしら──少女は鼻で笑いたくなったが、それはやめておいた。無駄な争いはしたくない。


    　男は、屍貪人グールが最後に存在していたその場所を見て笑う。


    「相変わらずすごい威力だ。跡形もないとはっ!!」


    　不浄な存在に誉ほめられても嬉うれしくもなんともないので、少女は無視する。


    　男は、つれないですね、と小声で言ってさらに続けた。


    「しかし、私の目的は屍貪人グールではない。──既死者ゾンビです」


    　少女は嫌けん悪お感をあらわにする。


    「残念でしたね。今日の不死者アンデツトは既死者ゾンビではなくて」


    「この街には確実に強力な既死者ゾンビが存在しています。不死者アンデツトの吹ふき溜だまりと化したこの地には。我々の同どう盟めい関係はそのためにあるのです。まあ、近いうちに出会えるでしょう」


    　言いたいことだけ言って、コートの男は去っていった。


    　少女はその話が不快だった。なぜ、彼のような存在と協力しなければならないのか。だが、心を乱されている場合ではない、と自分を戒いましめる。


    　次の任務はこれとは比較にならないほど重大で、かつ、彼女にとって困難なものになるのだから。

  


  
    



    



    　第一章　あなただけ見つめてる


    



    　じぃーっ。


    　そんな書き文字の擬ぎ音おんが似合うまなざしで、吉よし岡おかさちは自分の席の斜め前を凝ぎよう視ししている。


    　朝からザァザァと降り続いている雨音が、静かな教室に流れ込む唯ゆい一いつのＢＧＭとなっていた。


    　さちの視線の先にいるのは、一人の男子生徒。


    　彼女の最近の授業中の暇ひま潰つぶしは、もっぱらこれだった。いや、暇潰しというのは適切ではない。なにせ、この行為がメインなのだ。


    　視線の先の男子生徒の名は高たか田だアツミ。二人の関係は、好き同士の恋人……つまりアツミはさちの彼氏ということになる。


    　さちとアツミの距離は約三メートル。座っている状態では、たとえ手を伸ばしたとしても絶対に届くことはないが、立ち上がって一、二歩も歩けばすぐにでも触れることができる、そんな距離。


    「触れる」なんて単語が出てきて、鳴るはずのない心臓が、ドクンと音を立てて飛び跳はねる気がした。
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    　さちは、アツミに触れたことはほとんどなかった。


    　自分が自分じゃなかった少し前、ヒトにとって大切な感情が消えてしまっていたなんていう、にわかには信じられないような、けれど確かに存在した自分であったころ。そのとき彼に触れた気もするが、そんな都合の悪い記憶はノーカウント。


    　少しでもアツミに近づきたいという気持ちと、それを実行に移せない焦あせりが募つのる。


    　隣となりの列の斜め右前。さちの席よりも机三つ分前という位置に高たか田だアツミの席は存在している。列自体がもっとアツミと離れていればアツミの横顔を拝おがむこともできただろうが、残念ながらさちの席からはその後頭部しか見ることができない。


    　それをがっかりする半面、さちは、そちらのほうが好都合であるという感情に満たされていた。さち側から後頭部しか見えないということは、アツミ側からもこちらを見ることができないということの証明となる。アツミの視線を気にする必要もなく、アツミに迷惑をかけることもないのだ。さちにとって、これほど恵まれて幸せな空間と時間はなかった。


    「くふふ」


    　隠そうとしてもニヤついてしまって、そんな笑い声が漏れてしまっても構いはしない。多少のことなら、外の雨音が搔かき消してくれるのだ。


    　天候まで私の味方をしてくれている！　そう思うと、外の天気とは違って心は晴れやかになって、ちょっとばかり廊ろう下かを走り回りたくなるが、さすがに無理なので、その衝動を心の奥に押しとどめておく。代わりに今度は、ふへへ、などと小声で一人妖あやしげに笑うのだった。


    「はい、残り五分を切りましたよぉー。しっかり名前を確認するようにしましょうねー」


    　その声でさちは、ぐっと現実に引き戻された。そこでやっと思い出す。今この時間、この教室という空間では、期末テストというものが行われているということを。そして教科が数学だったということも。


    　残り五分というどうしようもない現実を恨うらみつつ、まばたきさえ忘れていた目をこすって若じやつ干かんの涙で瞳を潤うるおし、アツミ（の後頭部）から目を離し、目線を机の上の答案に向ける。


    　名前の書き忘れなんていう小学生でもしないようなミスに対して、試験監督の教師が注意を促うながしていた。大多数の生徒は記入漏れなどするはずがないと笑うだろうが、さちは違っていた。


    　試験監督の教師の言葉を真しん摯しに受け止めて、テスト用紙を舐なめ回すように確認する。


    　さちが確認を怠おこたらないのは、彼女がその手のミスを今まで何度も犯したことがあったからだ。小学生のころは、名前を空くう欄らんで提出するなんてしょっちゅうだった。中学二年生のときなどはあまりに焦あせっていたため、さちの「ち」が「５」に見えるように記入してしまい、答案返へん却きやくの際それをクラス中に晒さらされて、一時期は「さごちゃん」があだ名になっていたことさえあった。


    　──二年Ｃ組、三十九番、吉よし岡おかさち。


    　名前欄らんにしっかりと書かれていて少し安心する。記入箇か所しよや番号、所属の確認も重要だ。解答欄に名前を書いてしまったこともあったし、高校受験のときは、受験番号の記入を試験終了の数秒前に思い出して大変だった。


    　と、やたらに本来の試験以外の部分でミスが多いさちだったが、今回の期末試験はちょっとばかり自信があった。


    　だれの目も気にせずにアツミ（の後頭部）を見るには、この定期テストという静けさが非常に好都合だった。だれにも文句は言われないし、目は自分の答案に向けているから、さちのまなざしなど構いはしない。板ばん書しよを取る必要もなければ教科書を読む声もないし、教師に当てられる心配もない。


    　そんな時間を最大限に利用するためには、早々とテストをすませてしまうのが一番だった。とはいっても、全問解いていたのでは時間を残すことなどできない。だからさちは、ギリギリ赤点にならない程度の正答率になるように、調整して問題を解いていた。


    「ちょっとばかりの自信」といっても、点数が良いという自信ではなくて、赤点を取らない自信なのだ。


    　さちはお世せ辞じにも成績が良いほうではない。むしろ下から数えたほうが早く、いつも赤点ギリギリだった。


    　県立蒼そう海かい高校の赤点の基準は三十点未満なので、三割以上点数を獲得できれば赤点は回避できる。前日張ったヤマが当たったおかげで、不得意な数学にもかかわらず、なんとか七割くらいは埋うめることができた。これなら半分不正解でも赤点は回避できるだろう。まぁ、三十点を少しだけ越える程度では決して誉ほめられた点数ではないのだが、吉岡家の教育方針が、「赤点さえ取らなければよい」というきわめて放任主義的なものなので、だれにも文句を言われることはない。


    　他の生徒は、机に突つっ伏ぷして寝たり、シャーペンを分解したり、一人で消しゴム戦争に興じたりしている。さちも一見、彼らと同じようにボーッとよそ見をしているようにしか見えないだろう。


    　時計を見れば、テスト終了まで三分を切っていた。テスト期間という至し福ふくのときは、百八十秒で終わってしまう。ああ、こうしている間にも、どんどん時は過ぎていく……。それならば、この時間をめいっぱい使って、眼にアツミの姿を焼き付けよう……と、さちは思うのだった。
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    「なみちゃーん、テストも終わったし、一緒に帰ろーよー」


    　帰りのＳＨＲシヨートホームルームが終わると、やけにほくほく顔のさちが席までやってきた。さちの親友、諸もろ沢さわ那な美みは、テスト期間中に酷こく使しした背筋をぐっと伸ばしたあと、さちに向き直った。


    「…………」


    　だが那な美みは、さちが何度呼んでも、つーん、とするばかりで返事をしない。


    「ねー、那美ちゃんってば～！」


    　今度は肩を揺らされるけれど、それでも頑かたくなになにも答えない那美の反応に、さちの涙るい腺せんはとうとう緩ゆるんでくる。そこでやっと、那美は口を開いた。


    「さっちゃん、少し話があるんだけどいいかな？」


    　那美は目でさちに「ここに座れ」と促うながしていた。口調こそ優しかったものの、さちには那美のその目から「今から説教しますよー」というオーラを感じ取れるハズだ。


    　このまま逃げ出してしまうことは簡単なはずだが、那美の静かな眼がん力りき（？）に気け圧おされて、ほくほくだったその顔を塩のかけられた青菜どころかナメクジみたいにしなっとさせ、さちは言われるがまま座った。


    「まずはテストご苦労様！」


    　萎い縮しゆくしきっているさちに対し、那美は一応ねぎらいの言葉をかける。さちは頷うなずいたまま、上うわ目め遣づかいで那美を見た。


    「さて、さっちゃん。あたしが今からなんの話するかわかる？」


    　さちは首を横に振った。今から説教されることはわかるのだが、その内容までは思いつかなかったようだ。


    「あのね、本当はいろいろと詮せん索さくしてもいいんだけど、もうまどろっこしいことは抜きにして単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くよ。さっちゃんってさ、高たか田だくんとあのあとどーなったの？」


    　那美がその話題に触れるのは久しぶりだった。約二週間ぶりだろうか……。その点に関して彼女は静せい観かんする構えだったのだが、その後、まったく進展というものが見られなかったので思い切って訊いてみることにしたのだった。


    「うん、えーと、……その、名前で呼んでもらって……。あ、あとは一回遊びに行って……」


    「それってデート？」


    　ああ、いいなー、あたしも男の子に名前で呼んでもらいたいなー、などと思いつつ、那美が訊き返すと、なぜかさちは真っ赤になり、さっきの比ではないくらいに首をぶんぶんと振って否定する。


    「えー、でも高田くんはさっちゃんと付き合ってるんだよね？　彼氏なんだよね？」


    「いや、まぁ、えへへ……そうなんだけど」


    「だったらどうして、一度も『愛いとしの』高田くんと帰らないの？　あたしが一緒に帰る人がいなくなる、なんてのは理由にならないからねっ！」


    　まぁ、素すでそう答えられたらそれはそれで困るのだが、那美はその線はないと踏んでいたので、こういうふうに質問することができたのだった。


    「いや、ほら……たぶん、アツミくんは用事があってね……私とは一緒に帰れないんじゃないかな？」


    　那な美みは、ハァ、とため息をついたあと、両手でがっしりとさちの腕をつかんだ。


    「さっちゃん、あたしたち親友だよね？」


    　那美はずいっと、さちに顔を近づける。あともうちょっとで鼻と鼻がぶつかるくらいの距離で目をまっすぐさちに向ける。さちの目は虚うつろで、完全に泳いでいる。那美が目線を合わせても、さちの瞳はまるでピンポン球が跳はねるように逃げ回る。


    「う、うん。もちろんそーだよ……」


    「だったら、あたしにはなんでも話して欲しいの。さっちゃんが高たか田だくんと上う手まくいってないのは知ってる」


    　すると、さちは心底驚いた表情で目をぱちくりさせた。


    「し、知ってたの？」


    「当たり前じゃん。あたしとさっちゃん何年の付き合いだと思ってんのさ！」


    　二人は幼稚園のころから「さっちゃん・なみちゃん」と呼び合う仲。那美はそんなさちから隠し事をされているという事実がショックだったのだ。


    「あのね……、実はね……」


    　観念したさちはうな垂だれつつ、やっと重い口を開いた。


    



    　学校を出て連れ立って帰る途中。一通り話し終えたさちは那美の反応を窺うかがう。


    　那美の相変わらず鋭するどい眼がん光こうがさちを貫つらぬく。ため息をつきながら言った。


    「さっちゃん……今から言うこと、怒らずによく聞いてね……」


    　さちはおもわず、ビクッと背筋を伸ばした。


    「一言で言ってしまうと……、さっちゃんは……『ヘタレ』ね」


    「ヘタレ!?」


    「そうヘタレよ。それも特上級のヘタレ」


    　さちと那美は長い付き合いだったが、今まで一度もヘタレなんて言われたことはなかった。「ドジ」とか「バカ」とかならまだしも、「ヘタレ」はない。


    「あのね。確かに、告コクる前のさっちゃんよりは、今のさっちゃんのほうがだいぶマシだと思うよ？」


    　少しだけ持ち上げられて、そうでしょうそうでしょう、と、さっきまで沈んでいたさちが目をキラキラさせる。だが、でもね、と続けられてしまう。


    「そりゃ告る前のさっちゃんは、高田くんと同じ空間にいるだけで、意識しまくって舞い上がっちゃって、そのまま爆発して死んじゃいそうな感じだったからね。それよりは、ちょっとばかり健康的って意味での『マシ』ってことだよ」


    　高田アツミに告白する前のさちの様子は、那美の言葉がまんざら比ひ[image: ]ゆでもないくらいのものだった。それを見かねた那な美みが、想いを伝えないと後悔するよ、とアドバイスして告白に到ったのだ。もし那美がいなかったら、いまだ燻くすぶっていて、下へ手たをしたらストーカー規制法に引っかかっていたかもしれない。


    「だけど、今のさっちゃんは高たか田だくんを後ろから見つめて、ニヤついてるだけじゃんっ！」


    「いや、あのそれは……恥ずかしくて」


    「『恥ずかしくて』じゃないの！　さっちゃん一応高田くんの彼女でしょ??　ああ、あたしも、彼氏欲しいよ。……ってそんなことはどーでもいいの！　もしかしてさっちゃんは、高田くんの彼女になったことによって、『高田くんを見つめる』っていうことに対する大たい義ぎ名めい分ぶんを得たと思ってるんじゃないの？」


    　思いっきり図星を突かれてしまって、さちはぐうの音ねも出ない。まるで心の中を覗のぞかれたように完かん璧ぺきに的中されてしまった。


    　確かにさちは、これで私の邪じや魔まをするものはだれもいまい！　と堂々とした気持ちでアツミ（の後頭部）を見つめていたのだ。


    　反論する気配さえないさちを見ながら、また那美はため息一つついて続ける。


    「……でもね、はっきり言ってそれってほとんど意味なくないかな？　そもそもすでにさっちゃんたちは付き合ってるんだから、もうそんな段階じゃないでしょ。さっきも言ってたじゃない、一緒にデートに行ったって！　次の日ケータイで二時間ものろけ話聞かせちゃってさ！　それなのにどうして高田くんとの関係が後退しちゃってるわけ？　あたし、もう今頃はすごーく進んでるんじゃないかと心配……じゃなくて、期待してたっていうのにさっ！」


    　半分、私し怨えんのようなものを交じえつつも、那美はさらにまくし立てる。


    「で、その理由が『恥ずかしいから』なんて……。あたし、てっきり高田くんと喧けん嘩かしてるとか、振られちゃったのかと思ってたのに……。その態度ってちょっと酷ひどくない？　恥ずかしいのは告コクる前のさっちゃんの様子見てたからわかるし、そう簡単に変えられないのもわかる。さっちゃんがあたしにも話したがらない、告ったその日のうちに一度別れちゃったことが尾をひいてるっていうのもわかる。そのことについてとやかく言うつもりはないよ？　でもね、それはあくまでもさっちゃんの事情でしょ。片想いのときは自分の気持ちだけでいいからある意味楽だけど、交際してる以上は相手のことも考えてあげないと。高田くんのこと……好きなんでしょ？」


    　さちは、こくんと頷うなずいた。そのままうな垂だれてしまうが、那美の話にはしっかりと耳を傾けている。


    　約三週間前、さちはアツミへ告白した。両親はもちろん、親友の那美も知らないことだが、その日のうちにさちは一度死んだ。しかし、幸運にもさちは「既死者ゾンビ」などという非現実的な存在として蘇よみがえった。その代だい償しように、アツミへの好意は消えてしまう。そして、二週間前、記憶の中には残っていたその好意を否定せず肯こう定ていすることにより、もう一度好きになって元もとのさやに収まった。


    　そのあと、はじめて一緒に帰って、さらに次の日は初デートまでした。あの日はまだ興奮していたのか、流れに任せてなるようになれ！　というような感じで、大いに楽しむことができたのだが、その次の日冷静になってみると、恥ずかしさとか気まずさが溢あふれ出てきてしまって、まともに会話できなくなってしまったのだ。


    　那な美みの指摘はまったくそのとおりで、デートの翌日はもうすぐ期末試験だからという理由で誤ご魔ま化かし、試験期間に入ってからは、それを連絡を取ったり一緒に帰ったりしない理由としたのだった。


    　誤魔化すといってもそれは単に自分を納得させていただけであり、アツミの気持ちなどこれっぽっちも考えていなかった……。


    「だったら、迷うことはないんじゃない。今日にでも連絡して、週末とかに遊びに行けば……。たぶん、高たか田だくんもさっちゃんからの連絡待ってるはずだよ！」


    「そ、それならいいんだけどさ、その……やっぱり恥ずかしいっていうか……」


    　この期ごに及およんでまだ弱気なさちを叱しつ咤たする意味で、那美は少し揺さぶってみることにした。真剣な顔になってさちを見み据すえる。


    「あのね……さっちゃん。もし、このままさっちゃんがなにも行動しなかったとしよう。それでも、高田くんがさっちゃんを好きでいてくれるっていう好条件も付け加えるよ」


    　突然のたとえ話に言いたいこともありそうなさちだったが、さっきまでとは少しだけ毛色の違う話だと感じ取ったか口を挟はさまなかった。


    「高田くんはヤキモキする毎日でしたが、さっちゃんは高田くんを観察する大たい義ぎ名めい分ぶんを得たことに満足しています。でもね、よく考えてみて。もし、ここでさっちゃんよりもずっとずっと積極的な女の子が現れてアツミくんに告白したらどうなると思う？」


    「でも、アツミくんは私の彼氏だよっ!?」


    　──挟まないつもりでいたのだが、つい反論してしまった。那美の術中に嵌はまっている証しよう拠こだった。


    「でも、その子はそんなこと知らないよ。まぁ、高田くんも最初はさっちゃんに義理立てして、その子の告白を断るかもしれないよ？　でも、その子はとっても積極的で何度も何度もチャレンジするの。かいがいしくお弁当を作っていったり、一緒に帰ろうって誘ったり……。そんなその子の気持ちに応えられないことに耐えられなくなって……そのうちに、高田くんの気持ちは…………。このあとはさっちゃんの想像に任せる」


    「！！！」


    　言われるまでもなく、想像してしまって、声にならない悲鳴を上げてしまう。


    　──突然訪れる別れ。それを受け入れられなくて、私は私でなくなってしまうだろう。


    　少しだけ間をおいて、那美は諭さとすように言った。


    「どう、嫌でしょ？　つまりね、さっちゃんの行動は、普通の人からすれば片想いレベルなの。普通の人なら、『遠くから見つめてドキドキ』なんて、片想いの段階でも飛び越える人、いっぱいいるよ。そう考えると、あっちからのアクションを待ってる場合じゃないんじゃないかな？」


    「………………………………」


    　これならヘタレのさっちゃんでも、わかってくれるだろう！　と、目を瞑つぶってうんうんと頷うなずきながら、いいこと言ったなー……なんて、那な美みは一種の達成感に満たされていた。


    　これで、那美がさちに言いたかったこと──「さっちゃん更生プラン」は終了だった。那美の予想ならこれでさちは俄が然ぜんやる気になるはずなのだが……。


    「って、さっちゃん!?」


    　沈ちん黙もくがやけに長いと思って目を開けてみると、さちは大粒の涙を流していた。


    「うわぁぁぁぁん、なみちゃ──ん。ごめんね、ごめんね」


    　那美が、はいはい泣かないの、とハンカチで涙を拭ふいてやる（ついでに鼻水も）。


    「ごめんね、……ごめんね」


    「ごめんじゃなくて、ありがとうでしょ？　あたしは、謝られるようなことは言ってないよ」


    　ハンカチは涙（と鼻水）で濡れて、もう水分を吸収しなくなってしまったので、自分の制服のブラウスの袖そででぐしぐしと涙（と鼻水）を拭きつつ、うんうんと頷うなずいて、さちはありがとうを何度も繰り返す。


    「うん、ごめんじゃなくて、ありがとうだね……ぐすん。私ね、本当は今の状況に満足なんて……してないの。でも、なんだか、怖くなって……うぅぅ」


    　こすりすぎなのか泣きすぎなのか、さちの目の周りが赤くなってしまっている。


    「怖いって？」


    　だんだんと涙も引いてきたのか、つっかえも少なくなってくる。


    「最初は、今日は勇気出して連絡しようか……でも、今日はアツミくん疲れてるかも……とか。明日ならいいかな、なんて。でもそんな日が続いて、そのうちに今度は、私が連絡入れなさすぎて、アツミくん怒ってるんじゃないかって──。そうしたら、怖くてメールも電話もできなくなって」


    「直接話せばいいんじゃ……」


    　言いかけて、那美はやめた。電話やメールでも駄目だったのだ。恥ずかしがりやでヘタレのさちにそんなことできるわけない。〝若者のコミュニケーション能力低下。携帯電話が原因か？〟なんて新聞の見出しが思い浮かぶ。


    「そういうときはあたしに言ってよね。あたしはいつでもさっちゃんの味方だよ？」


    「……うん、わかった。その代わりなみちゃんが困ってたら、私が絶対助ける！」


    　助けられるばかりで、今まで助けたことなどほとんどないさちだったが、決意は固かった。


    　さっちゃんがあたしを助けられるようになるまでに、何回あたしはさっちゃんを助けないといけないんだろう……と思う那な美みだったが、口には出さない。


    「はいはい、あたしを助ける前に自分のことを考えよ？　さっちゃんが今日帰ったらすることは？」


    　いつの間にかさちと那美がいつも別れる曲がり角まで来ていた。あと一分も歩けば、二人とも自宅に着く。


    　すっかり日は暮れていて、辺りは暗くなってしまっていた。


    「メールする、アツミくんに！」


    「そうだね、正解。でも、それだけじゃだめだよね。とりあえず遊びに誘うとして……、あー、それは高田くんの都合もあるか……。それが無理なら……あ、あたしいいこと思いついたよ!!」


    　那美の中では、これが最善の方法だと確信できた。それはすなわち、女の子の「がんばりました」というポイントを一番手っ取り早く男の子にアピールできるもの。


    「さっちゃん、アツミくんにお弁当作りなさい！」


    「えぇぇぇぇ!!　でも、私、あんまり料理に自信ないし……」


    「はいはい、謙けん遜そんしないの。あたしよりずっと上う手まいじゃん！」


    　何事も失敗ばかりのさちだったが、実は料理だけは那美より上手い。それは十分に美お味いしいと言えるレベルである。


    「でも、だれかにお弁当なんて作ってあげたことないし……」


    「さっちゃんのおばちゃんも料理上手いんだから教えてもらえばいいの！　それにいざとなれば、おばちゃんに作ってもらえばいいのよ。多少の反則はアリだって。で、美味しいって言ってもらえたら……どんな台詞せりふを言う？　さっちゃんなら」


    　想像してみる。


    　食べているときの表情はクール。一つ一つの料理は、静かに特になにも喋しやべらずもくもくと平らげていく。そして作ってあげたお弁当をごはん粒一つ残さず食べてくれるアツミ。ただ、一言「……美味しかったよ」。その表情だけで、自分の分のおかずはいらないだろう。そのあとに言う言葉なんて決まっている。


    「あ、明日も作ってきてあげようか？」


    「そう、大正解！　そのうちに、さっちゃんのお弁当なしでは生きられない舌になっていくってわけ。料理が美味しいのはあたしが保証するから、この作戦は成功したようなもんよ！」


    　成功確実！　という謳うたい文句が、さちの気持ちを高ぶらせる。


    「なんか、麻薬かなにかみたいだけど……えへへ。それはそれで……」


    「これで一気に!!」


    「私の虜とりこ!!」


    　タイミングを計っているわけでもないのに、二人の言葉が繫つながる。それは十年以上の付き合いの成なせる技だった。
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    　午後九時三十分。高たか田だアツミは自宅から十五分ほどの距離にある商店街にいた。


    　昼間から夕方にかけて降った雨のおかげで、幾いく分ぶんかは涼しい。だがやはり湿気は多く、たいして暑いわけでもないのに歩いていればじっとりと汗ばんでくる。


    「さて、今日も異状なしだな……」


    　制服のボタンを開けて風を送り込み、火ほ照てった体を冷ましながらアツミは言った。


    　だれが聞いているわけでもないのだが、一応口に出しておかないと、悪い気がする。だれに悪い気がするのか？　などと問う人もいないのだが、はっきりと言ってしまえば吉よし岡おかさちだ。


    　制服のズボンのポケットに手を突っ込んで、アツミは携帯電話を取り出す。


    　そして、手馴れた手つきで、ある操作をした。それは──センター問い合わせ。


    　──新着メールはありません。


    　そのメッセージを見るのも、何度目だろう？　数えていないので正確には憶えていなかったが、おそらく三桁けたはゆうに越えているだろう。二週間の間で。


    「……仕方ない、帰ろう」


    　この台詞せりふもセンター問い合わせに匹ひつ敵てきするくらい発していることに気づいて、笑えてきた。そしてすぐに虚むなしくなって、携帯を閉じて再びポケットに入れた。


    　家に帰ったからといって事態が進展するわけではないのだが、仕方なく家いえ路じに着く。


    　弟のタダヒコを誤ご魔ま化かしながら今日も家を出てきたのだが、二週間も続ければ限界だろう。そろそろ怪しまれるころだ。


    　次の言い訳を考えながら、十五分の道順を遠回りしつつ、それが一時間に延びる道のりをアツミは歩くのだった。
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    「お帰りなさい兄さん。今日もご苦労様！」


    　アツミが帰宅すると、タダヒコがねぎらいの言葉をかけてきた。


    「お風呂にする？　それともごはん??」


    　まるで新婚の若奥様のような台詞を発しながらタダヒコが笑いかける。といっても、髪の長さぐらいしか自分と違わない顔の、しかも弟にそんなこと言われても嬉うれしくない。


    　二人の仲は悪いわけではないし、むしろ仲良し兄弟に分類できるだろうが、それとこれとは話が違う。


    「うーん、お風呂かな」


    　と思いつつ、アツミも乗ってしまうのだった。


    



    「兄さん、今いいかな……？」


    　入浴し、夕食を摂ったあと自室で携帯電話を眺めていると、コンコンというノックの音とともにそんな声が聞こえた。


    「はい、いいぞー」


    　両親のいない高たか田だ家けにはアツミとタダヒコしかいない。つまり、入ってくる人間はタダヒコしかいないのだが、親しき仲にも礼れい儀ぎありということで必ずノックはするようにしていた。


    　タダヒコが部屋に入ってくると、アツミは反射的に、寝巻きにしているジャージのポケットに携帯電話を入れる。


    「なにか用か？」


    　やましいことばかりなので、少し口調が荒くなってしまう。


    　基本的に兄弟間の会話はテレビやソファがある居間、もしくは食堂ですることが多い。わざわざアツミの部屋まで来るということは、なにか特別な意味を持つことになる。つまり、あらぬことを詮せん索さくされる可能性が高い、と感じたのだった。


    「『なにか用か？』てことはないでしょ。用があるから来たんだよ」


    　アツミは少し荒っぽい口調だったことを反省する。別にタダヒコが悪いわけでもないし、ただの急用かもしれない、と思い直して謝罪したのち表情を和やわらげる。


    「いや、まぁたいした用ではないんだけどね。兄さん、期末試験って今日までだったんだよね？　さすがに試験中に訊くのは、はばかられたんだけど……。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うけど、友達できた？」


    　それを聞いたアツミの表情が曇る。はっきり言って友人と呼べる人間は一人もいない。


    「まだ、だけど。…………で、でも必要ないよ。僕は普通の高校生の生活がしたいんだ。別に友達なんていなくたって……」


    「ハァ……。そんなこったろうと思ったよ。えーっと、三週間くらい前だったよね、俺に友達いないって教えてくれたの」


    「うん、まぁそうだけど……」


    「だけどなに……？　ははーん。わかった、彼女がいるから、友達なんて要いらないってんだろ。今日も帰ってくるの遅かったしね。あれでしょ、吉よし岡おかさんに会ってきたんでしょ。ほんといい人だよなぁ……。俺なんか、仕方なかったとはいえ殺そうとしたのに、お見舞いに来てくれたし」


    「やらないから」


    　アツミはきっぱりと言い放つ。それが、タダヒコには必死に思えて笑えた。


    「別にくれなんて言ってないだろ。ははーん、これだけ頻ひん繁ぱんに会ってればなぁ……。もうラブラブってか。あーあー、熱い熱い。窓でも開けようかなぁ」


    　わざとらしくタダヒコが窓を開ける。そして出したばかりの扇せん風ぷう機きを勝手につけ、腕をまくって手で顔を扇あおぐ。


    　だが、アツミは乗ってこない。タダヒコは、ちっ、かわされたか、とばかりに舌打ちをする。が、アツミの表情はなぜか暗かった。


    「え、なんだよ、その顔。悪かったよ、ごめん」


    「…………」


    　返事がない。まさか、本気で怒らせてしまったか、と身構えるタダヒコだったが、どうやら怒っているわけでもなさそうだ。


    「……兄さん？」


    「はぁ……」


    　からかったら、怒るわけでもなく、無言。それどころか暗い顔をしてため息……。ということはもしかして吉よし岡おかさんと上う手まくいってないのか？　遠回りに詮せん索さくするのも億おつ劫くうなので、タダヒコはストレートにさちとの仲を訊いてみることにする。


    　すると、いやいやながらも、一人では解決しないような気がするから……と前置きしてアツミは語りだした。
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    　一通り話し終えて、アツミがタダヒコの顔を覗のぞき込む。髪の長さくらいしか違いがない二人の顔だが、この瞬間を他人が見た場合は、間違いなくタダヒコのほうを兄だと思うだろう。


    「つまりまとめると……。兄さんはこの二週間、吉岡さんと連絡取ってなくて、ろくに話もしてないと？」


    　間違いはございません、とアツミがうな垂だれる。


    「で、いつ吉岡さんからメール来るんだろうって、いつもセンター問い合わせしてる……。でも自分からは、びびっちゃって連絡できなくて受け身でいる。これでＯＫ？」


    「はい、そのとおりです」


    「兄さん、こういうのをなんて言うか知ってる……？」


    「…………わかんない」


    「どうしようもない馬鹿って言うんだよっ!!」


    　アツミには反論する余地もなかったし、気力もなかった。


    「そんなんじゃ愛あい想そ尽かされちゃうって、絶対。しかも、ずっと携帯を眺めてると恥ずかしいから家にいづらくて、いつも、いもしない既死者ゾンビの余よ震しんを駆く除じよするために街を彷徨さまよってた？　その無駄な労力をもっと他のことに活かそうよ」


    「いや、そんなこと言われても……。最初は、テスト勉強で忙いそがしいかなって思ってたんだけど……」


    「ああ、もう聞きたくないっ！　もしかして、あれか？　あっちから告コクってきたから、仕方なく付き合ってやろうみたいな感じ？」


    「それは違うっ!!」


    　さちを好きになった気持ちを馬鹿にされた気がしたのか、アツミの口調が荒くなる。


    「だったら、なんで自分から行動しないんだよっ!!　アホかっっ!!」


    　さらなる大声でばっさりと切り捨てられてしまう。そうなのだ。恥ずかしいだとか、気まずいとかいうのは、理由にならない。好きなら、もっと積極的になるべきだったというのに……。


    「これじゃ埒らちがあかないから、携帯貸して！」


    　タダヒコの申し出にアツミは驚く。もしや──。


    「今から電話しろ！　無理ならメールでもいい。今この場でしろっ!!　それも無理なら、俺が直接掛ける。そのまま吉よし岡おかさんが出たら、兄さんに代わる。直接話さないといけない状態になれば、なんとかなるだろ……。さぁ、電話掛けろ!!」


    　これ以上反論しても結果は見えているので、アツミは渋しぶ々しぶタダヒコの言葉に従う。電話で直接声を聞きたいという気持ちはあるが、それ以上に恥ずかしさが勝まさってしまう。だから、最大限譲じよう歩ほしてメールが限界だった。


    　ヤ行を選択して「吉岡さん」という宛名を見つける。すると自然にアツミの視界にさちの顔が浮かんできた。さちは笑顔だったが、どこか悲しげでもあった。


    「あの……、メールじゃだめ……？」


    「メールでもいいけど、文面を見せて。俺が検けん閲えつするから」


    　アツミに任せておくと、いろいろとボロが出て失敗するかもしれない……という考えだった。


    「検閲って……。でも、……むぅ、仕方ない……」


    　嫌がりながらも仕方なくタダヒコの申し出に同意して、アツミはメール作成を開始する。


    　センター問い合わせに関しては、もう画面を見なくても手が操作法を憶えてしまっているくらいだったが、メールというより文字の入力自体はあまり馴れていないので、打つ速度は遅い。


    「兄さん、早くしなよ」


    「ちょっと待て。もう少しだから」


    　ただただ無言に、文字を打ちはじめて三十分ほど経過した。律りち儀ぎに五分毎ごとに急せかすタダヒコが、あくびをしたあたりで、


    「できた!!　ほら完かん璧ぺきだろ、見てみなよ!!」


    　と、歓喜の声を上げた。それはもしここがアパートとかマンションなら、隣となりの部屋から苦情がきそうな大きさだった。幸さいわい、無駄に広い洋館のような家に住んでいるため苦情こそこないが、それでも同じ部屋の中にいるタダヒコは耳を塞ふさがざるを得ない。


    　じゃ、見せて、とタダヒコがメールの内容を確認する。アツミはこれなら文句はなかろう、とばかりに満足顔。メールの文面は、こうだった。


    　──吉よし岡おかさん、元気ですか？　僕は元気です。


    「…………ナニコレ？」


    「いやぁ、あんまり凝こりすぎてもだめかなぁと思ってさ。最初は様子見でいこうかと。どう、いい作戦だろ？」


    　タダヒコは携帯を窓から投げ捨てたくなったが、ぐっと我慢する。もしこれが壊れやすい機械でなければ、数百メートルの彼方かなたまで遠投しているところだ。


    　確かにアツミの意図はわかるのだが、三十分かけて考えた文面がこれかと思うと我が兄ながら情けなくなる。


    「兄さん、携帯貸して。こりゃだめだ。約束どおり俺が打ち直す」


    「え……、どうして……？」


    　アツミの頭の上には疑問符が浮かんでいた。それも当然。アツミはこれが最善だと思っていたのだから……。仕方がないので、タダヒコは駄目兄貴にどこが悪いのか解説する。


    「兄さんの言いたいことはわかる。でも、これじゃ他人行ぎよう儀ぎすぎるよ。相手は兄さんからの連絡を二週間も待ってたってのに一応、彼女なんだろ？」


    「まぁ、そうだけど」


    「呆あきれたもんだよ。これじゃあ、いつまで経っても二人の仲は進展しないね」


    　そのまま黙り込むアツミから無理やり携帯電話を奪い取る。


    　溶けてしまいそうなくらいに沈んで、もうどうにでもしてくれとベッドに倒れ込むアツミを横目に、タダヒコはできるだけさちを刺激せずに、かつ、兄には非がなかったということをわかりやすく簡かん潔けつに示すような文面を躍やつ起きになって考えていた。すると突然アツミの携帯が鳴った。


    　画面には「from吉岡さん」と表示されていた。そのメール受信音を聞いて、アツミは飛び上がる。


    「さちからだっっ!!」


    　稲いな妻ずまとも見まごう速度で、アツミがタダヒコから携帯電話を奪い取る！　もともと、戦闘の分野においてタダヒコはアツミに敵かなわないのだが、今のようにまったく反応できないことはなかった。それほど、アツミはさちからのメールを待っていたのだろう。


    　ほくほく顔で携帯を見つめる自分にそっくりな顔の兄貴を見ていると、少し複雑な気持ちになるタダヒコだったが、一応気にはなるので内容を訊いてみることにする。


    「メールできなくてごめんね、いろいろ理由があってできなかった、ってさ。仕方ないよな、テストだってあったんだし……。でも、さちは悪くないのに、なんか悪い気がするなぁ……。仕方ない、僕も謝るか……」


    　タダヒコはメールを代わりに打ってやる気は失うせてしまった。おそらくこれなら大丈夫だろう、とも思うのだが、なんだか釈しやく然ぜんとしない。


    「ああ、僕が悪いっていうのに、けなげだなぁ……」


    　なんて、のろけみたいな独り言を言いながら、にへら、と笑っているアツミを見ると、それだけでお腹いっぱいになってしまう。


    「兄さん、あとは自分でなんとかしなよ」


    　と、言い残してタダヒコはアツミの部屋を出る。アツミは、返事もせずに返信する内容に集中している。


    　さちの文面からして、タダヒコにはなんだか二人が似た者同士のような気がしてきてならなかった。


    



    　タダヒコが自分の部屋に戻ったあとのこと。


    「うーん、このままじゃ兄さんのためにならないよな」


    　今日はたまたまあちらからメールが来たからいいが、やはり自分から行動するということが大事である。見る限りではアツミはとても臆おく病びような気がした。


    　時計を見ると、すでに午前一時を回っていた。こんな時間にもう一度部屋に行くのはさすがに悪いだろうと思いつつ、タダヒコは自分の携帯電話を取り出す。


    　実の兄弟とはいえ気恥ずかしいことはある。さっきは厳しいことを言った手前、励ましの内容を直接口こう頭とうで伝えるのは少し気が引けた。だからメールでそれを伝えようと慣れた手つきでメールを送信する。


    　すると、すぐにメール受信音が聞こえてくる。どうやら無事受信したようだった。こんな時間ともなると物音も少なくなり音も通りやすくなる。なにより隣となりの部屋なので壁一枚くらい隔へだてていてもその音は普通に聞こえてくる。


    「……ん？」


    　が、違和感があった。


    　どうやらまだアツミとさちはメールしているようで、さっきから、何度かメールの受信音が聞こえてきているのだが、さっきタダヒコが送ったメールの受信音とはメロディが違ったのだ。


    　つまりアツミは、さちからのメールだけ受信音を変えているのだ。それに気づいてしまって、タダヒコは無む性しように腹が立ってきた。


    「……くそ、なんかむかつく」


    　そのまま、アツミからの返事を待たずして寝ることにした。偉ぶっているタダヒコも彼女がいる兄貴が羨うらやましいらしい。
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    　翌日の朝。那な美みは早く学校に来すぎたことを後悔していた。今、彼女の座席の前にはさちが座っている。馬乗りするように椅い子すにまたがった体勢は少しはしたないので、指摘しようとも思ったがそれはもできなかった。


    「でね、これが肉じゃが。この本によるとね、男の子なら肉じゃが嫌いな人いないんだってさ。でも残り物っぽいからマイナスかもなぁ……。なみちゃんは、アツミくんがどんな料理が好きだと思う？」


    　那美の机の上には何冊かの料理の本が重ねて置いてあり、今はその中の一つを広げて見ているところだった。


    「肉じゃがを入れると残り物っぽいっていうのはとりあえず同意するけとさ、あたしが高たか田だくんの好きな食べ物なんて知るわけないでしょ！」


    　那美が提案した手前、仕方のない部分もあるのだが、登校中からず───っとさちはお弁当の話ばかりしていたのだった。はじめこそ、真剣に考えてあげていた那美だったが、一時間も「アツミくんってコレ好きかな……？」という質問をされ続けたらうんざりもしてくる。


    「もう、そんなに大きな声で言わないでよぉ。みんなに聞こえちゃうじゃん！」


    　慌あわてて那美の口を塞ふさぎ恐る恐る周りを見るさち。だが、そんな話だれも聞いていなかったし、アツミはまだ登校さえしていなかった。


    「だからさぁ、そのアツミくんに直接訊けばいいんじゃないの？」


    　すると、さちはぶんぶんと首を振ってそれを否定した。


    「教室で直接なんてだめだよ。恥ずかしいよ！」


    　だからそんなに消極的じゃだめだって……、と言おうと思った那美だったが、それはやめておく。正論をズバリ指摘してしまうと、さちはへこんでしまってなにをしでかすかわからないし、さちのためにもならない。こういう場合はどこが間違っていたのかをやんわりと諭さとし、自分で気づかせるのが一番なのだ。少なくともさちの場合は。


    「さっちゃん……、恥ずかしいのはわかるけど、なにもここで直接訊かなくてもいいの。さっきだって、高田くんと昨日メールしてお互いに誤解してただけだったって言ってたじゃん。現代社会が生んだ超便利ツールを使って訊けばいいじゃない」


    　那美はさちに携帯電話の使用を促うながすが、それでもさちは首を横に振った。


    「違うの！　もちろん恥ずかしいっていう気持ちはまだあるけど、そうじゃないの。アツミくんには秘密にしておいて、驚かせたいの。ほら、これを見てよ」


    　そう言ってさちは一枚の紙を取り出す。そこにはいくつもの料理名が記しるされており、その横にはいくつかの数字の羅ら列れつがあった。


    「なにこれ？」


    「これは、男の人の好きな食べ物と嫌いな食べ物の統計。アツミくんには好きなおかずを食べてもらいたいけど、直接は訊けないから調べてみたの。インターネットで」


    　なんとも回りくどいことをするもんだと思ってしまった那な美みだったが、さちはさちなりに真剣らしい。なにせ携帯電話くらいならまだしも、ビデオの留守録もろくにできないさちが、慣れないインターネットを使ってわざわざ調べ物をしてきたのだ。


    　昨日の帰りは夜遅かったから、たとえば図書館などに調べに行く余よ裕ゆうはなかったはず。おそらくは家のパソコンを使ったのだろう。さちは自分用のパソコンなんて持っていないから。


    　さちの父親はさちを溺でき愛あいしている。そんな彼が普段はパソコンなど使わない娘に、インターネットを使わせてなどとせがまれたら、どうだろうか……。那美はさちの両親とも付き合いが長いのでわかるのだが、さちの父親は絶対履歴とか見るタイプだ。そこで男性の好きなおかずなんて項目を発見したら、あっという間に彼氏がいることがばれてしまうだろう。


    　まぁ、単に履歴で見たページがばれてしまうという事実自体知らない可能性もあるが、それでも、そんなリスクを冒おかしてまで、真剣におかずの内容を考えていたということは、賞賛に値あたいすると言ってもいいだろう。


    「そっか、さっちゃんもさっちゃんなりに考えてたんだね。ごめん、勝手なこと言っちゃってさ。それならあたしだって協力するよ！　ただ消極的なだけじゃないってわかったからね！」


    　少しだけ進歩が見られたということに那美は安心しながら、あんまり話したこともないアツミの好きなものを勝手に想像していると、一人の女子生徒が二人に声をかけてきた。


    「さちちゃんも那美ちゃんもお取り込み中のところ悪いんだけどさ、そろそろどいてくれないかなぁ？」


    　彼女の名は仁に科しな響きよう子こ。今さちが座っている座席の本来の主だった。さちも那美も基本的にクラスの女子たちとは仲がいいので、下の名前で呼ばれることも多かった。


    「えへへ、ごめんね。すぐにどくから」


    　那美の机に積まれた料理の本を抱えてさちは立ち上がり、響子に席を譲ると、彼女はごめんねー、と言って自分の席に着いた。


    「ところで那美ちゃんもさちちゃんも知ってる？　うちのクラスに転校生が来るんだってさ！　しかも今日!!」


    　この時期に転校生なんて珍しいなぁなんて思いつつも、お弁当のことで頭がいっぱいなさちはそれどころではなかったのだが、那美はその情報に異常に食いついた。


    「ねぇ、それって男の子!?　それとも女の子!?」


    「えっと……女子だけど」


    　それを聞くと、那美は急に興味を失ったようにべたーっと机に伏せてしまった。


    「あはは、もしかして那美ちゃんは男子のほうがよかったの？」


    　響きよう子こは髪を搔かき上げつつ、笑いながらそうからかおうとしたのだが、


    「当たり前でしょ!!」


    　と、即答されてしまって、逆に黙らざるを得なくなってしまった。さちの世話を焼き、相談を受け、アドバイスをしてあげてはいるが、那な美みだってさちと同じように年頃の娘。恋愛の一つや二つしてみたかった。


    　中学校からの持ち上がりの生徒が多いこの高校の同級生は、なんだかガキにしか見えない男子ばかりだし、部活をしているわけでもないので別の学年の男子とは接点がない。他の学校の生徒ともなればなおさらだ。別に好きでもなんでもないが、唯ゆい一いつ、二年生になって転校してきた高たか田だアツミは今や妹みたいな感覚だったさちの彼氏だ。


    　そんな那美が転校生に一いち縷るの望みを繫つないだとしても、だれがその想いを責められよう。


    「なみちゃん大丈夫だよ。そうなったら私が必ず協力するからさ！」


    　机に伏せたままの体勢で那美が横を向くと、さちはしゃがみこんで那美と同じ目線でそうささやいた。


    「うん、ありがとうね。ほら、もうすぐ朝のＳＨＲシヨートホームルームはじまるよ」


    　微笑ほほえみながら那美がそう言うと、さちは頷うなずいて自分の席に戻っていった。実際にそうなったとき、さちが役に立つかどうかは別として、その気遣いが那美には嬉うれしかった。


    　さちが自分の席に戻ったのを確認したあとで、響子が改めてさちに話しかけてきた。


    「でもさ、さちちゃんってそういうのすっごい疎うとそうだよね……」


    　そのさっちゃんにも彼氏がいるんだよー！　と言ってやりたかったが、確か数日前に響子が彼氏と別れたらしいという話を思い出して、やめておいた。


    　那美はあはは、そうだよねー、とやんわりと肯こう定ていしておいて、深いため息をついた。
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    　八時四十五分になって、学校にチャイムの音が響き渡った。


    　さちや那美、アツミが所属する２─Ｃの担任、白しら藤ふじ良よし子こはいつも計ったかのようにチャイムが鳴った直後に教室に現れる。そして、教室に入っていない生徒はもちろん、着席していないだけの生徒でさえ遅刻扱いにしてしまうくらい時間に厳しい女ひ性とだった。


    　しかし、今日に限って時間が過ぎても現れないものだから、数分前から響子経由で広がっていた転校生情報は信しん憑ぴよう性を増したのだった。


    「なぁ、転校生来るって本当か!?」


    「ああ、しかも女だってさ！」


    「えっ、マジ!?　で、かわいいの？」


    「見たことないけどかわいいに決まってるだろ。転校生っていったらかわいいに決まってる。むしろ、かわいくない転校生に価値はないね！」


    　などと、主に男子が勝手なことを言って騒ぎながら盛り上がっていた。転校生は知らないところで、勝手に美少女として設定されてしまったのだった。万一これで彼らのお眼鏡めがねに適かなわなければなんとも気の毒である。


    「ほら、皆さん、席に着きなさい！　早くしないと遅刻扱いにしますよ!!」


    　五分ほど経って、やっと担任の良よし子こが教室に現れた。いつもはきっちりと閉めるはずの教室の扉とびらが今日に限って開けられている。姿は教室内からは見えないが、どうやら転校生が来るというのは本当らしい。


    「先生！　うちのクラスに転校生が来るっていうのは本当ですか!?」


    　良子の登場により一度静まり返った生徒たちだったが、だれかが先走って訊いた。


    「あら、話が早いですね。今日からこのクラスは新しい友人を迎えることになります。盛大な拍手で迎えてあげてください。それでは、白はく鳳ほう院いんさん、入ってください」


    　良子は少しだけ教室の外に出て、廊ろう下かで待機している転校生に向かって手招きをした。


    　特に男子生徒が息を呑みながらその登場を待ちわびていると、彼女は現れた。皆、美人であっても十人並くらいであっても、快こころよく迎えてやろうと考えていたのだが、残念ながらそれはできなかった。


    　なぜならクラス中の生徒たちが、彼女に釘くぎ付づけになってしまったからだ。転校生は珍しいものなので、見慣れている他の生徒たちに比べれば、多少はそういう傾向もあるだろうが、そういうものとは一線を画していた。


    　整った目鼻のバランスはもちろんのこと、その肢体はか細くもなく、それでいて太くもなく、絶妙なバランスを保たもっている。夏がもうすぐそこまで近づいているので風を通すために開けられた窓から流れ込む風が、彼女の長い黒髪を撫なでると、なんだか甘い香りがしてきそうな気さえした。


    　良子が白鳳院と呼ばれたその少女にチョークを渡して自分の名前を書くように促うながす。彼女はそれを受け取り、まるで活字のような整った美しい文字で自分の名を綴つづっていく。普段授業で聴き飽あきた、憂ゆう鬱うつにしか感じないはずのカッカッカッ、というチョークの音も彼女にかかればなにかの音楽を奏かなでるように心地よい。


    　──白鳳院優ゆ梨り花か


    　それが、彼女の名だった。


    「皆さんはじめまして。白鳳院優梨花と申します。皆さんとは、中途からのお付き合いとなりますが、どうかよろしくお願いいたします」


    　優梨花が頭を下げると、思わず他の生徒たちも頭を下げた。上品で凜りんとした彼女に頭を下げられて、皆、思わず自分も返さなければ悪いと思ったのだった。いかにも高貴そうな苗みよう字じだったのもそれに拍はく車しやをかけた。


    　普段は騒がしくて規律で縛り付けないと静かにならない自みずからのクラスの静まり具合を奇妙に思いつつも、良よし子こはなんとか正気を取り戻し、出席簿の上に乗せた紙を見ながら補足説明をする。


    「白はく鳳ほう院いんさんは長い間外国で暮らしていたそうで、お父様の仕事の都合で日本に越してきたそうです」


    　その補足が終わるのに合わせて、優ゆ梨り花かは教室中に微笑ほほえみを向ける。すると、静まり返っていた教室はまた急に沸いた。


    「彼氏はいますか!?」


    　だれかがデリカシーのかけらもない一言を優梨花に浴びせると、ドミノ倒しのように次々と質問の波が彼女を襲った。


    「どんな音楽を聴きますか!?」


    「どんなスポーツをしている男子が好きですか!?」


    「うちの部のマネージャーになってくれませんか!?」


    「いや、ぜひ我が演劇部に入部してください。主役の椅い子すはあなたのものです」


    「コ、コ、コ、スプレ同好、か、会に！」


    　エトセトラエトセトラ……。律りち儀ぎに答えようとしていた優梨花だったが、聖しよう徳とく太たい子しの限界をも超える質問数をこなせるわけはさすがになく、ただあたふたするばかりだった。その姿が、さっきまでの凜りんとした姿と対比され、ギャップを生み出し歓声はさらに大きくなった。
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    　それは大きな渦うずとなって今や教室中を呑み込んで、隣となりの教室はもちろんのこと、さらには他の教室から苦情が来かねないと判断した良よし子こが皆を制そうとする。けれど、一限目がはじまっても一向に静かにはならなかった。
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    「うーん……」


    「どうしたのさっちゃん、浮かない顔して」


    　三限目の休み時間。さちと那な美みは教室の窓まど際ぎわでだべっていた。もちろん、さちの手には料理本が握られている。今さちが読んでいるのは『少し冷めてきた夫婦関係を修復するためのお弁当百選』である。


    「それにしてもすごい人気だなぁ、て思ってね」


    　さちの視線の先には大量の人間がいた。その数なんと六十人ほど。中心には転校生の白はく鳳ほう院いん優ゆ梨り花かの姿があった。なぜ、さちと那美が自分の席に座っていないのかというと、席自体が人だかりに呑み込まれてしまって、座っているどころではないからだ。


    「まぁ、仕方ないよ。というかこの教室人口密度高すぎ。正直、あたしも教室から出たいくらい」


    　転校生を中心とする人だかりは、すでに一限目の休み時間から形成されていたのだが、三限目現在とはその内容が完全に異なっていた。一限目・二限目の中心人物はさちのクラスメイト、つまり２─Ｃの人間がその大半を占しめ、その内容も朝のＳＨＲシヨートホームルームの延長じみた、比較的穏おだやかなものだった。


    　しかし、三限目の休み時間になると状況は一変する。２─Ｃに美人が転校してきたらしい、という噂うわさは二時間かけて学校中を駆け巡り、今現在ではその人だかりのほとんどは他のクラスや他の学年（特に上級生）の生徒である。


    　電車でいえば乗車率三百パーセントは軽く越えているだろう。床が抜けてしまうのではないかと思えてくるほどの人間の多さに、那美は窒ちつ息そくしてしまいそうだった。


    「あたしなんて出席番号的に絶対次の時間先生に当てられるってのに、予習したくてもできやしないし！」


    　さちとしてはアツミに作ってあげるお弁当のことを考えていれば、多少は早く時間も過ぎてゆくだろうが、那美は息苦しさとつまらなさでどんどん萎しなびてきていた。


    「とりあえずここから出よう……。私もここにいたんじゃ集中できない」


    　那美もそれに賛同して、二人は足早に教室を出て行った。


    



    　那な美みとさちが教室を出た直後。


    「あ、あの……放課後にウチの野球部に来てください。みんな歓迎してくれると思います！」


    　頭部が青々とした丸刈りの男子生徒が、自分の席に座っている噂うわさの転校生に向かってそう言った。


    「演劇部は貴方あなたのような人材を求めています。貴方なら次の大会の主役は間違いなしです。ああ、私の目にくるいはないはずだっっ!!　明日の演劇部の未来は貴方に!!　貴方の手に委ゆだねられたも同然なのですっ!!」


    　今度は女生徒。男子の制服を着たほうが似合いそうなほど背が高く、まるで某ぼう劇団の男役のような麗れい人じん然ぜんとした生徒が、迫はく真しんの演技で迫る。


    　さらには部活の勧誘だけではなく、


    「生年月日はー??」


    「じゅ、住所、をお、おしえ、て……く、くだ……さ、い。フヒヒ、へへ」


    「スリーサイズ教えてよー」


    　などなど、個人情報保護法に引っかかりそうな質問まで飛び交う。しかし、これらはほんの一部で、実際は個々の質問内容など把は握あくできないほどだ。


    　白はく鳳ほう院いん優ゆ梨り花かは、それら一つ一つの質問に、聴こえる範囲で丁てい寧ねいに応対していた。部活の勧誘については丁てい重ちように断りを入れ、個人情報に関しては笑顔で、相手を不快にさせないように振る舞う。


    「我が指ゆび相撲ずもう同好会は、今は僕しかいないけど、歴史は古くて昭和二十年八月の終戦直後から……、って白鳳院さん!?」


    　ある男子生徒が、なんとか人ごみを押し退のけて巡ってきた優梨花の机の正面というベストポジションで、自慢の親指さばきを見せつけているときだった。今まで受け身で自みずから動こうとはしなかった優梨花が、突然立ち上がった。


    　正面を陣取った指相撲同好会会長ならずとも、自分の質問やら勧誘やらに応えてくれたと思っただろう彼はその目を爛らん々らんと輝かせて、優梨花の返事を待っていたのだが……


    「すみません、わたくし教室から出たいのですが……」


    　その台詞を聞いて、周りの人間は大いに沸いた。わーわー、がやがやと騒ぎ立てるが、教室から出たいという優梨花の声を聞く気はまるでないようだ。


    「あの……その……ここから……」


    「ね、ね、ウチの部に来てみてよー」


    　ついには腕までつかんでくる輩やからさえいて、


    「あーもー、うるさいっ!!」


    　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。優梨花は烈火のごとき勢いで言い寄る人間たちを怒鳴りつけ、つかまれた腕を振りほどく。その澄んだ声は雑多な騒音を搔かき消して、教室中をしーんとさせる。


    「わたくしは、あなたたちとは違い、重大な使命をおびているのです!!　それを邪じや魔まされてはたまりません。何度も言いますが、部活動にも同好会にも生徒会にも入る気は毛もう頭とうありませんっ！！！」


    　彼女はそう言い放って悠ゆう々ゆうと歩き出した。その勢いに気け圧おされて、自然と参さん勤きん交こう代たいの大だい名みよう行列みたいに、優ゆ梨り花かの進む先に道が開けていく。そのまま引き戸をガタンと叩きつけるような勢いで閉めて教室をあとにした。


    　それから数秒間、皆は啞あ然ぜんとしてしまっていたが、その中の一人が我われに返り彼女を追いかけた。周りに人がいなくなった今こそ、自分の存在をアピールするチャンスなのだ。何人かはそのあとに続き、教室の外に出たのだが……。


    「あれ……？」


    　優梨花が出て行ってから、まだほんの数秒しか経っていないというのに。右にも左にも彼女の姿はなかった。いくら足が速くともほんの数秒でそう遠くに行けるはずはない。


    「おい、あそこにいるぞー!!」


    　廊ろう下かの窓まど際ぎわにいた男子生徒が叫んだ。当然、その生徒のもとへ皆が駆け寄るが、彼が指差した先は、


    「いっ、一階っ!?」


    　なんと、優梨花は廊下側の窓の真下の花壇の近くを、まるで稲いな妻ずまみたいな速さで駆け抜けてあっという間に見えなくなった。


    　そこにいる全員が我が目を疑わざるを得ない。扉とびらを閉めた瞬間に全力疾走すれば、廊下から階段を下りて、なんとか教室から出てきた人間の視界から消えることも可能かもしれない。しかし、２─Ｃの教室は三階なのだ。


    「まさか……飛び降りたのか……」


    　そんなありえない考えを搔かき消して、彼らはすぐに優梨花を追いかけた。だがそのあと、結局だれもその姿を捉えることができなかった。


    



    　　　　　●


    



    「さっちゃん、あのさー、ひとついいかな……？」


    　トイレの個室から出てきた那な美みがさちに対して言った。


    「ん、どーしたの？」


    「あのね、さっちゃんが勉強熱心なのはわかるんだけどさ……、トイレで料理の本読むってどーなのかなぁって」


    　指摘されて、さちは一度トイレを見渡し、そのあとまた視線を握られている料理本に戻した。ちなみに今、さちが読んでいる本は『ポケット版　毎日のおかず３６５日』である。持ち運びに優れる文庫タイプ。デミグラスソースがかかったハンバーグは食欲をそそる表紙ではあるが、大変残念なことにここはお手洗い。無機質で剝はがれかけている、黄ばみがかった白いタイルの床とはすこぶるミスマッチである。


    　さちは制服の胸ポケットから、黄色い蛍光ペンを取り出して、アンダーラインを引きつつ言った。


    「ダイジョーブだって。別になみちゃん以外だれも見てないんだし！　それに、ここで食べるわけじゃないんだからさ」


    「そりゃあ、そうだけどさー。なんか気持ちの問題っていうか……」


    　そう割り切れるさちのことを少し尊敬するが、こうはなりたくないなー、とも思いつつ那な美みが続ける。


    「まぁ、あたしが連れ出したのが悪いんだけどね。本当は三階でも良かったのに、こんなところまで」


    　実はこのお手洗い、普段二年生の生徒が来るところではなかった。普通は近場の三階に設置してあるものを使用するのだが、今の二人はわざわざ体育館の近くのお手洗いまで来ていたのだ。


    　その理由は、息の詰まりそうな教室にいたら喉のどが渇いてしまったから。体育館の近くには自動販売機が設置されている。そこでジュースを飲む前にすませておこう、という考えだった。ただ、そのトイレは相当古い。なんでも数年前に校舎を建て直したころから残っているらしく、今は体育館内にもお手洗いがあるため、滅めつ多たに使う人間はいなかったのである。


    「ううん、別に私はいいけどね。まぁ、そのなんというか……」


    　さちは一度、文庫サイズの本をパタンと閉じて、また周りを見た。今度は人間がいるかどうかではなく、天てん井じようとか壁とか床とか……。


    「うん、その……あたしも後悔してる。誰もいないのは当たり前だよね。この汚さじゃ……」


    　二人がそう言うのも無理はない。このトイレはとても汚れていた。タイルが剝はがれてるのは前述のとおりだが、蜘く蛛もの巣すは張り放題だし、なんだかアンモニア臭しゆうもしている。使えないことはないのだが、できるだけ使いたくはない場所だった。


    　那美は手を洗いたかったのだが、蛇じや口ぐちはさびついていて、ここで手を洗うと余計に汚くなるような気がする。それでも、手を洗わないで出るのはどうかと思うので、那美は蛇口をひねった。


    「あれ、さっちゃん、水が出ないよ」


    「うーん、どれどれ……。こういうのは叩けば直るってお母さんが言ってたけど、ほかのとこで洗ったほうがいいかもねー」


    　などと言いながら、二つ並んでいる洗面台のもう片方の蛇口をひねってみるが、こちらも同じ。さちは母の知恵を実行しようと、料理本を脇に挟はさんで駄目でもともとと蛇口を叩いてみた。


    　そんなことしてもたぶん無駄だよ。他のとこで手を洗ってさっさとジュース買って戻ろうよ、那な美みがそう言おうとした瞬間だった。さちは脇に挟んでいた文庫を床に落としそうになる。


    「もー、ばっちいなぁ。もうちょっとで、落ちるトコだったじゃん……」


    　ギリギリで那美がキャッチしたので惨事は免まぬかれたものの、もう少しでゴミ箱行きになるところだった。那美はまだ手を洗えていなかったが、床に落とすよりはマシだ。


    「ほら、さっちゃん、しっかりしなよー。高たか田だくんに作ってあげる料理が載ってるかもしれないんだからさぁ……。って、さっちゃん!?」


    　那美が文庫本を渡そうとするが、さちはその言葉に反応しなかった。おーい、と呼んでみるが反応もない。仕方なく肩を揺らそうとしたときに、鏡に映ったさちの顔を見てしまった。さちはまるで、この世のおぞましい部分すべてを見てしまったような顔をしていた。そして、最初は気づかなかったが、なにやら、念ねん仏ぶつのようなものを小刻みに唱となえている。


    　とても小さな声で、手に！　手に!!　と聞こえる。


    　まぁ、さっちゃんのことだから、たいしたことでもないのに大げさな反応を見せてるだけだろう、とため息をつきつつ、那美は軽い気持ちで、


    「もー、手がどうしたってのよっ！」


    　と、さちの腕を引っつかんで、自分の目の高さまで持っていった。そのとき、カサカサという音がして、額ひたいがかゆくなった。


    「な、ななななな、なななな、なみちゃん、か、か、お、顔！　顔！　顔!!」


    　それでも那美は冷静だった。あたしの顔になにかついてるわけ!?　とでも言いたげに、かゆさの元を冷静につかんだ。


    「さっちゃん、いくらなんでも、人の顔とか言ったらいけないって、しょ、しょうが、こ、うのときに、あ、あれほど……」


    　那美は自分の手さばきを呪のろった。普段は素早いヤツが、なぜ、人間ごとき鈍にぶい動物に簡単につかまれるのかと……。


    「………………………………………なみちゃん、ゴキブリが……っっ!!」


    「！！！！！！！！！！！！！！！！！」


    　うら若き乙女おとめであれば無理な叫び声を上げなかっただけでも偉かったのかもしれない。握り締めているヤツの肢あしが、那美の指を撫なでる。さすがの那美もこれには驚かずにはいられない。怖おぞ気けを催もよおすそのくすぐったさに那美は思わず全身の力が抜けてしまった。しなしなと、尻しり餅もちをついてしまいそうになるのを洗面台につかまってなんとか耐える。あまりの気持ち悪さに声も出なかった。


    「こ、こ、こっちに来ないでぇぇぇぇぇ！！！」


    　那美の手のひらの圧迫から抜け出したヤツは、六本肢をフル稼か働どうさせ、今度はさちに迫ってきた。さちは蛇じや口ぐちを叩いた時点ですでに戦意を喪そう失しつしていたのだ。水が出てくると思って待っていたら、なんとゴキブリが出てきたのだから仕方ない。いくら、ヒトからは逸いつ脱だつした既死者ゾンビであっても、齢よわい十六の少女。数億年の歴史を誇る節せつ足そく動物には迫力負けしてしまっていた。


    　普通なら人間に迫られれば逃げそうなものなのだが、さちがトイレの奥のほうに逃げると、なぜかヤツはさちを追ってきた。いつもなら助けてくれる那な美みもヤツ相手では、ただの小娘に過ぎない。ヤツ自身はたいして強くもなく、ヒトと戦っても絶対に勝てっこないのだが、対女性恐怖扇せん情じよう効果は絶大だった。


    「たたたたた、助けてよぉぉぉぉ」


    　壁まで追い詰められて、Ｇゴキの恐怖に慄おののくさち。こんなときに、アツミが助けに来てくれないだろうか……と、願うが、ここは女子トイレ。しかも普段は生徒が寄り付かない空間で助けを期待するほうが無駄というものだ。さちとＧの距離が刻一刻と狭せばまっていく。


    　足を使って追っ払おうとするが、踏んづけて靴が汚れるのも嫌なので、なかなか思い切れない。Ｇにとってはスローすぎてあくびが出るくらいの動きでしかなく、悠ゆう々ゆうと回避していく。壁に設置された窓は狭くて逃げられないし、那美を置いていくわけにもいかない。だからといって交戦する精神的余よ裕ゆうもない。


    『ポニテの次はツインのねーちゃんを蹂じゆう躙りんしてやっぜ！！！　けへへへへへ』


    　そんな声さえ聞こえてきている。このまま意識を落として気絶してしまえば、ある意味楽だが、口でも開けっ放しにしているときにそのまま侵入なんかしてきたら……、と考えると、もう動けなくなってしまう。


    　さちの履いているスニーカーにまでＧが到達しようとしたとき、ついに叫び声を上げた。


    「キャ───────────────ッッッ！！！！！」


    「どうしました、吉よし岡おかさんッッッ!?」


    「ふぇ……？」


    　その突然すぎる登場に、さちは目を丸くするばかりだった。叫び声と同時に、なんと誰もいないはずの個室から、長い黒髪を携たずさえた少女が現れたのだから。彼女は、天てん井じようや床を舐なめ回すように見渡したあと、さちの肩をつかんだ。


    「逃がしましたか……。まさかこんなに早く嗅かぎつけてくるとは……危ないところでした。吉岡さん……、賊の姿はご覧になりましたか？　背格好だけで構いません。手がかりさえあれば……」


    「あ、あの……白はく鳳ほう院いんさんだよね……？」


    「ええ、そうです。わたくしの名前は白鳳院優ゆ梨り花か。これは朝のＳＨＲシヨートホームルームでご存じのはずですね。……と、わたくしのことはどうでもよいのです。とにかく、賊の姿は……？」


    　いきなり個室から現れて、そんなことを叫ばれても、普通の人間には理解できるはずもない。当然、さちの頭の上にも大きな疑問符が浮かんでいた。それでも、転校生がしきりに訊いてくるので、彼女の質問の意図を理解しないままにさちはたどたどしく答えた。


    「〝賊〟って、敵ってことかな……？」


    「ええ、そうです。手がかりだけで構いません。わたくしは一刻も早く、それを追わなければ……」


    　なんとか会話が通じたので、さちは床を指差した。さちと那な美みの敵といえば、そう、ヤツしかいない……。ヤツはカサカサと俊しゆん敏びんな動きで、二人から離れ、あっという間に排水口に逃げ込んでいった。


    　あっけに取られる優ゆ梨り花かを尻目にさちは那美のもとに駆け寄った。


    「なみちゃんなみちゃん、もう大丈夫だよ。あのね、白はく鳳ほう院いんさんが追っ払ってくれたよっっ!!」


    　必要以上にまぶたをぎゅっと閉じて、目め尻じりから少量の涙さえ溢あふれさせている那美が、その言葉でなんとか我われに返った。


    「はぁはぁはぁ、ほ、本当に……？」


    「うん、そこの排水溝に逃げてったよ」


    　目を閉じている間、息を止めていたのか、那美はぜーぜーと肩で息をしながら、ずずいと優梨花のもとへ駆け寄って、彼女の手を握った。さっきまでＧゴキをつかんでいた右手で。


    「ありがとう、ありがとう、本当にありがとう。あたし、虫だけはダメなの!!」


    　すると、さちも二人が握り合っているその手を上から握った。Ｇが這はった左手で。


    「私もありがとう言うね。私はいっぱいダメなものあるけど、虫もダメなの!!」


    　Ｇに蹂じゆう躙りんされた手で、二人の一方的な感謝の念を受ける優梨花は、二人の手を丁てい寧ねいにほどいて、一呼吸置いて言った。


    「あの……、もしかして吉よし岡おかさんが叫んでいらしたのは……」


    「さっきのゴキブリだよ。ほんと、死ぬかと思ったよ」


    「うんうん、怖かった。あの茶色い体がもーっっ!!　白鳳院さんは命の恩人だよ」


    　那美とさちは自分たちの命の無事を喜んで抱き合った。それは戦場で散ちり散ぢりになった、家族の再会を思わせるくらいに当人たちは真剣だった。だが、抱き合った体勢のまま、那美がさちをいきなり突き飛ばした。


    「さっちゃん、あたしら手洗ってないーッ!!」


    「あああ、ばっちいばっちい」


    　二人は洗面台に駆け寄るが、水は出ないし、ここからＧがコンニチワしたトラウマが二人の脳内を駆け巡った瞬間に、まるで肉食動物から命を懸かけて逃げる草食動物みたいにトイレから逃げていった。


    「あ、あの……これ……」


    　取り残されたのは、無駄な念がこもった優梨花の拳こぶしだけだった。


    「アハハハハ、だから言ったジャン、心配ないって。ここ、人がいっぱいいる学校だヨ!?　そう簡単に来ないってば。頑張って先回りまでしたのに……アハハ、ゴ、ゴキブリだってさーッッ!!」


    　そんな声がなぜか窓の外から聞こえてきたが、優ゆ梨り花かは無視してさちの落とした本を拾い、とぼとぼとトイレから出て行こうとする。そのとき、一人になったのを見計らったのか、ヤツがカサカサと素早い動きで排水口から這い出て壁をよじ登り、優梨花の顔に向かって滑かつ空くうしてきた。


    『さっきは不覚を取ったが、次の獲え物ものはおのれじゃー!!』


    　と言わんばかりのその迫力に、一般的な女性ならば腰を抜かしてしまうものだが、優梨花は違った。彼女はＧゴキを見み据すえ、キッと睨にらみつけて右足を軸じくに円を描くように脚を蹴り上げた。靴のつま先はＧの外骨格を粉々に砕き、吹き飛ばす。哀れべたべたしそうなタイルに衝突したＧは、その強きよう[image: ]じんな生命力を生かすこともかなわないまま、壁に埋うめ込まれてしまった。


    「ヒュー、やるぅ」


    　賞賛の声も聞かず、彼女は足を下ろして何事もなく歩き出す。


    「……あとで、靴、洗わないと……」


    　優梨花は、がくっと肩を落とす。これからのことを思い浮かべると前途多難な気がしてきた。

  


  
    



    



    　第二章　ありがとう


    



    　夜の町を歩きつつアツミは家いえ路じに着こうとしていた。時刻はすでに午後十時を回りつつある。そろそろ帰らなければ、またタダヒコになにか言われるかもしれない。携帯電話を取り出して、今から帰ると連絡しようと、アツミはその歩みを止めた。


    　購入してからデフォルトのままになっている待ち受け画面を見つつ、アツミは唇を嚙かむ。


    「くそっ……」


    　口に出して言ってみるがなんの解決にもなっていないことは明白だった。アドレス帳のサ行から「さち」を選んで……やっぱりやめる。登録名を「吉岡さん」から「さち」に変えてみたが、アツミ自身はなにも変われていなかった。


    　昨日、さちからメールが来たものの、結局またそれで終わっていた。自分からメールをするのがどうしても恥ずかしいし、共通の話題がない。直接会話していないのだから当然だ。さちが好きであるという気持ちに噓うそはない。が、「好き」ってなに？　と問われたら困る。それが現状だった。


    　だからアツミはもっとも消極的な姿勢──つまり受け身でいることしかできなかったのである。昨日のメールには、「近いうち、楽しみにしててくれれば嬉うれしいかな！」なんて書かれていた。きっと、なにか用意してくれているのだろう。期待せざるを得ない。


    　一方で、自分からなにかしなくてもいいのだろうか……と思う気持ちも当然あった。なにかきっかけがあればよいのだが、それも見つけられない。だからこそ、毎日携帯電話の画面を眺めては閉じる……なんてことを繰り返しているのだ。


    　これでも自分の中では少しだけ成長していると思っていた。一昨日までは、単にさちからのメールを待っていただけだったが、ここ二日は違う。なにか連絡しなければ……、メールの内容を考えなければ……、と考えられる段階まで到れたのである。だが──


    　焦あせりを感じる。このままでいいのだろうか……、と思っているからこそ「くそっ！」なんて思わず呟つぶやいてしまうのだ。


    　昇天結社アセンシヨンの昇しよう天てんの保留が気になってはいたが、ここ数日は既死者ゾンビの余よ震しんも減少傾向にあって、先週から一体も出現していない。昇天結社アセンシヨンを離れ、本部からの情報を得られていないが、このままいけばそのうちに、この街から不死者アンデツトは消えるだろう。そうすれば既死者ゾンビであるさちもヒトとして普通に生活できるはずだ。


    　既死者ゾンビ全般に言えることだが、彼らはヒトとあまり変わりはない。死から脱だつ却きやくした存在を不死者アンデツトと言うが、たとえばその生を保たもつためにヒトの血液を必要とする吸血鬼ヴアンパイアなどとは違い、ヒトからなにかを奪だつ取しゅする必要はない。だからこそヒトとして普通に生活できているのである。とはいえ、さちは普通に食事を摂っているようではあるが……。


    　アツミはまた歩きはじめていた。今日も既死者ゾンビの発生は確認できなかった。最近は気分を紛まぎらわせるという意味で外に出ているという意味合いも大きい。なにか、普通の高校生らしいことでもしなければ……などと思っている矢先にアツミはその足を再び止める。


    　高さ十メートルにも満たない廃ビル──そこから血の匂いがかすかに漂ただよってきていた。さらに不死者アンデツトの気配をも感じられる。アツミは思わず駆け出した。


    　正面の扉とびらは当然閉まっているので裏へ回る。非常階段を上りながら屋上に近づいていくにつれ血の匂いは濃くなっていく。アツミは少し忘れそうになっていた執しつ行こう人にんとしての回路を取り戻しつつ呼吸を整える。そして屋上へ到達した。


    「く……」


    　屋上にはおびただしい血の跡があった。それはまるで赤い絵の具を筆でなぞったかのように、屋内へのドアへ続いている。入り口の扉は乱暴に外されていた。アツミは身構えながら廃ビルの中へ入っていく。どうやら、使われなくなって相当な年月が経っている建物のようで、鉄筋コンクリートはむき出しになっており、壁の塗と料りようもぼろぼろに剝はげ落ちている。そんな暗いビルの中の血糊は、鮮やかに感じられた。


    　最上階には血以外なにもなかったが、もう一つ下の階からは悲鳴とも絶叫ともつかぬ声が響いてきた。アツミは歩みを早める。できるだけ軽く。対象に覚さとられないように……。


    　すると、そこには青いコートを着た男がいた。帽子を目ま深ぶかにかぶり、その顔は見えない。夏だというのにコートを羽は織おっているその姿を見ると、今が冬なのではないかと錯さつ覚かくしてしまいそうだ。


    　男の足元には、ヒトの姿があった。性別は女性……であることくらいしか判らないほどに損そん傷しよう、いや損そん壊かいしていた。それはすでにヒトであった肉の塊かたまりでしかない。アツミはそれを、髪の長さから女性であるとなんとか判別した。


    　アツミはそのコートの男に向かって瞬時に風の矢を構えた。が、コートの男はまるでアツミがいることに気がついていたかのように振り向いた。


    「まさか、こんなところを見られてしまうとはね。それだけ、この個体への期待も大きかったということでしょうか……」


    「不死者アンデツト、か。なら話は早い。なぜヒトを襲った!?」


    　アツミが男の動きを制するように言うと、彼は右手を少し振った。すると、手さえ見えない袖そで口ぐちから刀のように硬く長い──爪が現れる。


    「その口振りからして、あなた、執行人ですか……。なんの権限があって私を止めようというのか知りませんが、私は自分の仕事を邪じや魔まされるのが一番嫌いなのです。あなた方との同どう盟めい自体気に食わないのですが、こういう場合は自分の仕事を優先させてもらいますよ！」


    　男のその一言で、アツミは跳んだ。壁を駆けて天てん井じように上り、隅を蹴って自みずからを弾丸のように敵にぶつける。


    「暗闇は我らが専売特許。いくら俊しゆん敏びんでも感じ取れないはずはないっ！」


    　男が爪を構え、迎げい撃げきの体勢を取る。直線方向に突っ込んできたアツミを、削そぎ落として、そのまま追撃を加えようという魂こん胆たん。しかし、


    「上かっっ!!」


    　突っ込んでくるアツミ自体が囮おとり──つまりフェイクだった。本命は跳ぶ前に放ち、空中に停滞させていた風の矢。男がアツミに気を取られている間に、垂直方向から攻撃を加えようとしていたのだ。もし彼が、暗闇を主戦場とする吸血鬼ヴアンパイアの種族でなければ、おそらくその時点で敗北していただろう。


    「甘いっ！」


    　男の反応はアツミの予想を上回っていた。彼は気づいた瞬間にぎりぎりで、もう片方──左手からも爪を出現させて、矢をすべてなぎ払った。その爪は紅あか々あかと燃えたぎり、まるで血の色のようだった。


    　二刀流でアツミを迎え撃つ体勢だった男だが、その炎により廃ビルの一室に明かりが灯ると、ため息を一つついて後ろに跳び退のいた。


    　目を血走らせていたアツミもまた、急に冷静になってそのまま着地した。


    「ふぅ、だれかと思えば……。高たか田ださんではないですか……お久しぶりですね。少し、野や蛮ばんなところを見せてしまいました。すみません、すぐに消滅……いえ、貴方あなたたち流に言えば昇しよう天てんさせますから」


    　そう言うと彼はその爪で女性だったモノをなぞる。すると、まるでガソリンや灯油の類たぐいが染しみ込んでいたかのように燃え上がった。その炎はあっという間に彼女の肉を燃やし、存在していた証明である鮮血にも燃え移った。


    「既死者ゾンビだったことは間違いありませんが……、これはどうやら余よ震しんだったようですね。残念です」


    「灼しやく炎えん鬼き……」


    　男が刀を納めるようにもう一度爪を振ると、それは無音で彼の袖そで口ぐちに納まった。そして、どうも……とばかりに左手で帽子が落ちないように押さえつつ頭を下げた。


    「やはりヒトには呼び捨てにされてしまうのですね。まぁ、久しぶりの再会です。少し語りましょうか」


    　男がそう言ったときには、すでに女性だったモノや、その血液はすべて燃えかすとなり蒸じよう発はつしていた。炎は建物に燃え移ることなく消えている。


    



    　灼炎鬼──と呼ばれた男は、立ったままの姿勢で口を開いた。


    「昇天結社アセンシヨンを抜けたというのは本当ですか？」


    　相変わらず顔は見えていないが、廃ビルの窓から差し込む月の光が、彼の口からかすかに顔を出した犬けん歯しに鈍にぶく反射する。アツミは頷うなずいて肯こう定ていの意思を示した。


    　彼はヒトではなく不死者アンデツト──吸血鬼ヴアンパイアだった。だが、不死者アンデツトの存在を許さない昇天結社アセンシヨンとは対立していない。


    　数年ほど前から執行人と不死者アンデツトたちの表立っての対立関係は解消されていた。それどころか既死者ゾンビを狩る同どう盟めい関係を組んでいる。


    　その内容は積極的な戦闘状態を解除する、つまり見つけたら即昇しよう天てんという関係の解消だ。そして不死者アンデツトはヒトを襲い食糧としない。その代わりに昇天結社アセンシヨン側は、血をすする吸血鬼ヴアンパイアならばヒトの血液を、屍貪人グールならばヒトの肉を提供するのだ。ただし、不死者アンデツト側がそれを破りヒトを襲うのならば、狩られる可能性もある。


    　不死者アンデツトと一口に言っても、その種類は先天的なものと後天的なものの二種類に分けられる。前者は吸血鬼ヴアンパイアや屍貪人グールなどのヒトを糧かてとするものであり、再生力は高く普通の生物から見れば一見死や生の概がい念ねんを超越しているように見える。が、生せい殖しよく行為をし子孫を増やす生物の一種だ。後者がさちなどの既死者ゾンビだ。既死者ゾンビは死によって覚かく醒せいした後天的な不死者アンデツトである。
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    　昇天結社アセンシヨンと不死者アンデツトとの同どう盟めい関係に後天的な不死者アンデツト──つまり既死者ゾンビは含まれていない。


    　昇天結社アセンシヨンは生を冒ぼう瀆とくする不死という概がい念ねんを嫌けん悪おしている。だからこそ数年前まで不死者アンデツトすべてが昇しよう天てんすべき対象だった。だがこの同盟が組まれた。アツミなどの一般の執しつ行こう人にんは、この同盟が組まれた真の理由を知らされなかった。一応、「先天的な不死者アンデツトは本当の意味での不死者アンデツトではなく単なる死ににくい生物であり、生への冒瀆ではない」などという説明はなされたが、納得している者は少ない。


    　そういう執行人個人の感情は別として、この協力体制によって昇天結社アセンシヨン及び先天的な不死者アンデツトの排除対象は既死者ゾンビへと限定された。


    　これも理由は不明だが、既死者ゾンビには先天的な不死者アンデツトたちとは違うなんらかの秘密が隠されているのは明らかだ。さちという既死者ゾンビに対する昇天結社アセンシヨンの対応が、急に軟なん化かしたこともこれに由来しているのではないかと、アツミは考えていた。


    「へぇ、それは驚きです。まぁ、私には関係のないことですがね」


    　そう言って男は爪を袖そで口ぐちから出るくらいに伸ばし、爪についた血をペロリと舐なめた。


    「既死者ゾンビでは駄目ですね。味を感じない……。やはりヒトの血でないと。確かに輸血用のものでも味としては悪くはないですが、ヒトの体を通っている適度なぬるさが……」


    　先ほど見せた炎の技によって執行人から灼しやく炎えん鬼きと名づけられた男は、饒じよう舌ぜつに血の味について語りはじめた。


    　同盟を組む以前の経験談らしいが、本当のところはわからない。


    　アツミは二、三回ほど灼炎鬼と仕事をしたことがあったが、そのたびに彼はヒトに血の味を説いていた。アツミは血の味など知りたくもないので、相あい槌づちさえ打たずに話を強引に曲げた。


    「なぜ、あんたがこんなところに……？」


    　男は話を変えられて多少不ふ機き嫌げんになったが、それでも質問には答えてくれた。


    「この地が死者の坩堝るつぼと化しているようでしてね。それを調査しているというわけです」


    「死者の坩堝──？」


    　アツミがオウム返しに訊き返すと、灼炎鬼はまたも饒舌に語りだした。


    「ええ、死者の坩堝です。高たか田ださんはこの町に強力な既死者ゾンビの気配を感じているでしょうか……？」


    　それはおそらくさちのことだと思われたが、話す必要はないので首を横に振った。灼炎鬼はさらに続ける。


    「どうやら、それに呼こ応おうして既死者ゾンビの余よ震しんや我々のような不死者アンデツトが集まってきているようなのです。中には耐え切れず禁を破り、ヒトを襲うものも出てきている。私はその調査のためにこの町に来たのです」


    「そんな!?　僕は不死者アンデツトの気配をだんだん感じなくなってきていたっていうのに……」


    　すると、男がふふふと笑ってまた爪についた血を舐めた。


    「それは無理もありません。昇天結社アセンシヨンからこの町に執しつ行こう人にんが派は遣けんされているようですからね。彼女が消滅──いえ、昇しよう天てんさせているのでしょう」


    「彼女」とは妙な口振りだった。まるでその人物を知っているかのようなニュアンスを感じさせる。


    「その人間を知っているのか？」


    　アツミが指摘すると、男は失言でしたと、わざとらしく口をつぐんで爪を収め、帽子を深くかぶり直し、その場を立ち去ろうとする。アツミが引き止めると、面倒くさそうに振り返った。


    「もう一つ質問させてくれ！　既死者ゾンビだけ狙っているのか？　なぜ急に死者が集まりだす？」


    　アツミが男の肩をつかむと、彼はため息をついて言った。そのとき、口から少しだけ顔を出している程度だった犬けん歯しが、長く伸びむき出しとなった。それはまさしく牙きばと形容できる代しろ物ものだった。


    「しつこいですね。確かに我々は昇天結社アセンシヨンと同どう盟めい関係ですが、すべての情報を開示する必要はない。たまたま、貴方あなたが知り合いだったから話してあげただけなのです。そのあたりを勘違いしてもらっては困る！」


    　そう言って、男は背を向ける。去りぎわにこう言った。


    「それに貴方は質問を二度しましたしね」


    　口元をにやけさせて吸血鬼ヴアンパイアは去っていく。取り残されたアツミは、既死者ゾンビであったという女性がいた場所を見てから、廃ビルをあとにした。


    



    　　　　　●


    



    　翌日の昼休み。さちと那な美みはさっさと教室を出た。さちは前日のうちに、今日は食堂で食べようと那美にメールしていた。それはお弁当のメニューを研究するため。生徒に人気のメニューなら、アツミが好きな可能性も高い。まぁ、ラーメンとかが人気だったらどうしようもないが……。


    「ごめんねー、私のために付き合ってもらっちゃって」


    　さちが那美に言うと、いいのいいの気にしないで、と笑う。その笑顔には実は理由があった。那美はいつも昼食代に五百円親から渡されている。菓子パン＋ジュースなら五百円ではなかなかお腹いっぱいにならないのだが、学生食堂なら三百円で結構ボリュームのあるものが食べられるのだ。余ったお金は懐ふところへ、という魂こん胆たんだった。ちなみに普段は、さちがお弁当なので食堂に行きづらい。


    　財布の中のお金に二百円を足して今月の消費計画をまとめつつ、一年ぶりくらいに食堂を訪れようとしていた二人だったが途中でその足が止まる。


    「あれって……」


    「うん、白はく鳳ほう院いんさんだね。こんなところでなにしてるんだろう……」


    　それは生徒たちが勉学に励む校舎を出て、食堂棟へ延びる少し長い渡り廊ろう下かを通っているときだった。渡り廊下はコンクリートの床に屋根を取り付けた簡単なもので、すぐに外に校庭へ抜けられる作りになっているのだが、その渡り廊下を少し外れた隅のほうに、転校生の白はく鳳ほう院いん優ゆ梨り花かがいたのだった。


    　優梨花はしゃがみこんで、なにやらぶつぶつと呟つぶやいていた。話しかけている相手は、こちら側からは陰になって見えない。


    「なにしてるんだろうね……って、さっちゃん!?」


    　と、那な美みがさちに質問しようとしたときにはすでにさちは転校生のもとへと駆け寄っていた。


    「白鳳院さん……だよね？　どうしたの、お腹でも痛いの？」


    「ひっ!!　よ、吉よし岡おかさんがなぜここに……？」


    　さちに話しかけられて優梨花は振り返り、とっさに今まで話しかけていたなにかを背中で覆おおい隠す。


    「えーっと、私たちは今からお昼なんだ。で、白鳳院さんはなにをしていたの？　さっきまでなにかとお話ししてたでしょ？」


    「いえ、そのようなことは決して……」


    　しかし、その表情は明らかに怪しく、彼女の額ひたいからは玉のような汗が滲にじみ出ている。いくら暑くなってきたからといっても、さすがにこんなに汗はかかない。鈍にぶいさちでもそのくらいのことは理解できた。


    「えー？　でも私見てたよ。なみちゃんも見てたはず。ねー、なみちゃん？」


    「え、まぁ見てたけどさぁ」


    　いつの間にか那美もさちの後ろに控えていて、それに同意する。


    「ほらね。今だってまだ背中でなにか隠してるし……」


    　なぜだか尋じん問もんじみてきたその問もん答どうを遮さえぎるように那美はさちに耳打ちした。


    （さっちゃん……。ほら、もしかしたら花とかに話しかけるヒトなのかもしれないよ。さっちゃんだって小六までは花や木と会話できるって言い張ってたじゃん。だから、あんまり強く責めるのは酷だよ）


    （えー、でも……）


    （デモもストライキもないの。白鳳院さん困ってるじゃん）


    　そう、さちを制した那美は今度は大きめの声で続けた。


    「ごめんね。別にさっちゃんに悪気があったわけじゃなくてね……。というか、昨日はありがとね。あたしたちのこと助けてくれて」


    　すると優梨花は、しきりに後ろを気にしつつ、とても申し訳なさそうな顔をした。どうやら那美のことはまだ認識していなかったらしい。それを察した那美は自己紹介することにする。


    「あ、いいのいいの。あたしの名前は諸もろ沢さわ那美。こっちはさっちゃん……じゃなくて、吉岡さちちゃん……って知ってたっけ？　とりあえず、よろしくー」


    　さちもとりあえず「よろしく」の部分だけハモらせてみた。それを聞いた優ゆ梨り花かは、ふぅ、と、なぜだか安心したような深いため息をついてやっと立ち上がる。今まではじっとなにかを隠しているような表情だったのだが、急に教室で見せたような華はなの笑顔に戻る。


    「すみません。本当にご迷惑をおかけいたしました。少し立ちくらみがしたもので。でも大丈夫ですのでご心配なさらずに……」


    「本当!?　それなら保健室に連れて行こうか？」


    「いえ大丈夫です。もう平気ですので安心してください」


    「それならいいけどさぁ。ところでさっちゃん、今何時？」


    　さちはスカートのポケットから携帯電話を取り出して時間を確認する。


    「十二時半だよ。そろそろ行かなきゃ席なくなっちゃう」


    　四限目の授業は十二時十五分に終わるので、もう十五分経過していることになる。あと五分もすれば、食堂の座席はすべて埋うまってしまうので急がなければならなかった。


    「それなら急がなきゃ。あのさ、よかったら白はく鳳ほう院いんさんも一緒にお昼どう？」


    「え、お昼ですか………………？　お昼というと──お食事ですよね？」


    　軽い気持ちで那な美みはそう言ったのだが、当たり前のことを訊き返され、さらに優梨花は、うーんと考え込んでしまう。


    　いつの間にやら一人でぶつぶつと自分の世界にトリップしてしまった優梨花。その内容こそ二人には聞こえなかったが、やはり「お花に話しかけるヒト」であることは間違いなさそうだ。


    　いつまで経っても優梨花が帰ってこないので、さすがのさちも心配になってくる。ちなみに那美は心配していない。なぜならこういう人間がごく身近にいるからだ。


    「白鳳院さん、本当に大丈夫なの??」


    　そう言って、さちが優梨花の肩をつかんで揺らすと優梨花はぱっと飛び退のいた。


    「なにをするのですかっ!!」


    　と叫んで威い嚇かくするようにさちを睨にらみつける。


    「え、いや……そのいきなりごめん……」


    　なんとも言えない沈ちん黙もくが流れ、そしてその数秒後、優梨花の頰は紅こう潮ちようした。


    「す、すみません。やはり気分がすぐれないので失礼いたします。付き添いは結構ですので」


    　優梨花はとぼとぼと去っていく。本当は付き添いたかったのだが、前もって断られてしまったので一緒に行くことはできなかった。


    



    　食堂で昼食を食べながら、さちと那美は優梨花のことについて話していた。


    「あの子いったいなんなんだろう……」


    「たぶん転校してきたばっかで疲れてるんだよ」


    　確かに転校初日から多くの人間に囲まれていたので、そういう部分はなきにしもあらずだろうが、疲れなどとは異質のものをさちは感じていた。言葉では言い表わしづらいが、なんというか、さちと対たい峙じしたときと他のクラスメイトを相手にしているときとの落差が凄すごいのだ。


    　昨日、迫り来るＧゴキの恐怖から救ってくれたという恩があるため、一緒に帰ろうよ！　と誘おうとしていたのだが、彼女は風のように教室を出て行ってしまっていた。


    　あのあと、教室に戻ると、あれだけあった人だかりもほとんど消えてしまっていた。勧誘に来た人間のほとんどは、あの立派な宣言にびびってしまったのだった。


    　さらに今日の朝のことだ。微笑ほほえみながら穏おだやかに振舞って級友と談だん笑しようを交わしていた優ゆ梨り花かに対し、さちは笑顔で話しかけた。昨日とはうって変わって凜りんとした、それでいて刺とげ々とげしくない空気を振りまく優梨花。そんな華か麗れいさの中に、Ｇにもめげない強い心を持った彼女に対し、多少の憧あこがれが芽め生ばえていたのは否定できない。那な美みに対してもそういう感情を持っているのだが、それと同じだった。自分の持っていないものを持っている人間に惹かれるのは当然だろう。しかも、那美さえ恐れおののくＧを追っ払ったのだからなおさらだ。


    　だが、それはなぜかさちの前では違った。なにげなく、おはよー、と挨あい拶さつしてみると、目に見えてその顔を強張こわばらせる。確かに他のクラスメイトたちと話をしている途中に割って入ってしまったが、それにしても露ろ骨こつに汗を滲にじませて、わたくしお手洗いへ行ってきます！　なんて言われてしまうと、少しへこまざるを得ない。


    「私、嫌われちゃってるのかなぁ……」


    「いやぁ、そうでもないんじゃないのかなぁ。昨日はあたしたちのこと身を挺ていして助けてくれたんだよ？　というかさ、昨日はテンパっちゃってて気にも留めなかったけどさ、どうしてあんなだれも行かないようなトイレに白はく鳳ほう院いんさんがいたんだろう……」


    　さちはその疑問に答えることができず、腕を組んでうーんと唸うなってしまう。同じくＧの恐怖に搔かき消されてなんと言っていたか忘れてしまったが、優梨花はよくわからないことを口走っていたような気がする。那美にもそのことについて訊いてみたのだが、残念なことにＧを素す手ででつかんだ衝撃によってそれどころではなかったらしい。


    　アツミを授業中観察するのはもうやめたのだが、今度は優梨花のことが気になりだしてしまっていた。上う手まい具合に自分より前の席なので、授業中優梨花を観察してみる。


    　普段はハキハキとしていて、先生に当てられても、英語の教科書の朗ろう読どくなどを完かん璧ぺきな発音でこなす。尊敬の念を抱いていると、ふと優梨花が後ろを振り向いた。さちと目が合う。これがアツミなら目を逸そらして平然を装よそおうところであるが、優梨花なのであえて手を振ってみる。


    　すると、優梨花は目に見えて焦あせりだした。椅い子すはガタッと鳴らすし、筆記用具は床に落とす。もう一度、教科書を読むように指名されると今度は、どこを読むかわかりません、などと言う始末。


    「まぁ、嫌われてるのならまだわかるんだけど……、あんなに焦らないよね。あたしが話しかけたときは普通だしねぇ。なんかあれじゃないの……？　さっちゃんを暗殺しようとしてるとか……？」


    　まさか……、と笑いつつもさちは学食のラーメンをすすった。お弁当には入れられないが、無む性しように食べたくなってしまったのだ。我われながら食欲には勝てないなぁと思った。


    「どうすれば、友達になれるかなぁ……」


    　さちはふと漏らす。あんなふうな態度を取られると意地でも仲良くなりたくなる。だが、那な美みはコーヒーを飲んで言った。


    「そんなことよりまず、お弁当はどうなったの!?」


    　指摘されて、えへへ、と笑いつつさちが宣言する。


    「明日……、やってみるよ。今日買い物行くからっ！」


    　よし、その意気だ！　と那美が親指を立てる。なんだかんだ言いながら、さっちゃんも頑張ってるんだなぁ、と思いつつ、安くて大きなサンドイッチにかぶりつく。


    　その頑張りに敬意を表して、ジュースでもおごってしんぜよう、などと立ち上がろうとしたときだった。


    「あれ……、白はく鳳ほう院いんさんじゃん!!」


    　那美の視線の先──入り口近くにさっきまで話題に上っていた優ゆ梨り花かの姿があった。彼女は菓子パンをかじりつつ、こちらを観察していた。


    「えー、噓うそ!?」


    　那美の声でさちが振り向く。すると声は聞こえなかったが、明らかに「まずい！」とばかりに口を動かして脱だつ兎とのごとく逃げ出してしまった。


    「さっちゃん、暗殺者ってのは、まんざらでもないんじゃないの？　夜道に気をつけたほうがいいかもね！」


    　助けてくれたり、こちらをうかがってくるくせに、こっちから接触しようとすると避けられる。という反応にさちは頭を傾かしげざるを得ないのだった。
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    　帰宅後。さちは最も寄よりの『スーパーかめや』に向かっていた。理由はもちろんアツミへ作るお弁当の材料確保のためだ。


    　学校にいる間中ずっと料理本を読みつつ、ネットで調べた男性の好きな食べ物・嫌いな食べ物と照らし合わせたものの、結局メニューを決定するには至らなかった。これ以上悩んでいても埒らちがあかないので、とりあえず店内で素材を見ながらメニューを考えることにする。はっきり言って見切り発車だったが、善ぜんは急げという言葉に今は従おう、そう思ったのだった。あまり先延ばしにするとよい結果は生まれない。


    　那な美みの提案したこのお願い。改めて考えてみると、お弁当を作ってあげるという単純な作戦だが、その破壊力は計り知れないものがある──はずだ。


    　アツミがタダヒコと二人暮らしということは、アツミの家へお見舞いに行った際に把は握あくしているし、さらにここ最近の観察で、彼の昼食は基本的に購買パンだとか、コンビニ弁当であることも確認ずみだ。


    　私が手作りのお弁当を差し出したら……どうだろう？


    　むふふ、と笑いがこみ上げてくる。これはいける、とばかりにさちは自転車のペダルを漕こぐ。


    　考えてみれば、さちはお弁当を作ったことがなかった。中学校までは給食があったからいいとして、蒼そう海かい高校に入学してからの選択肢は、学食か購買かもしくはお弁当。お弁当を作るのはもっぱら母親。


    　しかも、自分が食べるお弁当というわけではないのが厄やつ介かいだ。自分が食べるものなら極端な話、おにぎりを三、四個握ればいいし、いざとなれば白いごはんに梅うめ干ぼしとか、塩を振っただけでも構わない。だが、だれかのために作るとなるとそうはいかない。なにせ、男の子に──しかも彼氏に作ってあげるはじめてのお弁当……。


    『スーパーかめや』に到着すると、真っ先に食料品コーナーに向かう。お弁当の中身を熟じゆつ考こうしつつ、よさそうな食材をカゴに放り込んでいく。


    



    　──お弁当というのは、味もさることながら、色合いも非常に大事です。いくら味が良くても、全体的に黒とか茶色などの暗い色だと、蓋ふたを開けた瞬間にげんなりしてしまうかもしれません。愛する旦だん那な様が喜んで、


    『お弁当美お味いしかったよ……。普段は「俺一人身が気楽でいいんだよね」なんて強がってる独身貴族の同どう僚りようどもが、まるでハイエナみたいな目でよだれを垂たらしながら羨うらやましがって見てたよ。また、明日も……頼むよ』


    『まぁ、あなたったら……（はぁと）』


    　などという会話を交わしたいのなら、色合いも大切にするようにしましょう……（後略）。


    



    　両親の部屋に忍び込んで、本棚で埃ほこりをかぶっていたいくつかの料理本の中から見つけ出した『新米若奥様のためのお弁当教室（初級編）』の前書きを思い出す。それを踏まえておかずをシミュレートしていく。


    「男の子だから、メインはお肉がいいよね……。だったら、ハンバーグかな！　つけあわせにパセリとかもつけて……。野菜も必要だから、ポテトサラダと、あと卵焼きで彩いろどりのバランスをとって、それから、ごはんで完かん璧ぺきっ！」


    　スーパーに来るまではあんなにメニューの内容について悩んだというのに、店内であらゆる素材の数々を見ていると、次々にメニューが浮かんできて不思議だった。


    　ぶつぶつとおかずの内容を呟つぶやきながら、時折自分の質問に対し突っ込みを入れたりしつつ歩いていると、当然買い物客である主婦たちや、連れられた子供たちの注目の的まとになったりするが、今のさちにはアツミの喜ぶ顔しか浮かんでいないので、気にも留めることはないのだった。


    　おかずの材料を一通り買い終えて、さちはふと立ち止まった。


    「……あ。そういえば、どうしようかな……？」


    　一つ重大なことを忘れていた。それはごはんになにをかけるか、ということだった。おかずが充分な品数ならば、白いごはんだけで食べられないこともない。だが、お弁当の蓋ふたを開けたときに、半分が真っ白というのは、やはり寂しい……。


    　ふりかけは本来ごはんのおかずが少ないときにかけるものなのでやめておく。せっかくたくさんおかずを作るのだから、味を主張するものはあまり使いたくない。そこで候補が二つほど浮かんでくる。


    　一つはごま塩。もう一つは味付け海の苔りだった。けれど、ごま塩も海苔もなんだか黒っぽくてビジュアル的にそんなに良くないし、海苔に至ってはごま塩よりも黒い面積は増えるし、蓋の裏にくっついてしまったらなんだか悲しくなってしまうこと必ひつ至しだった。


    「うーん……」


    　食材を入れたカゴを床に置いたまま、腕を組んだ格好でさちが唸うなる。あれだけ悩んだおかずはすんなり決まったというのに、まさかごはんにかけるものでこんなに悩むとは思いもしなかった。


    　周りを見渡してなにかいいものはなかろうか……、と考えていると、あるものが目に留まる。


    「これは……、いいかもっ！」


    　それは、魚肉をほぐして甘く煮た、でんぶだった。桃色というか、桜色で、もしこれがごはんの上に載っていれば、色合い的にも良くなるかもしれない！　とすぐに手に取ってみる。予算は充分であったが、値段を確認しようと裏面を見ると、カラー写真で盛り付け例が表示されていた。


    「……これはっ!!」


    　言ってみてから、えへへ、これは……ちょっと……、などとさちの顔は真っ赤になる。


    　見事にあしらったハートマークの中に、


    　──My Sweet Darling


    　などと、ご丁てい寧ねいにゴマで、愛いとしの旦だん那な様にメッセージが記しるしてある。それを見てしまって、なんだか恥ずかしくなってでんぶを元あった棚に戻そうとするが……、


    「いや、これはやっぱり予備は必要だよね」


    　と、だれが聞いているわけでもないのに、即興で考えた言い訳を自分に言い聞かせて、それをカゴの中に放り込んだ。
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    　そして、『スーパーかめや』からの帰り道。


    　夕方とはいえ、もう暖かいというより暑いといったほうが適当な気温だからか、ほとんどの道行く人が半はん袖そで姿であった。さち自身も白いワンピース姿。その白さが今や血の通わないさちの体には、すこぶるマッチしていた。


    　そんな姿でさちはただひたすらに自転車を漕こいでいた。自転車のカゴの中には、もちろんアツミのために作ってあげる予定のお弁当の食材。


    　なだらかな傾斜になっている川の土ど手てまで行けば、ペダルを漕こがなくても自然と車輪が回転して勝手に下ってくれるので、そこまで頑張ろう、と一生懸けん命めいだった。


    　とはいっても、さちの筋力というか、単純な力は既死者ゾンビになったことによって上昇しているし、汗もかかないので苦もなく川の土手まで達する。


    「風が気持ちいいね、マッハ号!!」


    　いつもの癖くせで愛車に語りかけてから、ふと気づいた。


    　もう、マッハ号はいないんだね……、と。


    『姐ねえさん、今の俺はマッハ号マークⅡですぜ。いいかげん覚えてくんなっ！』


    　と、そんな自転車の内なる声が聞こえてく（るような気がす）る。そう、さちの愛車はマッハ号マークⅡなのだ。単なるマッハ号ではない。


    　二週間ほど前の事故でさちは死に、偶然にも蘇よみがえったのだが、当然マッハ号と名づけられたさちの愛車（自転車）は壊れたまま。そのあと、さちはマッハ号の亡なき骸がらとでもいうべき、部品の数々（ペダルやハンドルなど）を人知れず回収し、新しい自転車を購入後にそれを換装し、マッハ号マークⅡとして蘇らせた。


    　新しい自転車を購入する際、さちは毎回『マッハ号』の名を襲しゆう名めいさせる（ちなみにすでに八代目）のだが、今回の場合は、志こころざし半ばで散っていったマッハ号のパーツを流用するという特殊な状況を考慮し、特別に『マッハ号マークⅡ』の名を与えたのだった。といっても、まだ名づけ親のさちにも定着していないのだが……。


    「そういえばこの前、この土手にアツミくんと一緒にきたんだよね～」


    　感かん慨がい深げに、昨日までの二週間を反省しつつ、太陽の光をはね返して照り輝く川の水面みなもを見つめる。あの日と同じようにオレンジ色の川面はとても美しいが、ずっと見つめていると照り返しが眩まぶしい。


    　眩しすぎて直視できなくなり、川の光から目を逸そらす。川原の土ど手ての緑でも見て目を癒いやそうとすると、茶色の物体が二つ動き回っていることに気づいた。


    　思わずそれに目を奪われてしまう。さちは後先考えずに、勝手に下るマッハ号マークⅡのブレーキをキィィィィンとかけると、鍵かぎもせず、さらにはスタンドも立てず、そのまま川原の土手の斜面に立てかけてほっぽりだしてしまった。


    『姐ねえさん、どうしやした!?』


    　なんて、ツッコミの声を想像する余よ裕ゆうがなくなるくらいの勢いで、さちは土手を一直線に下っていった。途中でつまずいたりするが、痛くはないのでそのまま一回転して、上う手まく体勢を立て直して起き上がる。むしろ勢いが増すのが、嬉うれしくなる。そのくらい、その茶色い物体が──。


    「かわいいっ!!」


    　と叫んでしまうほどの愛らしさだったのだ。茶色い物体の正体は、二匹のミニチュアダックスフント。奇声を上げて突っ込んでくる人間などという巨大な物体があれば、普通は威い嚇かくするかもしくは怯おびえて逃げ出してしまうものだが、どうやら二匹とも、さちの存在に気づいてはいないようだった。


    　このまま二匹を抱き締めてしまいたい衝動に駆られるが、全理性を行こう使ししてそれを抑え、十メートルほど手前で止まり草むらに伏せた。一度、興奮を冷まさなければならない。もし、欲望のままに突き進んでいたら、二匹の犬を誘ゆう拐かいしてしまうかもしれないほどかわいかった。


    　毎週欠かさずチェックしている番組──『タロみけ大集合』の内容を思い出す。その名からわかるように、全国のかわいい飼い犬・飼い猫を紹介してとにかく愛めでる、そんな番組だ。全国の犬好き猫好きにとってチェックすることが義務とまで言われほど、その種の番組の中では老舗しにせであり、さちも物心ついたころから視聴していた。


    　さちはそれほど熱心な動物好きで特に犬好きであり、かわいい犬を発見すると、そのまま犬についていって、気づいたらいつの間にか二つくらい県をまたいでいたことさえあった。


    　さちには昔、さんざんねだって犬を飼ってもらったのにすぐに面倒くさくなって、世話を放ほう棄きしてしまったという苦い経験があった。それは小学生の低学年の話なので、高校二年生にもなった現在なら立派に育てる自信もあるだが、昔のことが深い傷となっており、またあんなことになったらどうしよう、なんて臆おく病びようになり、それ以来一度も犬を飼ったことはなかった。


    　そんな背景もあってか、さちはとにかくかわいい犬には目がなかった。小型犬が特にお気に入りだ。


    　草むらに伏せた体勢のまま、さちは先週のテレビの洋画劇場で見た、第二次世界大戦を舞台にした映画のワンシーンを思い出す。主人公の軍人が匍ほ匐ふく前ぜん進しんでゲリラの本ほん拠きよ地ちを探る──というシーンのごとく。両手で双眼鏡のような筒つつを作り、二匹を捕捉しつつそれを観察する。手で触れる前に目で楽しみ、愛めでようという魂こん胆たんだった。


    「ああ、二匹ともかわいいよ……。あのつぶらな瞳っ!!　これは……えへへ。ああ、そんな！　ちょうちょなんか追いかけちゃって……」


    　まるで変質者さながらに、ボソボソとした小声で、二匹のミニチュアダックスフントの動きを実況する。


    　二匹のミニチュアダックスフントのうち、一匹は青い蝶ちようネクタイを締めていて、かわいさの中にも、若じやつ干かんの凜り々りしさがあった。


    　なんだか、七五三でおめかしをしたけれど、まだまだ遊びたい盛りでちょっと息苦しそうにしつつ、でも写真を撮るときは変に力が入ってしまって、目をつぶってしまうような……そんな幼い男の子の姿を連想させる。


    「わん太ぁ～。ほら鼻の先っちょに、ちょうちょさんが留まってるよぉ。わん太ぁ、こっち向いて～」


    　興奮しながら携帯電話を取り出してカメラ機能を起動させる。本当は本物のカメラが良かったのだが、この場にないので仕方ない。


    　もう一匹は、ピンクのリボンを頭にちょこんと載せていた。


    　それはまるで、友達を呼んでお誕生会を開いておめかしをする……女の子を連想させた。はじめて好きになった男の子をお誕生会に招よぶことになって、少しでも大人に見えるように勝手に母親の口紅を下へ手た糞くそながら一生懸けん命めいに塗るけれど、気づかれてしまって怒られてしまう……そんな感じの勝手なストーリーまで即興で作ってしまうほどに、さちの妄もう想そう力は冴さえていた。


    「ほら、わん子～もこっちを向いてよぅ～。ほらほらお願い、わん太とくっついてぇ」


    　黄色い声を上げながら、携帯のディスプレイを覗のぞきつつシャッターチャンスを狙う。


    　二匹が近づいた瞬間──。チャンス！　とばかりにさちがシャッターを切るために決定ボタン押す。が、携帯電話のカメラが、自動的にピントを合わせるわずかなタイムラグの隙すきに、二匹がバッタだとか、蝶ちようだとか、あるいは風を受けて揺れる草に気をとられて動いてしまい上う手まくいかない。


    「ほら……近づいて……そう……、よし………………今だっっ！」


    　ボタンを押す。


    「あー、また離れちゃった」


    　どうしても二匹を同じ画像に収めたい。そんな欲求がさちを支配する。


    「今度は、少しタイミングを……ずらしてっ……と。よしっ！」


    　次は、タイムラグを計算して、二匹が画面内に収まる直前にボタンを押す。ラグを念頭に置いてのタイミング。これなら写真に収められるその瞬間にこそ、二匹は愛らしく寄り添っているはずだ。


    「あれ、やっぱり失敗だ」


    　だが、こっちのタイミングを理解しているのでは？　と思うほど絶ぜつ妙みようなタイミングでいきなりＵターンしてしまい、またも失敗。


    　何度も何度もシャッターを切るのだが、いくらやっても二匹を同じ画像面に収めることができない。


    「くそぉ、くやしいなぁ……」


    　さちは、だんだん写真を上う手まく撮れないことにストレスを感じてきていた。そして、だんだんとある感情が芽め生ばえてくる。


    　──このまま連れ去ってしまえば、写真なんて撮り放題なのではないのか、と。


    　匍ほ匐ふく前進しながら二匹まで五メートルほどの近くまで距離を詰めていく。


    「ちょっとだけ……だからね？　ちょっと借りる……だけだから」


    　などと自己の行動を正当化しつつ、残り三メートルほどの距離まで近づくことに成功した。


    　さちは、いったんディスプレイ越しではなく、そのつぶらな瞳を潤うるませている二匹を肉眼でまじまじと観察することにする。近づいてみてからわかったことだが、やはり虫や草花とじゃれているだけに思える。だが、さちには、なにかの舞を舞っているようにも見えたのだった。


    　地べたに這はいつくばってよくわからない単語を並び立てながら、そんな優ゆう雅がな犬たちを撮影……いや、盗とう撮さつしようとしている少女。傍はたから、その姿を他人に見られでもしたら、とっくにパトカーを呼ばれていることだろう。


    　この情熱を他のことに活かせばもっと、有意義に過ごせるかもしれないのに……と説教してくれる親友は残念ながらここにはいないので、こんな馬鹿らしいことでも真剣になれるのだ。


    　とはいえ、やっぱり上手くいかない。原因を考えながら無造作にシャッターを切っていたさちだったが、ある重大なことに気づく。


    　カシャッ！


    　携帯電話のシャッター音は消せない。二匹がさちの気配に気づいている様子はなかったのだが、この音はまずい、そう思った。スピーカーを手で押さえてもどうしても音漏れしてしまう。


    　仕方なく匍匐前進ならぬ、匍匐後退で二匹から遠ざかることにする。なにも二匹を一緒に撮りたいからといってさち自身が近づく必要はない。カメラにはズームイン、ズームアウトという便利な機能があるということを失念していた。こちらがあえて遠ざかってカメラをズームインさせれば、自然とシャッターを切る音が聞こえにくくなるのは自明の理。


    「うう、難しいよ……」


    　と、決心したものの、匍ほ匐ふく後退などなどなかなかできるものではない。いったん方向転換して、二匹に背を向けて後退してしまえば、なんの問題ないのだが、それでは二匹の愛らしい顔を見られない。そんなのは嫌だ。


    　川原の上の道から見下ろすと、なんとも間ま抜ぬけな格好で草むらを這はいつくばっている姿を晒さらしているさち。だが、その服装は動きやすいジャージだとか丈夫な作業服ではない。映画で見た兵士のような迷彩服でもない。涼しくはあるが、運動するのにはまったく向いていない至って普通のワンピースなのだ。


    　夏を間近に控えているだけあって、その白色がすがすがしかったのだが、草むらを這いつくばるなんて、今時の小学生でもしないような行為に至れば当然汚れてしまう。今となっては、緑色の草の汁がついてしまい、たとえ洗ったとしても再起不能だろう。


    　もちろん、ワンピースなので足を晒さらす格好となる。意外と鋭するどい刃やいばのようになっている草むらの中にいるとあっては、ところどころ切り傷ができてしまう。それはノースリーブである腕も同様だった。既死者ゾンビである特性ですぐに塞ふさがるので問題ないのだが、やはりはしたない。もしここでさちの父親が通りすがった場合、泣くか、失神するか、それとも憤ふん慨がいするかのいずれかだろう。


    　そのときさちは、足に違和感を覚えた。石だとか木だとかの堅いものに触れた感触ではない。ちょんちょんと足でつついてみると、なんだかやわらかいものであると、スニーカー越しにも感じることができた。


    　まさか、この子たちを盗とう撮さつ……じゃなくて、観察している同業者か!?　などと思いながらさちは振り向いた。


    「…………だれ？」


    　さちのスニーカーが触れたもの──それは、人間の足、特にやわらかいふくらはぎの部分だった。うつ伏せで顔はよく見えないが、性別は女の子で、年のころはさちとたいして変わらないようだ。


    「変な子もいるもんだね。もうすぐ夏だからかなぁ？」


    　などと自分のことを棚に上げながら、少女にそれ以上話しかけようとはせず、また携帯の画面に視線を戻す。触らぬ神に祟たたりなし。こんなところに寝ているような子とかかわり合いになるのは、ちょっと遠慮願いたい。


    「…………って、そうも言っていられないよー」


    　さちは体を起こし立ち上がって、倒れている女の子を抱き起こした。その行動によって二匹のダックスフントにその姿を晒してしまうことになるが、まさか人間が倒れているのに放っておくわけにもいかなかった。


    「あの、大丈夫ですか!?　すぐに警察を呼びます！　ああ、違う。警察じゃなくて病院だった。ということは救急車だから、あー、一一七番は警察だから……。えっとえっと、あっ、そうだ。一一〇番だ!!」


    　躊ちゆう躇ちよせず一一〇番にダイヤルしようとするさちだったが、その手をガシッとつかまれてしまった。


    「お、落ち着いてください。一一〇番は警察です。掛けちゃだめです。一一九番が救急車です。あと、一一七番は時報です」


    「なーんだ、だったら一一九番に掛けないとね……。って白はく鳳ほう院いんさん!?」


    　そこでやっと気づく。草むらに倒れていた少女は、あの白鳳院優ゆ梨り花かだったのだ。


    「ふぅ、これで安心と」


    　彼女はため息をついてさちの携帯を強引に奪うと、ダイヤル中の一一九番に繫つながる回線を切った。


    「白はく鳳ほう院いんさん大丈夫なの!?　け、怪け我がとかしてないかな？」


    　優ゆ梨り花かは救急車を呼ばれなくて「安心」したようだが、さちはむしろ心配だった。意識を取り戻したとはいえ、土ど手てに倒れていたのだ。何事もないはずはない。


    「い、いえ、大丈夫ですのでっ！　ただ、少しめまいがしただけで……」


    「で、でも、めまいがして倒れたんなら、頭とか打ってるかもしれないし……。一応、病院で診みてもらったほうが……。私が近くの病院まで案内してあげるから」


    　それでも彼女は、いいんですいいんです！　の一点張り。しかし、さちがめげずに病院に連れて行こうとするので、優梨花はいきなり主張を変えた。


    「いえ、結構です。わ、わたくし、ここで寝ていただけですからっ!!」


    　明らかに苦しい言い訳だった。いくらなんでも高校生にもなって、夕方になって少し涼しくなってきたから草むらに横たわってうとうととして寝てしまう、なんてこと普通はありえない。というか、めまいがしたという話はどこにいってしまったのだろうか？　さすがのさちもこれには疑いの目を向けざるを得ない。


    「本当にぃ～!?」


    　さちは那な美みの真ま似ねをして、優梨花にぐっと顔を近づけて目を合わせ、それが本当なのかどうかを確かめてみることにする。


    「本当……ですともっ!!」


    　優梨花の目は泳ぎ、それが噓うそであることは明白だった……のだが。


    「ならいいや。白鳳院さんの話信じるよ。そうだよね、今の時間なら涼しくなってきたし、お昼寝するには丁ちよう度どいいかもしれないね。それに転校してきたばっかだし、慣れない環境だもん。疲れるのも当然だよ！」


    　実は次なる言い訳を考えていた優梨花は、あっさりと、草むらに寝ていたなんていう言い訳を信じてしまうさちに拍ひよう子し抜けしてしまった。確かにさちは那美の真似をしてみたのだが、噓うそを見抜く技術というものはなかったのである。


    　お人よしなさちを逆に心配してしまう優梨花だったが、そんなさちに同情の目を向けられてしまう。


    「でもね、女の子がこんなところで寝てちゃだめなの。世の中にはどんな悪い人がいるかわからないんだよ？　あんまりこの辺りではそういう物ぶつ騒そうな話は聞かないけど、とにかく今度からは気をつけないと」


    「はぁ……」


    　そう言ってさちは優梨花の手をぎゅっと握って続ける。


    「だから、眠くならないように授業中とかに寝ればいいの。私はいつもそうしてるけど案外バレないもんだよ」


    　なんだかよくわからない自慢をしながら、さちは舌を出す。優ゆ梨り花かは少しだけ虚うつろな目で握られた手を見つめた。


    「くぅぅぅん」


    　そのときだった。さっきの二匹のダックスフントがすり寄ってきたのだ。


    「あ、わん太とわん子だっ!!」


    　今まで握っていた優梨花の手を放し、二匹のうち、蝶ちようネクタイを付けた通称わん太のほうを抱きかかえた。はじめは携帯電話のカメラで盗とう撮さつ……もとい撮影しようとしていただけのさちだったのだが、目の前に直接現れては抱かずにはいられなかった。


    　なぜ逃げもせずに突然さちのほうへ向かってくるのか？　なんてこと考えもせずに目を閉じて、わんわんとじゃれてくるわん太の姿を夢む想そうする。そんな至し福ふくのときが、目を開けた次の瞬間には広がっているはずだった。しかし……


    「ほら、私が優しくかわいがってあげるからぁ～！　あぁぁぁぁ」


    　ガブッ！


    　と、わん太がいきなりさちの喉のど元もとに嚙かみついた。ミニチュアダックスフントとはいえ、肉食の獣けものであることに変わりはない。その一撃は、相手を再起不能にさせ、大事な血管を食い破る。普通の人間なら絶命するくらいの力強さ。


    「ガルルルルル」


    　わん太は唸うなりを上げつつ、さちの喉元から離れようとはしない。


    「もー、わん太、そんなにじゃれないの。ほらほら撫なでてあげるから」


    　しかしさちは、痛みも感じず傷もすぐに塞ふさがってしまうので、そんなこと意にも介していない。ただ、じゃれているだけと思い込んで、嚙みつかれながらも、わん太を撫でる。


    「こらっ、日につ光こう丸まる！　その方をお放しなさいっ!!」


    　突然の優梨花の声に、今まで鋭するどい目つきだった蝶ネクタイ犬が、急に、くぅぅぅん、と鳴いて大人しくなった。


    　さちには蝶ネクタイ犬のその仕草が、とてつもなくしおらしく感じたので、今度はぎゅっと抱き締めてやる。するとさちから逃のがれようと腕に嚙かみ付く。


    「日光丸っっっ!!」


    　さわさわと、草むらを揺らす風が止まってしまうと思うくらいに大きくて、それでいて凜りんとした声が川原の土ど手て一帯に響く。すると、今度こそ観念したのか蝶ネクタイ犬の動きが完全に止まった。


    　そんなことお構いなしに、コレはしめたとさちはさらに抱き締めるが、申し訳ありませんでした……、と謝る声で至し福ふくのときがしばし中断された。


    「どうして白はく鳳ほう院いんさんが謝るの？」


    　その声の主は優梨花だった、まぁ、この場にはさちと優梨花しかいないので普通ならわかりそうなものだが、さちにはただ草むらで寝ていただけのはずの彼女と、わん太及びわん子がどうしても繫つながらなかった。


    「この二匹はわたくしのつか……いえ、か、飼い犬なのです」


    　その一言でやっとさちは合が点てんがいった。横座りしている優ゆ梨り花かの足元には、リボン犬も上品にお座りしていた。


    　優梨花の台詞せりふから考えると、どうやらさちが勝手に「わん太」と名づけていた蝶ちようネクタイ犬は、本当は「日につ光こう丸まる」のようだった。おそらく……というか絶対、リボン犬のほうも「わん子」なんていう安あん直ちよくな名前ではなく、別の名前があるのだろう。


    「いやぁ……、そんな、謝ることなんてないよ。私なんて、この子たちが楽しそうにじゃれあって遊んでいる姿がかわいかったから、つい盗とう撮さつ……じゃなくて、一緒に戯たわむれようかなぁなんて、思っただけだから……えへへ」


    「いえ、でも日光丸は吉よし岡おかさんに嚙みついたりして……。それにわたくし自身も学校ではあんな態度を……」


    「えへへ。そんなこと気にしないでいいよ。全然痛くなかったし。学校でのことだって全然気にしてないよ。それに、昨日は私たちを助けてくれたしね。今日は……ちょっと、嫌われちゃったのかと思って心配になったけどね」


    　すると、優梨花はぶんぶんと首を横に振ってそれを否定した。さちは、それなら気にしなくていいよと笑い、今度はさっき嚙みついてきた蝶ネクタイ犬を眺めた。


    「えっと……日光丸くんは偉いね、ご主人様である白はく鳳ほう院いんさんを見ず知らずの私から守ろうとしたんだから」


    　さちがもう一度撫なでてやると、優梨花に咎とがめられても懲こりずにガルルと唸うなって威い嚇かくしていた日光丸もやっと大人しくなった。


    「あの……、月げつ光こう姫ひめも撫なでてみますか？」


    「えっ、いいの!?」


    「さちさんが構わなければ、このままこの子たちと遊んでやってくださいっ！」


    「うん、そうする」


    　きゃんきゃん、わんわん。なでなで。


    　さちは、日光丸と月光姫を抱きながらじゃれあって、優梨花はそれを微笑ほほえみながら、ただ見守る。


    　それだけの時間が、しばらく続いた。


    



    「ああ、もうこんな時間です。わたくし、もうおいとまいたしませんと……」


    「ええっ、もう帰っちゃうの??」


    　しばらくとは言ったものの、じゃれはじめて二時間以上が過ぎていた。


    　実は一時間経過したあたりから、優ゆ梨り花かは無言で「そろそろ帰りたいオーラ」を発していた。しかしさちには伝わらなかったようで、一時間半過ぎたあたりから、直接言おうか悩みはじめ、それからさらに三十分を要して、やっとそれを言葉にすることができたのだった。


    「そっか、ごめんね。私も買い物帰りってことすっかり忘れてたよ。もう、暗くなってきたし、私帰るねー」


    　そしてさちは立ち上がった。日につ光こう丸まるは名な残ごり惜しそうにこうべを垂たれた。


    「大丈夫！　また会えるからね！」


    　それじゃーばいばーい、とばかりにさちはスキップをしつつ、河か川せん敷しきを上っていった。学校での態度とはまるで違ったけれど深くは考えなかった。ただ、今は、なんとか友達になれて良かったぁー、と思うばかりだった。なぜ草むらなんかで寝てたんだろうという疑問は依然としてあったが、訊くのは野や暮ぼなのでやめておく。


    「それじゃー、また明日ねー……ゆりちゃーんっ!!」


    　そう、友達ならそんなことくらいいつでも訊けるのだから。少しなれなれしいと思いつつも、ゆりちゃんと呼んでみて、土ど手ての上のほうから河川敷にいる優梨花に向かってぶんぶんと手を振ると、優梨花も同じく手を振り返してくれた。


    「はい、さちさん。ではまたー」


    　優梨花もさちが見えなくなるまで手を振り続けていた。


    



    　　　　　●


    



    　それからしばらくして。


    「やってしまいました……」


    　草むらで横座りしながら、優梨花は頭をガリガリと搔かいた。ああ、どうしてこんなことになってしまったのか……。


    「嬢じよう、完全に和なごんでたな……」


    「だから、こんなとこで訓練するのやめようって言ったのにサ。聞きやしないんだから！」


    　優梨花はしゅんとせざるを得なかった。目に涙さえ浮かべている。


    「いやぁ、そんなに落ち込まれると、逆に俺らが困るんだけどなぁ」


    　二つの声の主は、人間ではなかった。それはヒトよりもずっと小さくて、体毛は滑らか。そしてとトレードマークは青い蝶ちようネクタイと、ピンクのリボン。そう、彼らは優梨花の飼い犬──日光丸と月げつ光こう姫ひめである。


    　実は彼女の正体はさちを護衛するために昇天結社アセンシヨンから派は遣けんされた執しつ行こう人にん。三週間ほど前、さちは一度死に既死者ゾンビとして蘇よみがえった。通常ならば既死者ゾンビをはじめとする不死者アンデツトは消滅──つまり昇しよう天てんさせられるのがさだめなのだが、なぜか、さちに限りその方針が軟なん化かされた。そしてあろうことか優ゆ梨り花かをさちと同じ学校に転校させて護衛させているのである。


    「そうは言っても、貴方あなたたちだって吉よし岡おかさんとじゃれていたではないですか!!」


    「そりゃ、あれだけカワイイって連れん呼こされたらネェ」


    　ピンクのリボンを付けた月げつ光こう姫ひめが言った。彼女はメスである。


    「ああ、まぁ俺としてはカッコイイと言われたほうが嬉うれしいが、一応愛あい玩がん犬けんだからな。カワイイって言われても悪い気はしないな」


    　今度は蝶ちようネクタイをつけたオスの日につ光こう丸まるが言った。そして、ピョコンと優梨花の膝ひざの上に飛び乗る。


    「つーか嬢じようは昨日から……いや、さっちゃんを護衛しはじめてから調子が悪いぞ。いつもは、物腰はやわらかく！　なんて言ってるくせに、あんなに落ち着きをなくしてさ。挙動不審もいいとこだぜ！」


    　優梨花の護衛任務は昨日からはじまっていたのだが、はっきりいって失敗の連続だった。できるだけ接触しないよう護衛していたというのに、さちの尋じん常じようではない悲鳴で思わず窓から飛び降りたりしてしまった。昨日助けてしまったことがあだとなって、あちらが積極的に接触してくるようにもなっている。


    　今日の昼休みもそうだった。
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    　同じクラスとはいえ四し六ろく時じ中ちゆう一緒にいられるわけではなく、特にさちが自宅にいるときはもっとも無防備であるといっていい。そういう場合にこの月げつ光こう姫ひめや日につ光こう丸まるが役に立つ。彼らが逐ちく一いちさちの様子を報告してくれれば、護衛任務はとても円えん滑かつに進むのだ。だが、人目のつかないところで月光姫に定時報告を受けようとしているときにまたもさちが現れた。


    　優ゆ梨り花かの心臓は早はや鐘がねのように鳴り響いた。なにせ、犬と会話しているのだ。怪しまないほうが逆におかしい。月光姫はなんとか隠し通せたものの、そうとう挙動不審に思われてしまっただろう。


    　さらに、昼食にまで誘われてしまった。こうなってくると、もう目立たないようにするどころではない。むしろ友人として接したほうが良い気がしてくる。


    「というかさ、ユリカはさちと友達になりたいんでしょ……？」


    「な、そんなはずはっっ!!」


    　日光丸が牙きばを鈍にぶく光らせて言った。


    「嬢じよう、認めちまおうぜ。というか、否定してるほうが滑こつ稽けいで自分の首絞めることになるからやめたほうがいい。つーか、いま『ゆりちゃん・さちさん』って呼び合ってたじゃん。嬢が本当に既死者ゾンビなのか確かめたいって言ってたから、嚙み付いてみたらすっごい怒るし。傍はたから見たら完全に友達だぜ？　少なくともさっちゃんは嬢と友達になりたがってるように見えたし……」


    　放課後、優梨花はイライラを解消するために日光丸たちを連れ出して訓練をすることにした。いわゆる模擬戦闘というやつだ。が、なんとそこに、さちが自転車で通りかかった。護衛対象に逆につけられているかのような錯さつ覚かくに陥おちいった優梨花だが、単に優梨花がさちの行動範囲内で動いているだけだったりする。


    　優梨花はとっさに草むらに伏せてやり過ごそうとした。日光丸と月光姫の姿をさちには見られていないので、優梨花自身が隠れればスルーしてくれると思ったのだが、さちが犬猫の類たぐいが大好きであるという事実を優梨花は知らなかった。結局発見され、とっさに寝ていたなんて噓うそをついたがさちは信じてくれた。


    「まぁ、スッゴイ楽しそうだったから仕方ないか……」


    「そうだな。嬢、やっぱ自分の気持ちに素直になったほうがいい。まだ既死者ゾンビに対して、いやさっちゃんに対して嫌けん悪お感を持っているのかい？」


    　さちの護衛という大任を課せられたものの、実は優梨花は既死者ゾンビを含む不死者アンデツトに対して嫌悪感を抱いていた。


    　優梨花の経歴などの書類上の記録はすべて昇天結社アセンシヨンが用意した虚きよ偽ぎのものである。合っているのは「白はく鳳ほう院いん優梨花」という名前くらい。ずっと戦いの中に身を置いてきた。そのあたりの経歴はアツミと似ている。白鳳院家は代々犬を主体とした戦闘方法により執しつ行こう人にんを輩はい出しゆつしてきた家系。その跡取りが優梨花だった。幼いころから英才教育を受けてきたものの、すでに両親は亡くなり、分ぶん家け筋すじも消滅。執行人として戦いに身を置いているのは優梨花だけとなっている。そして──不死者アンデツトは憎むべき不ふ浄じような存在と教えられてきた。


    　この重大な任務──「既死者ゾンビ・吉よし岡おかさちの護衛」は、昇天結社アセンシヨンのごく上層部しか知りえないもので、優ゆ梨り花かにとっては家を立て直すまたとないチャンスであり大だい抜ばつ擢てきだった。しかし、その内容には閉へい口こうせざるを得なかった。既死者ゾンビを護衛するというのは今までやってきたことと真逆のことだったのだから。


    　しかし、文句を言ってはいられない、とばかりに張り切った矢先にこれだ。


    「既死者ゾンビやそれを含む不死者アンデツトの不浄さは決して消えることはありません。日につ光こう丸まるもはじめ威い嚇かくしていたように、さちさんが既死者ゾンビであることは間違いありません。しかし、さちさん個人に関してはその限りではない、ということです」


    　日光丸の嚙み付きを意にも介さず、傷は一瞬にして癒いえた。彼女が人間でないことは明白だった。


    「それならさ、迷うことはないと思うぜ？　せっかくだから、友達になっといたほうが便利だと、俺は思うけどなぁ。いろいろと」


    「そんな！　便利とかそういう問題では……」


    「いや、そうは言うケド、実際はそんなもんだと思うヨ。友達になったりしたら、冷静な判断ができなくなるかもっていうのは、もっともだ。でもサ、ウチはお互いに信頼してるほうがマシだと思うヨ。サチがただの非ひ力りきなお姫様だったらそーでもないんだろうケド」


    　うぅ、と優梨花はうな垂だれてしまった。さちと友達になりたくないといえば噓うそだし、日光丸と月げつ光こう姫ひめを褒ほめられたときは自分が褒められたように嬉うれしかった。


    「わたくしはどうすればよいのでしょうか……」


    　その問いかけに、使い魔たちはしてやったり、といった表情で尻尾しつぽをぶんぶんと振った。どうやら、はじめからこの質問を待っていたらしい。


    「そんなの簡単。自分の思うとおりにやっちゃえばいいの。しっかり仕事をこなしていればだれも咎とがめはしないんだからサ。ただ、この街が死者の坩堝るつぼと化してるのは確かだヨ。他の不死者アンデツトたちがまだ見ぬ『真の不死者アンデツト』を狙ねらっているのも本当だしネ」


    「たとえば灼しやく炎えん鬼き……ですね。もしかしたら……わたくしたちも協力者を得るときなのかもしれません」


    「嬢じよう、協力者ってまさか……」


    「まぁ、本人が承しよう諾だくしてくれるとは限りませんが……」


    　そう言ってユリカは立ち上がり、見えはじめた星たちを少しの間だけ眺める。任務二日目の成績は百点満点中二十点というところだが、得られたものはとても大きかった。

  


  
    



    



    　第三章　作戦はばっちり？


    



    　吉よし岡おかさちという女、実は波に乗れば強い。


    　上う手まく勢いに乗ってしまえばどこまでも突き進むことができる。それが良い方向にも悪い方向にも。まぁ、良い波がやってくるのは、百年に一度のビッグウェーブ並みに珍しいのだが。


    　しかも、その「波」に乗るためには親友である「那な美み」の手も借りなければならないのだった。


    　そして今日は、ついにアツミにお弁当を渡す当日。


    　ばっちり下ごしらえはしておいたし、那美にも励まされているので、条件は揃っている。つまり、ビッグウェーブはそこまで迫っているはずだったのだが……。


    「………………………く、九時……半っっっ!?」


    　さちの起床は随ずい分ぶんと遅かった。昨日の深夜、下ごしらえまですませて安心しきっていたのが裏目に出たらしい。


    　残念ながら、今からでは走っても二限目には間に合わない。それもこのまますぐに登校した場合の話。お弁当を作っていたら三限目さえ間に合うか危あやうい。


    「寝過ごしてしまったのは私の責任です。どうも申し訳ありませんでした……」と素直に自分の非を認めて、謝れる人間はそう多くない。


    　たとえば、不ふ祥しよう事じを起こした企業の代表が会見を行う場合。「私どもの関知していないところでこのような事が起こってしまい、申し訳ない」といったふうに、一見謝っているようで自分は関わっていない、責任の所在は他にある、などと言い訳をするなんていうことはごまんとある。


    　そして、それは個人レベルでもあまり変わることではなく──たとえばすさまじい勢いで階段から飛び降りるさちも同様だった。


    「お母さん、なんで起こしてくれなかったのっっ!?」


    　と、自分の朝寝坊を棚に上げて、母親に責任を転てん嫁かする。


    　だが母親の姿はどこにもなく、代わりに一枚の紙がぽつんと置いてあるだけだった。それは母親が書いたさちへの短いメッセージ。曰いわく、


    『せっかく何度も起こしたのに「いいの、まだ寝かせて！」なんて言って。だから悪いのはさち。お母さんの職場に直接電話してこないでね、お母さんだって忙いそがしいんだから。


    
      おそらく起こしてくれなかったことに憤ふん慨がいしている我が娘さちへ。母より』

    


    「………………」


    　完全に読まれていた。母親にとっては、娘の行動パターンを読むことなど朝飯前。伊だ達てに十六年もさちの母親をやっているわけではない。


    　とりあえず、パジャマ姿から着替えるために、さちは力なく階段を上って自室に戻る。


    　携帯を見ると、父親から十五分毎ごとに着信があった。おそらく、さちが起きれたかどうか心配になって、モーニングコールを入れてくれていたのだろう。


    　なんだか申し訳なくなって、さちはやっとここで自分の非を認めるのだった。


    「仕方ない、昼休みに間に合えばいいか……。とりあえず、気を取り直してお弁当作らなきゃ」


    　と、一度は防ぼう波は堤ていにせき止められた波を、また少しずつ大きくしてゆく。


    　急がなければならない。お弁当を一から作って登校するとなると、昼休みまであと一時間ほど。さちは作り慣れていないので間に合わないかもしれない。


    　滅めつ多たに使わない、さち専用エプロンをつけて調理開始……のはずだったが、昨日下ごしらえしておいたはずの食材の数々が、綺き麗れいさっぱりなくなっていた。


    　先ほどは興奮していて気がつかなかったが、代わりに調理台の上にはお弁当箱と、一枚の紙切れが置かれていた。


    「あれ、できてる……。お弁当が……できてる」


    　持ってみると中身が入っている手ごたえがあった。母親がいつまでも起きないさちを見かねて、なにも言わずに作ってくれたことは明白だった。


    「お母さん……、ありがとう」


    　今度は素直に感謝の気持ちを言葉に表わしておいてから、さちは二段重ねになっている弁当箱の中身を確認する。まずは上の段、すなわちおかずから。再び母曰いわく。


    『どうせ好きな男の子に（名前は高たか田だくんだったっけ？）お弁当でも作ろうっていう魂こん胆たんなんでしょ。お母さんの部屋のお弁当の本持ち出したのも知ってる。お母さんにはなんでもお見通しってわけ。下ごしらえしてあった内容から類るい推すいして、おかずを作っておいたけど間違ってたらごめんね。


    　なんだかんだで自分の非を認めながら、慌あわててお弁当を作ろうとしている、我が娘さちへ』


    「う、図星だ」


    　ハンバーグにポテトサラダ、そして卵焼き。それは当然、さちが作るよりも見み栄ばえは良く、おそらく味も良いはずだ。もちろん、さちは「手作りのお弁当」を作って渡すことに意義があるとは思っていたが、自分で作るよりも味も見ためも良くなるなら結果オーライだ。


    　母親だっていつも余よ裕ゆうがある朝を迎えているわけではない。家計の足しにとパートタイムで働いているのだが、朝食を用意したり洗濯物を干したりといった家事もこなしてからの出勤だ。いつもギリギリでタイムカードを押していると言っていた気がする。


    　今朝の母は、時間のない中で、予定になかった弁当作りまでこなして出勤していったということになる。さちはさっきまで寝坊の責任の矛ほこ先さきを向けていた母親に、今は感謝と尊敬の念を抱いだいていた。


    　そんな母親の愛情に感動しつつ今度は下の段、つまり主食のごはんを確認する。


    パカッと蓋ふたを開けると同時に、目の前にはピンク色が広がっていた。そして、同時にさちの頰も一気に紅こう潮ちようする。


    　思わず、ポケットに入れた携帯電話を手に取っていた。アドレス帳のア行から「お母さん」を探してダイヤルする。プッシュ音が数回鳴って、母親に繫つながった。


    「もしもしお母さん!?　このごはん一体どうなって……」


    　間かん髪はつをいれずまくしたてるが、それは電話から聞こえるメッセージに遮さえぎられてしまう。


    『おかけになった電話は、現在使われていないか、電波が届かないところにあるか、もしくは、電話をかけてくるなって言ったのに、約束を破って掛けてきているため繫がりません。お母さんは忙いそがしいのです。お弁当に関する質問や文句は、一切受け付けませんのでそのつもりで。ただし、帰宅後報告は必ずすること。ちなみにメッセージは残せません。あしからず』


    　ツーツー


    　伝言を残す時間を与えず、そのまま電話は切れてしまった。そのメッセージは、定番の機械音声ではなく、母親が肉声を吹き込んだもの。


    「……暇ひま人じん」


    　仕事が忙しくて時間がないなら、そんな手間のかかることするなよ、とか、娘以外の人間から電話が掛かってきたらどうするんだろう？　と、ツッコミを入れたかったさちだが、そんな元気はもうなかった。


    　改めて、お弁当のごはんに目をやる。白米の上には、ピンク色のでんぶでハートマークがあしらわれていた。


    　その程度の悪ノリなら、多少の覚悟はできていた。さちが「もしも」を想定して、でんぶなんか購入したことにも非はある。


    　しかし……、ハートマークの中にはこう記しるされていたのである。


    　──My Sweet Darling


    　ゴマを使って、丁てい寧ねいにそうあしらわれていた。しかも、文字の形式はブロック体ではなく筆記体である。それは無駄な手先の器用さで、でんぶの袋の後ろの盛り付け例よりも綺き麗れいに仕上がっている。


    　ちなみにさちは筆記体など書けないし読めない。だが、この一文に関しては例外だった。まださちがアツミに告白する前、万が一自分の想いを言葉に乗せて伝えるときのことを想定して、一部の英単語のみ、筆記体で書けるように練習していたのだ。ほかに筆記体で書ける単語は「I」と「love」と「you」と「Dear」と「Atsumi」だ。なぜ、そんな練習をしたのかというと、筆記体のほうがなんとなく格好いいからだ。


    　補足しておくと、さちの部屋にはこれらの単語を練習するためだけに使用された大学ノートが一冊ある。


    　そんな練習までしておきながら、その腕前を活かす機会は結局一度も訪れず。かつ、一応アツミの彼女だというのに常じよう人じんの片想いよりも低次元な行動しかできないさちにとっては、「My Sweet Darling」などというストレートすぎるメッセージをお弁当に残すことなどできるはずもない。


    　だから、このメッセージを取り除こうとするのは当然だった。


    「でも……、どうやって消そうかなぁ……？」


    　吉よし岡おか家けでは、出された料理は必ずすべて食べるのがルール。自動的にさちの思考からご飯を捨てるという選択肢は消える。つまり、食べるしかない、ということになる。


    　特になにも考えずに、空気を吸うような気軽さで、上う手まい具合に該がい当とう部分だけを綺き麗れいに食べてしまう。ついでに、ハートをかたどったピンクのでんぶも、一緒に胃袋に収めた。たいした量でもないのだが朝食代わり、という名目でハートマークもメッセージと同様に削除することに成功した。


    「こえで……よひっ（これで……よしっ）！」


    　口にご飯を頰ほお張ばりながら、そう言った。この場に母親がいたならば、確実に叱しかられていたことだろう。そのまま弁当箱を持ちつつ炊すい飯はん器きを開け、しゃもじで保温中の白米をよそってポッカリと空いた穴を埋める。上じよう手ずにしゃもじでならすと、多少の違和感はあるものの決してヘンではないお弁当が完成した。


    　そこで時計を見ると、時計の針は午前十時を指していた。このペースなら、なんとか三限目には間に合うかもしれない。そう思いつつ、下段・上段、それぞれの弁当箱に蓋ふたをして、ゴムで留め固定し弁当袋に入れ、弁当袋の両端の紐ひもを引っ張って口をきゅっと閉じる。


    　持ってみると、薄い布と弁当箱の耐熱プラスチック越しに、ずっしりとした重さが伝わったきた。その感覚がいかにも「手作り弁当」っぽくて、我われながら誇らしい。


    「よぉし！　完成かなっ！」


    　この宣言で、やっと第一回目のアツミへの愛妻（違）弁当は完成となった。いろいろな人に自慢したくなるがそれはやめておく。そもそも下ごしらえと白いご飯をよそっただけなのだから、少しは自じ重ちようしないと。


    「よし、それじゃ……行こう!!」


    　だれに言ったわけではない。アツミと、少しでも世間一般で言うところの恋人らしくなるための決意。そして、そんな弱い心を持つ自分を戒いましめるための言葉。


    　そう、お弁当はなんとか完成したが、勝負はまだはじまってもいないのだ。


    



    　　　　　●


    



    　遅刻をした人間が、休み時間に教室に入るとき、大たい抵ていは次の二種類のパターンに分かれる。


    　Ａ　休み時間ならどうせ教師はいないので開き直って堂々と入室する。このとき、遅刻という行為を若じやつ干かん美化し、少し悪ぶってみたりする場合も多い。


    　Ｂ　遅刻するという行為は恥ずべきことなので、こっそり入室し、次の授業がはじまったとき、「あ、あいついつの間にかいるよ」状態にする。


    　吉よし岡おかさちの場合──、選択肢はＢの「こっそり入室」だった。その理由は単純。アツミに遅刻したことを知られると、恥ずかしい。その一点に尽きる。


    「遅刻をする人間＝自己管理のできないだらしない人間」と思われてもらっては困るからでもある。まぁ、噓うそではないが。


    「おはよー、さっちゃん！　今日は殿との様さま登校だね。どーした!?　昨日ハッスルしすぎて寝過ごしたのかい？」


    　しかしそんなさちの思いも、微妙な死語を交えつつ、うちわ代わりにするためだけに購入した下敷きを扇あおいでいる親友にぶち壊されてしまう。


    「ちょっ、なみちゃん。言わないでよぉ～」


    　さちがそう抗議するが、時はすでに遅く、那な美みの言葉を聞いたクラスメイト（特に女子）の間から、どっと笑い声が上がった。いままでならそれでもケロっとし、むしろ釣られて自分も笑ってしまうくらいだったのだが、アツミを好きになってからは、クラスメイトたちに笑われるたびに冷や汗をかいたり、精神が落ち着かなくなってしまっていた。もちろん、今この瞬間も例外ではなく、さちはアツミの反応が気になって遅刻がどうこうどころではなくなっている。


    　そんな親友の様子を見かねてか、那美がすすすっと駆け寄って耳打ちした。


    「大丈夫だって。ほら見なよ。アツミくんは寝てるよ」


    　さちがおそるおそる確認すると、なるほど那美の言うようにアツミは机に突つっ伏ぷして寝ていた。


    「あはは。ほら、……大丈夫でしょ!?」


    「ふぅー。うん、ごめんね、心配させちゃって」


    「いいのいいの。それよりさっちゃん……できたの？　愛情たっぷりのお弁当はさ！」


    　那美はさして大声で言ったつもりはなかったのだが、さちには大声に感じられてしまった。特に「愛情たっぷり」のところ。さちは那美の肩をぐっと引き寄せて抗議する。


    「そんなに大声じゃみんなに聞こえちゃうよ！」


    「そうカッカしないの。ダイジョーブ、みんないちいちさっちゃんの発言を気にするほど暇ひまじゃないんだからさ。今日も白はく鳳ほう院いんさんのとこにみんな集まってるし」


    　ぽんぽんとさちの両肩を叩きつつ、那な美みが教室の真ん中の優ゆ梨り花かの席を指差す。彼女は昨日と同じく、飛び交う質問に笑顔で応対していた。


    　さちは昨日の買い物帰りの出来事、優梨花と友達になれたことを那美に話した。


    「…………あ、そっか。そういうわけかー。結局はさっちゃんと友達になりたかったから、あんな態度とってたんだね。そう考えるとかわいいじゃん」


    「なみちゃんともいいお友達になれるかもしんないね。ゆりちゃんが飼ってた犬、とってもかわいかったよ」


    　これ以上世話をしてやらないといけない子が増えたら大変だなぁ、と那美は思いつつ、ところで話を戻すけど、と切り返す。


    「それはそうとして、お弁当はしっかり作れたの？」


    「いやぁ、……その……まぁできたよ。えへへ」


    「ふーん……それなら、いいけどさぁ」


    　那美がジト目でさちを見つめると、彼女は目を逸そらしてしまう。


    　噓うそをついてはいない。さちの「手作り」とは言われていないし、母親の「愛情」も詰まっている。


    　さちの表情や受け答えで、おおかた朝起きるのが遅くて、おばちゃんに手伝って作ってもらったんだろうなー、とだいたいの察しはついていた那美だったが、気づかないふりをしておく。あまりへこませすぎると良い結果は生まれない。


    「しっかりできたのなら構わないけどねー。まぁいいや、あとは渡すだけだね！」


    　さちは力強く頷うなずいた。決戦はこれからだ。お弁当を渡し一緒に食べる。そして、少しくらいは恋人同士らしくなる、というのが真の目的なのだから。
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    　昼休みはお弁当を渡すのでそれどころではないが、三限目の休み時間は暇なので、那美を優梨花に紹介しようとするさちだったが、とうの那美は難色を示した。


    「それはうれしいけど、その前に。どうやって高たか田だくんにお弁当を渡すか考えてあるの？」


    　那美にそう指摘され、どうしようすっかり忘れてた！　とばかりにさちは慌あわてだす。


    「だったらさ……トイレ行こ」


    　普段は声が大きい那美も、こういうことに関してはさすがに小声。


    「えー、私はいいよ。一人で行ってきなよ」


    「ばか、作戦会議しないといけないでしょ！」


    　確かにここは人が多すぎるので、教室からは移動したほうがいい気がした。


    　二人は場所を移すために席を立ちお手洗いへと向かう。


    「んじゃぁ、まぁ作戦会議だけど、その前に言いたいことがあるの。あんまり、言いたくはないんだけどさぁ」


    　コトをすませ、二人で手を洗っていると、那な美みがそう切り出す。


    　その表情は第三者が見た場合なら、普段となんら変わることはない。だが、さちは長い付き合いからその変化に気づいてしまう。これは、また説教だな──と。


    「え…………あー、うーん……。今回は短めに、お願いします」


    「わかってるならいいや。あんまり長すぎると、休み時間なくなっちゃうしね。んじゃ、手短に……」


    　いったん、ゴホンと咳せき払ばらいして、那美が続ける。


    「高たか田だくんに格好悪い姿を見られるのが恥ずかしいのはわかるけどさぁ……それって疲れない？」


    「幻げん滅めつされるよりましだから……」


    「でもさぁ、あとからバレたほうが大変だよ？　さっちゃんの本来の姿は知ってもらっといたほうがお互いのためだと思う。それに、そのくらいで幻滅するんなら、どうせ長続きなんてしないだろうし……」


    「まぁ……ん……、そうなのかもしれない、かも…………」


    　那美が言うことは確かに正論なのだが。


    　やはり好きな男の子に恥を晒さらすということには恐怖を感じる。


    　だから、非常に曖あい昧まいで自信のない返事をしてしまう。


    「だからね……逆に考えてみるの！」


    「逆って……私がしっかりするってこと？」


    　いやそれは無理！　と、そこはきっぱり否定する。


    「そういうことじゃなくてね、ありのままのさっちゃんを好きになってもらうの」


    「──ありの……まま……？」


    　ありのままの自分ということは、偽いつわりの自分を捨てた、他人が知りえない部分も含めて好きになってもらう、ということ──。そうさちは考えた。


    　アツミはさちが既死者ゾンビであるということを知っている人間の一人で、それを知りながら、好きだ、と言ってくれた。だが、そういうこととは違う気がしていた。


    　ありのまま、というのは社会から身を守るための殻からを脱ぎさった姿、つまり……。


    「裸……は、まだ困るかな……」


    「はいはい、男子みたいな発想のネタは要いらないからね」


    「!!　……えへへ、もう……なみちゃんさすがぁ……鋭するどいなぁ」


    　苦にが笑わらいしながら、実は本気だった解答を必死にネタということにする。


    　普段なら、それが本気であることも見抜く那美だが、授業と授業の間の休み時間が短いこともあり、気づかずさっさと話を先に進める。


    「つまりね、こけたり、遅刻したり、寝過ごしたり、テストの解答欄を一つずつ飛ばしたりするさっちゃんを好きにさせるの！」


    　ふんふん、と頷うなずくさち。


    「これなら、普段と変わらない。つまり、さっちゃんにも負担はかからず、一石二鳥で、どっちも幸せ。めでたしめでたしってわけ！　どう、こんな作戦！」


    「うーん………………」


    　作戦というより目標であったが、それはとても魅力的。さちは少しだけ、そんな理想的な姿を想像してみることにした。


    　私は普段どおり……気取らない。そしてアツミくんは、そんな私が好き……。


    



    「あっ！　今日もまた、遅刻だっっ!!」


    　さちが起床すると、もう時計の針は八時二十分を回っていた。学校までは歩いて二十分ほどの距離。このままでは走っても間に合いそうもない。


    「お母さんっ!!　なんで起こしてくれなかったの!?」


    　いつものように、さちは母親に詰め寄る。が、母親はただ微笑ほほえむばかり。そして、ご飯をよそってさちに渡した。


    「ごはんなんて食べてる時間ないよ～。私、もう行くからっ！」


    　だがその申し出は、肩をつかまれるという形で、待ったをかけられてしまう。


    「なに言ってるの！　出されたものは食べるのが、当たり前でしょ！」


    「でも、遅刻しちゃうよぉ」


    「ははは、『遅刻しちゃうよぉ』じゃないぞ、さち。絶対に食べなさい」


    　新聞を読んでいる父親からもそう言われてしまい、仕方なく自分の席に座る。


    「ほらほら、待たせてるんだから、さっさとしないと置いていかれちゃうわよ」


    　そこで、やっと思い出す。今日もアツミがさちを迎えに来ている、ということを。


    　思い出してしまえば、話は早かった。数秒でご飯を味み噌そ汁しるで流し込む。そのまま、ごちそうさまも言わずに洗面所に向かった。


    　顔を洗って、歯ブラシに歯磨き粉をつけ口にくわえたまま速攻ソツコーで階段を上り、歯磨きをしながら制服の袖そでを通す。着替えが完了したら、鞄かばんを持ってそのままもう一度洗面所に戻り、うがいをすれば準備は完了だった。


    　ここまでで、約五分。残り十五分で間に合うのかなぁ？　と思ったのも一瞬だった。


    「あ、おはよう、アツミくん。ごめんね、待っててくれたんだよね」


    　そこには学生服の少年、愛いとしの恋人──高たか田だアツミがいた。その顔を見れば、根こん拠きよはなくとも絶対に間に合うような気がしてくる。


    「いいよいいよ、さっちゃん。気にしないで。僕は──そんなさっちゃんが大好きなんだから、一時間くらい待っていたとしても、全然気にしないよ」


    　涼しげな微笑を見せながら、アツミが言った。そして、さちの乱れきった髪を手て櫛ぐしで梳とかしてくれる。


    「でも、このままじゃ間に合わないよ。私のせいでアツミくんが遅刻しちゃったら……」


    「大丈夫、心配しないで！」


    　アツミはさちの手を取って、そのまま車庫に向かう。


    「こ、これはっっ!!」


    「そう、マッハ号マークⅡさ。これに乗っていこう！」


    『でもよ、兄貴ぃ。姐ねえさんだけ乗ったんじゃ、兄貴が遅刻してしまいますぜ？』


    「ははは、そう、だから、二人乗りしちゃえばいいんだよ」


    　さちの愛車、マッハ号が苦言を呈したが、アツミは冷静に返事をする。


    「そっか、さすがアツミくん！　でも……万が一、警察にでも見つかっちゃったら……んぐっ」


    　さちの唇にアツミは指を押し当てて、しーっと黙らせた。


    「さっちゃんを乗せてるんだから、僕は絶対に捕まらないよ。それにしても、さっちゃんも心配性だね。そんなことを言うのは、このおしゃべりな唇かな……？　次は唇を使って塞ふさいじゃうからね」


    　そうして、さちの唇から指を離して、今度は自信ありげに胸を叩いた。その指をなんだか惜しく感じながら、さちは顔を真っ赤にした。


    　アツミはそれに構わずサドルをまたいで、早く乗りなよ、と催さい促そくする。そう促されて、さちは荷台に座る。だが、そのまま座ったのではお尻が痛い。


    「ほら、それじゃ痛いから、これを敷きなよ。座り心地はあんまり良くないけど、荷台よりはましだからさ」


    　アツミは自分の学生鞄かばんを躊ちゆう躇ちよせず差し出す。言われたとおりそれを荷台の上に載せ、その上に座ると、お尻も痛くないのだった。


    「ありがとう、痛くないよ」


    「よし、それじゃあ、出発するからね。僕にしっかりつかまっててよ」


    　言われるがままにさちが両肩をつかむと、アツミは違う違うと、さちの手をつかんで背中から抱きつくようにさせ、自分の胸の前で組ませた。


    「あの……これって……」


    「ほら、こっちのほうが安定するでしょ」


    　確かに肩に比べれば圧倒的に安定する。逆に胸がドキドキしてしまうが、なんだかこっちのほうがアツミと心が繫つながっているような気がしていつしか心も落ち着いてきた。


    「よし、出発しようか！」


    「うん、お願いします」


    　アツミがゆっくりと、ペダルを漕こぎ出す。


    『姐ねえさんと兄貴の仲の良さには、俺っちも嫉けちまうぜ！　赤いボディがさらに赤くなったらどうしてくれるんだいっ！』


    「もー、マッハ号マークⅡったらぁ」


    　マッハ号マークⅡは、アツミの足の動きをダイレクトに受け取って、どんどん加速していく。この調子なら、おそらく遅刻も免まぬかれるだろう。


    　いや、遅刻してしまっても構わない。


    　アツミとなら、一緒に廊ろう下かに立たされても構わない。いざとなれば、一緒に学校をサボってしまうのも、それはそれでオツなものかもしれない。


    　そう思いながら、さらにぎゅっとアツミを抱き締めるさちであった。


    



    　想像終了。


    「うん……、えへへ、その作戦いいかもっ！　とっても楽しい未来が見えたよ」


    　ありのままの自分を曝さらけ出し、かつ、それごと好きになってもらえば、こんなにもアツミと仲良くなれるという結論を、さちの脳内コンピュータははじき出したのだ。


    　定番となりつつあるが、ちゃっかり自分の名を「さっちゃん」と呼ばせたり、アツミの台詞せりふを普段の五百パーセント増しでキザにさせたり。そんな妄もう想そうを見てしまうと、口元は緩ゆるみ、ムフフな笑いが止まらない。


    「ね？　（さっちゃんがどんな想像したのかはわからないけど）いい作戦でしょ!?」


    「うん、最高かも……。でもさ、そのためには、どうすればいいのかなぁ？」


    「とにかく、卑ひ屈くつになったりせずに、ありのまま、でも臆おく病びようにならずに！　そうすれば、きっとメロメロだねっ！」


    　メロメロ……ということは、もう、さちなしでは生きられないということ。もうそこまでくると、夢とか想像というより、支配欲とかそういう世界だ。


    　さちの隠れた欲求に火がついた。一応、いま現在の段階でアツミは彼氏なのだ。ということは、そんな夢にも近い妄想だって、かなえるチャンスはゼロではない。


    　にやつきが止まらなくなって、ムフフだけではすまず声まで上げてしまいそうな、さちの口を那な美みが無理やり塞ふさいだ。


    「ふがふがふが（く、くるしいよぉ）」


    　そこで、三限の休み時間が終わるチャイムが、女子トイレに鳴り響いた。


    「ほら、さっちゃんがにやついてる間に、チャイム鳴っちゃったじゃん」


    「えー、私のせい??　ていうか、具体的な作戦は……？」


    　四限目が終わったあとは昼休みなので、作戦を立てている時間などない。那美も実は最後の詰めを誤るタイプだった。


    「うっ、仕方ない。あたしが立案した作戦だし、責任持って四限目中に考えとく」


    「まったくー。一時はどーなることかと思った」


    「あはは、ごめんね」


    　那な美みが謝ると、仕方ないなー、とさちが笑った。そして那美の手を引く。


    「これからは気をつけてね。それじゃ授業に行かなきゃ！」


    　そして、二人は走り出した。


    　だが、那美はなにか引っかかっていた。そして、数秒も経たないうちにそれに気づく。


    「ていうか、なんでさっちゃん偉そうなの??」


    「[image: ][image: ][image: ]♪」


    「あ、口笛吹いて誤ご魔ま化かした」


    　とは言いつつも、授業中しっかりとさちのためにお弁当を渡す手順を考える那美だった。
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    「きりーつ、礼！」


    　眼鏡めがねをかけていて髪はみつあみ、というステレオタイプな学級委員長が号令をかけると、学食や購買で昼食を摂る生徒たちが一いつ斉せいに教室から走り出す。


    　さちはといえば…………斜め前に座っているアツミの様子をうかがっていた。


    　目的はもちろんアツミにお弁当を渡すことであるが、それだけで満足するわけにもいかない。そのまま一緒に昼食を摂ることによって、最低でも「彼女なのに片想い以下」という現状を打破したい。


    　アツミが立ち上がる。さちもそれに釣られて立ち上がった。おそらく、人の少ない屋上にでも移動して、昼食を食べるつもりだろう。その証しよう拠こに、コンビニの袋を手に持っている。


    　これはチャンスだ！　と、さちは思った。屋上ならだれかに見られることもない。


    （頑張ってくるね、なみちゃん！）


    　さちが那美にアイコンタクトを送る。すると那美は、手に持っていた何枚かのメモ帳くらいの紙の中から一枚を選んで手早く紙飛行機にし、それを投げた。


    （よし、自信を持って！　作戦はこれを見てね）


    　そう訴えていることが那美の目から読み取れたので、さちはぐっと親指を立てて、やってくるね、との気き概がいを示す。


    　そしてアツミが教室から出て行くのを見計らってさちも教室を出た。その手には手作り（ということになっている）お弁当と、那美からのメッセージが握られていた。


    



    　教室で一人になった那な美みは、ふと三週間前の──さちがアツミに告白した日のことを思い出していた。


    　そういえばあの日は、靴箱にラブレターを入れるだけのいわば下準備の段階で、予想外の本番を迎えたのだった。


    　結局はＯＫをもらって、結果オーライ。やったー、なんてさちは喜んでいたけれど、今考えてみれば本番に弱いあの子が、たいした接点もなかったのによく成功したもんだなぁ……。などと那美は思う。


    　ただ、最近のうだうだやっているばかりのさちを見た感じでは、どうしても本当に付き合っているようには見えない。そもそも次の日に一度アツミを振っている。那美にはなんだか釈しやく然ぜんとしないことばかりだった。


    「うーん、やっぱさっちゃんを追いかけたほうがいいのかなぁ……」


    　昼食用にコンビニで購入したおにぎりの袋を開けながら独り言を呟つぶやいたときだった。


    「あの……どうも。こ、こんにちは諸もろ沢さわさん！」


    　肩を叩かれたので振り返ると、そこには白はく鳳ほう院いん優ゆ梨り花かがいた。


    「あれー、白鳳院さんどうしたのー!?」


    　優梨花と二人だけで会話をするのはこれがはじめてだった。というか昨日の様子からしてあちらから話しかけてくるとは思わなかった。しかし彼女は、自分から話しかけたわりにはなんだかキョロキョロとしていて、心ここにあらずという感じだ。那美が見かねて、どうしたの？　と訊く前に優梨花は自みずから口を開く。


    「その、さちさんはどこに行ったのでしょうか……？」


    　〝さちさん〟か。那美は呼こ称しようが変化していることに気づく。どうやら、二人が仲良くなったというのは本当らしい。


    「さっちゃんになにか用？　用事があるなら伝えとくけど」


    「あ、あの、その、一緒に昼食でも……と思いまして……」


    　優梨花が恥ずかしげに言った。


    　腰まで伸びた艶つややかな黒髪や、すらっと伸びた脚、整った目鼻といった容姿に関しては美人とか綺き麗れいと形容したくなる。昨日、一昨日のことが実は友達になりたいが故ゆえの行動だったとすれば、かわいい子だなぁと思えてしまう。


    「あー、ごめんねぇ。さっちゃん今日の昼休みは大事な用があってね……。ちょっと無理なんだよねー」


    　さちはアツミにお弁当を渡すという行為の真っ最中。それを邪じや魔まされるのは困る。優梨花がしゅん、とうな垂だれたので、那美は一緒にお弁当食べようよ！　と提案してみた。


    　優梨花は、少し戸と惑まどいながら言葉を紡つむぐ。


    「わたくしで……よろしいのでしょうか……」


    「もちろんだよ。さっちゃんとはもう友達なんでしょ!?　ならあたしとも友達になろうよ！　昨日とか一昨日はいろいろあったけど忘れるってことでさ！」


    　すると優ゆ梨り花かはガシっと那な美みの両手をつかんで、本当ですか!?　ときらきらした瞳ひとみで言った。どうやら相当嬉うれしかったらしい。優梨花が大げさに手をぶんぶんと振るので、那美も何度も頷うなずいた。


    　那美は優梨花を、隣となりの席に誘う。彼女は一度座ってから、なにかを思い出したようにまた立ち上がった。


    「あの……せっかく誘っていただいて申し訳ないのですが、少しお待ちいただけますか？」


    「ん？　良いよ。あたし今日はさっちゃんがいなくて暇ひまだから」


    　一応「今日」と前置きはしたものの、今日だけですむとは限らない。


    　下へ手たをすれば明日以降……


    「ごめんね、なみちゃん。私、昨日でアツミくんとすっごく仲良くなっちゃったの！　今までうじうじしてたのが馬鹿みたい。やっぱ、なみちゃんのおかげだよ。だからね……明日からは一人で寂しくご飯食べてねー」


    　なんて宣言されてしまう可能性もなくはないのだ。


    　一人で寂しくというのは別としてそれは親友として喜ぶべきことなのだが、実際にそうなってしまうとそれはそれで困る。いろんな意味で。


    「それでは、しばしお待ちください！」


    　と、優梨花は足早に教室を出て行った。那美にはその足取りがえらく軽いように見えた。
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    　昼休み、アツミは屋上にいた。フェンスに体重をかけて寄りかかりコンクリートの床に座っていると、学生ズボン越しに熱が伝わってきて少し熱い。


    　普段は屋上に来れば風が吹いていて気持ちのいいものだが、今日に限ってはまったくの無風だ。そのせいで、いつもは搔かき消されている校庭の喧けん騒そうが屋上まで聞こえてきていて、少し不快だった。


    　だが、この不快さはそれだけからくるわけではない。彼は少しでも熱を和やわらげようと、コンビニでもらった塩ビ製の買い物袋を床に敷き、改めて座ってから携帯電話を取り出した。


    　──新着メールはありません。


    　今日三度目となるそのメッセージを見てから、メール作成画面を開き、ほとんど登録されていないアドレス帳から「さち」を選ぼうとして、やっぱりやめた。


    「……くそっ」


    　なにやってるんだか……。


    　昨日、少しは前に進まないといけない……なんて考えていたのに、帰宅後も灼しやく炎えん鬼きのことが頭を離れなかった。


    　既死者ゾンビのさちに不死者アンデツトたちが群がる……？　理由がわからなかった。


    　とにかく、なんとかして昇天結社アセンシヨンから派は遣けんされたという執しつ行こう人にんと接触したい──そう考えた。


    　だから昨日はメールしている暇ひまがなかった…………なんていうのは言い訳にすぎない。さちが既死者ゾンビであることと、さちを好きな気持ちは違うはずなのに。さちの気持ちを考えなければならないというのに……。結局昨日も連絡を取らなかったのだ。なんという臆おく病びよう者ものだろう……。


    　アンパンをかじり、缶コーヒーをすすると苦にがみが口の中に広がった。今のアツミの気分とよく似ている。戦いに身を置いていたころよりははるかに楽なはずなのに、なぜだか苦しい。


    　そのとき、ガチャリとドアが開く音が聞こえた。一瞬だけ、さちが来てくれたのかも……とも思ったが、すぐにそんな考えは消える。屋上は一般の生徒の立ち入りが基本的に禁止されているが、例外もある。アツミが蒼そう海かい高校に転校してきて三か月、昼食をよく屋上で摂るようになって二週間ほど経つが、その間二、三回程度はほかの生徒に出くわしたことがあった。騒がしくさえしなければ構いはしないのだが、やはり一人のほうが心は安まる。


    「あら、月げつ光こう姫ひめの調べのとおりでした。ここはとても静かです。気に入りました」


    「あ、転校生の……」


    　そこに現れたのは白はく鳳ほう院いん優ゆ梨り花かだった。アツミは彼女のことをよく知らない。それは当たり前だ。なにせ、アツミには男の友人さえいない。優梨花は転校生のしかも女子。アツミが話しかける理由はなにもない。これがお互いはじめての会話だった。アツミは彼女に対し、そういえば異常なほど人が群むらがっていたなぁ、という印象しか持っていなかった。


    　アツミは、うるさくなると嫌なので優梨花を無視して屋上から校舎内に戻ろうとする。が、なぜか肩をつかまれてしまった。


    「なんだよっ!!」


    　思わず乱暴な物言いになってしまって反省する。いくらなんでもいきなりこの言い方はなかった。知り合いでもないし、女の子だ。単に肩にゴミでもついていたのを取ってくれたのかもしれない、と振り返って謝罪しようとした。


    　しかし、転校生から発せられたのは意外な言葉だった。


    「高たか田だアツミさんですね……？」


    　自分の名前を呼ばれて、アツミの表情は険しくなる。どうやらこちらが認識していなかっただけで、あちらはアツミのことを知っているようだ。アツミはとっさに飛び退のいた。彼女からは常じよう人じんとは逸いつ脱だつしたなにかを感じる。


    「僕になにか用か!?」


    　またも乱暴な口調だったが、こちらを知っているのなら問題はない。とはいえ、興奮してしまっては冷静な判断ができなくなるので、アツミは落ち着いていつでも風の矢が撃てるように精神を煉ねり上げておく。


    「うふふ、そんなに緊張なさることはございませんのに……」


    　不敵な笑みを浮かべ（少なくともアツミにはそう見えた）、なぜか優ゆ梨り花かは手を差し出した。


    「わたくしの名は白はく鳳ほう院いん優梨花。これは初日に教室で自己紹介したのでご存じかと思いますが、もう一つ伝えなければならないことがあります。わたくしは…………昇天結社アセンシヨンに所属しております。あなたと協力関係を結びたくここに参りました」


    　昇天結社アセンシヨンという単語が出てきたその瞬間、アツミは触れるだけで肌が切れてしまうのではないかと思うくらいに空気を張り詰めさせる。二歩退がって優梨花から距離を取った。昨日灼しやく炎えん鬼きから聞いた、この街に派は遣けんされた執しつ行こう人にん。まさか彼女がこんなに近くにいたとは予想外だった。しかも、あちらから接触してくるとは……。


    　アツミは優梨花の考えを読んでいた。さちという既死者ゾンビをなんらかの形で利用する、もしくは手に入れようとするのならば、アツミの存在は邪魔以外の何物でもない。なにせ、組織に喧けん嘩かを売ったことさえあるのだから。


    　優梨花が差し出した手をアツミは注視する。昇天結社アセンシヨンの執行人ならば、精神干かん渉しよう術によりなんらかの物体を発射する可能性も否定できない。


    「なにをいきりたっておられるのかはわかりませんが、これは……ただの握手ですよ？」


    「へ……？」


    　思わず拍ひよう子し抜けしてしまった。よくよく見れば優梨花の手はそれを求めているようだったし、優梨花から殺気の類たぐいは感じられない。しかし、わざわざ握手する理由も思いつかない。


    「だから、握手だって言っていますでしょう！」


    　優梨花の口調が少し強くなる。話が通じていないアツミに若じやつ干かんイラついているようだ。


    「なっ!?　さちを消そうと考えているんじゃ……」


    「あなたがなにを言ってるのかわたくしには理解できかねます……」


    　そう言った優梨花の背後から、ピンクのリボンをつけたミニチュアダックスフントが現れた。


    「ユリカぁ。サチの護衛ってこと言わないと駄目だよ。そりゃ勘違いもしちゃうって……」


    　本来、犬が喋しやべれば驚きふためくところだが、アツミは一応昇天結社アセンシヨンの元執行人なので、それくらいでは驚かない。すぐに彼女の使つかい魔まであることを覚さとる。


    「護衛!?」


    「ええ。わたくしたちと同じクラスの『吉よし岡おかさち』さんの護衛です。貴方あなたが元執行人であることは承知しています。わたくしに協力してくださいませんか……？」


    「いきなりそんなことを言われても困る。そもそも君のことを信用できない……」


    　すると、優梨花はうふふと笑って、差し出していた手をいったん引っ込めて長い髪を搔かき上げた。


    「まぁ、混乱するのも無理はないでしょうね。いいでしょう。今日のところは失礼いたします。また明日以降にでも返事を聞かせていただければ結構ですので……」


    「…………………………」


    　そう言って、優ゆ梨り花かは屋上から校舎内に戻ろうとする。だが、アツミは優梨花を引き止めた。どうしても解げせない点がある。──そもそもなぜさちに護衛など必要なのか、そして、さちを利用してなにをしようというのか……。


    　すると、彼女はその顔をずずい、とアツミに近づけて小声で言った。


    「その顔……、みなまで言わずともわかります。しかし、昇天結社アセンシヨンを抜けたあなたにわたくしどもの目的をすべて話すわけにはいきません。もしも、あなたがわたくしに協力してくださるのなら、わたくしのわかる範囲でお話いたしますわ」


    　それは半分ハッタリだった。本当は優梨花もさちを護衛する本来の理由など知りはしない。だが、「わかる範囲」と前置きしておいたので、たとえ訊かれたとしても噓うそをつくことにはならない。そもそもアツミに協力してもらうこと自体、優梨花が勝手に思いついたこと。つまり知っていたとしても勝手に秘密を喋しやべることなどできないのである。


    　優梨花はにっこりとわざとらしい笑顔を残して、屋上を立ち去った。実は昼休み中に、さちにも自分が護衛であることを明かすつもりだった。知っておいたほうがいろいろと便利なのは間違いないし、友達としても騙だましているという罪ざい悪あく感なく接しやすくなる。


    　アツミに協力してもらいたい本当の理由──それはさちと友人になっても護衛任務を怠おこたらないようにするためのものだった。友人になれば近しくなる分、冷静な判断ができなくなるかもしれないから。


    　とはいえ……さちはどこに行ったのだろう。那な美みが、さちとしばらく昼食は摂れないかもしれない、と言っていたが、それと関係あるのだろうか……？　などと思いつつ優梨花は転校してきて二番目にできた友人──那美の待つ教室へ戻ることにした。
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    　少し時間は前後して。


    　さちは物陰に隠れながらアツミを尾び行こうしていた。


    『あ、あの……一緒にご飯食べようよ！』


    　すぐにでもそう言ってしまえば簡単なのだが、恥ずかしさでそれを実行できずにいた。やきもきしながらアツミを追いかけ続けていると、アツミはさっさと「立ち入り禁止」のドアを開けて、屋上へ出て行ってしまった。


    「これで……よし」


    　さちはドアが閉まりきってから、周囲を見渡してだれもいないことを確認し、屋上へと続く階段の近くのトイレに駆け込んだ。


    　これでアツミが屋上で昼食を摂るということは確定的となった。もしも彼が、食堂にでも行こうものならはじまる前から作戦は失敗に終わっていたのだが。


    　さちはほくほく顔で、握ったままだった紙飛行機を崩して開いた。


    



    　一、屋上の扉とびらを開ける。このとき、できるだけ音を立てる。インパクトが大事。


    　二、高たか田だくんの位置を捕捉する。屋上の広さから考えて、距離は十数歩程度だから、時間はかからないと思う。一気に行け！


    　三、相手の目を見つめる。お弁当は後ろ手で隠す。そうすればなにしに来たのかわからない。


    　四、高田くんの目の前で焦じらしてみる。「私、なにしに来たと思う？」なんて言ってみるのが吉きちだね。


    　五、焦じらせるだけ焦らしておいて、高田くんが答えようしたのを見計らって「お弁当作ってきたの。一緒に食べようよっ!!」※１


    　六、一緒に食べてもらえるようなら、ここでお礼は絶対忘れない。優しい笑顔で高田くんを陥かん落らくさせる。※２


    　七、食べ終わったら、「また作ってあげようか？」と必ず訊くこと。


    



    　※１　たぶん高田くんも昼食を持ってきてると思う。それを理由に断られるとまずいので、「あ、ごめん私お弁当忘れちゃったの……」とか適当なこと言って、誤ご摩ま化かす（それがたとえ高田くんの食べかけでも躊ちゆう躇ちょしないこと。むしろ気付かないフリをして、「あ、これもしかして……間接キスかなっ！　えへっ」なんて言うと高ポイントかも!?）。


    　※２　応用。この時点でだいぶ精神的にキてるだろうけど、もし余よ裕ゆうがあるなら、「私が食べさせてあげよっか!?」と言ってみよう。コラここで赤くなるな！　どうせ屋上なんだからだれも見ちゃいないよ。心配無用の無モウ問マン題タイ！


    



    「…………ふぅ」


    　さちは深呼吸して覚悟を決める。このメモ通りにすれば、きっと上う手まくいく。絶対に上手くいく。根こん拠きよはない。いや、要いらない。我が友、諸もろ沢さわ那な美みの作戦が失敗するはずない！　と心に刻みつける。


    「よし……いくぞっ！」


    　ドアノブを握ってぐっとひねる。その表情はすでに、一仕事終えた者がかもしだす独特のものだった。……他人が見れば大いに誤解されそうな顔だが、さちはすがすがしい表情でトイレを出た。


    



    　ドアノブをつかむと、ひんやりとした感触が伝わってきて荒あらぶる心が幾いく分ぶんか落ち着く。平常心を保たもたなくてはならない。なんだかんだ言いながらも、さちは那美な　みのシミュレートを完全に暗記していた。マニュアルに頼りすぎて、マニュアルとは少しでも違う想定外のことが起こると絶対に失敗してしまうタイプなのだが、それでも頼らざるを得なかった。


    「はぁ、はぁ」


    　再び息が荒くなってくる。既死者ゾンビになったことによって心臓が鼓こ動どうしないだけマシだった。心臓が動いていたら震えが止まらないだろう。しかし、ここまで来て逃げるわけにはいかなかった。


    　マニュアル通りガバッとドアを開けようと思ったのだが、少し考え直すことにする。シミュレートでは一気に開けるとなっていた。那美が書いてくれたことなのでこの手順で正しいのだろうとは思う。しかし、まずは中の様子を確認することが先決だとさちは考えた。


    　一気に開けたところで、もしも、トイレにでも行っていたとしたら？　屋上を捜すが見つからない。諦あきらめてほかを捜そうと振り向いた瞬間に戻ってきてバッタリ鉢はち合あわせ……なんて。気が動転してなにをしでかすかわからない。さちだってすこしは成長しているのだ。


    　音を立てないようにさちはそーっと、ドアを開けた。ほんの少しだけ、一部を覗のぞけるくらいの隙すき間まを開ける。アツミの姿さえ確認できればいいのだ。確認したら閉め直して、もう一度精神を集中させてドアを開く。


    「あ、あれ……？」


    　様子が変だ。


    　アツミの姿は確認できるのだが食事を摂っている様子はなく、かといって屋上から見える風景を眺めているわけでもない。さちにはアツミがだれかと会話しているように見えていた。しかし、ドアの開いている角度が狭すぎて相手がだれなのかわからない。さちは思い切ってさらに角度を広げた。


    「う、噓……！！！」


    　そこにいたのは、昨日友達になった優ゆ梨り花か。しかも、その二人が顔を近づけていた！


    「そそそそ、そんな、キ、キスまで……」


    　はじめは見間違いかもしれないとも思ったが、足元にはリボンをつけた愛あい玩がん犬までいるではないか！　さちの頭には、なぜ学校に彼女の飼い犬がいるのだろう……？　という疑問は浮かばない。頭を支配したのは三日前の那美の台詞せりふだった。


    　──もし、ここでさっちゃんよりもずっとずっと積極的な女の子が現れてアツミくんに告白したらどうなると思う??


    　その瞬間、さちが取った行動は脊せき髄ずい反射的なものだった。涙るい腺せんからの滴しずくが外気に触れるよりも早く……さちはその場から走り去った。
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    　優ゆ梨り花かは時間通り十五分ほどで教室に戻ってきたので、そのあと二人で昼食を摂った。さちが話していた話題からヒントを得て、那な美みが犬の話をすると優梨花はとても楽しそうに語ってくれた。さち以外と昼食を摂るのは久しぶりだったが、さちがいない間の代わりとしてではなく、これからは優梨花もいっしょに昼食を摂れたらなぁ、と思う那美だった。


    　そして、五限目終了後の休み時間。


    「あの……さちさんはどこに行かれたのでしょうか……？」


    　原則的には放課後まで使用が禁止されている携帯電話をいじっている那美に、優梨花が心配そうな顔を向けた。


    「あー、たぶん保健室とかだと思うんだけどねぇ。どこに行っちゃったのかなぁ……」


    　さちが授業をサボって保健室に行ったりすることはたまにあることなので、那美はそこまで気にしていなかったのだが、優梨花は目に見えて動揺していた。


    「大丈夫だって！」


    　そう那美が諭さとすのだが、優梨花は異常なほどそわそわしている。見かねて那美が言う。


    「もうちょっと待ってて。いまメールで、ドコにいるか訊いてるトコだから。用事があるんだよね？　あたしが伝えといてあげる」

  


  [image: ]


  
    「いえ、結構です。その……わざわざ諸もろ沢さわさんの手を煩わずらわせるのも……」


    　那な美みは、まだ信用されていないのかなと、少し寂しく思いつつ、さちのメールアドレスと電話番号をノートの切れ端に書いて渡した。


    「さっちゃんに直接送るなら問題ないでしょ！」


    「あっ、ありがとうございます!!」


    　優ゆ梨り花かはとても嬉うれしそうにそれを受け取り、もしよかったら……と、自分のメールアドレスと電話番号を書いて那美に渡す。二人はメールアドレスと電話番号を交換したのだった。


    　那美がメモ帳を見ながらそれを入力しているとき、丁ちよう度どさちから返事がきた。


    　──返事遅れてごめん。私、早退したから。気にしないで……。


    「さっちゃん、早退したってさ！　もぅ、それなら帰る前に教えてくれたって……」


    　いつもは絵文字を駆使してメールを送ってくるさちの文面がやけに寂しかったが、五限目はアツミも普通に教室にいたし、心配要いらないよ、と優梨花に言おうとした那美だったが……。


    「あれ……、いない……!?」


    　いつの間にか優梨花の姿が消えていた。


    



    　　　　　●


    



    　優梨花は屋上の扉とびらを乱暴に開けた。


    「な、なんだ!?」


    　屋上にはアツミがいた。特に用事はない。たんに暇ひまだっただけだ。


    　こめかみに汗を浮かべた優梨花は顔を強こわ張ばらせ、アツミへは興味さえ示さず叫んだ。


    「月げつ光こう姫ひめっ!!」


    　すると、ピンクのリボンを付けた愛あい玩がん犬が目にも留まらぬ速さで現れた。彼女は屋上の貯水タンクの上に寝ていたのだが、優梨花が声を上げて呼び出したら、いついかなるときでも急行せねばならない。


    「なによー、ウチ寝てたんだからー。起こさないでよネ」


    　そののんきな台詞せりふに、優梨花は顔を真っ赤にして怒りをあらわにする。


    「任務中に寝るとは何事ですか!!　さちさんが帰宅されたというのは本当ですか!?」


    「うん、そうだヨ。ていうかなんでユリカが知らないのサ!?　てっきり知ってるモンだとばっかり……。学校にサチがいないからウチは寝てたっていうのに」


    　理り不ふ尽じんな物言いに月光姫が抗議した。叩き起こされたのだから無理もない。


    「言い訳は聞きません！　その……さ、さちさんは無事なのですか!?」


    「え、あー、そりゃあ大丈夫だって。日にっちゃんが尾び行こうするって言ってたヨ。なんかすっごい勢いで号ごう泣きゆうしてたようだけど別に危険とかはなかったみたいだし。いまは自分ちの部屋にいるみたい。なにかあれば連絡くれるでしょ」


    　ふぁぁぁ、とあくびをしながらくりっとした目で月げつ光こう姫ひめが言う。


    　同じ優ゆ梨り花かの使つかい魔までも二匹には役割分担があった。月光姫は優梨花から離れず連絡等を、日につ光こう丸まるは遊撃・偵察などの役割を担当している。つまり、学校の外は日光丸、学校の中は月光姫ということだ。


    　ちなみに「日っちゃん」とは月光姫が日光丸を呼ぶときのあだ名である。


    　優梨花はほっと胸を撫なで下ろしつつも、すぐにさっき那な美みからもらった電話番号を入力し、電話を掛けようとする。


    「いまの話聞いてたけど、さちが早退したってなんだよ!?」


    　次の授業まで時間がないというのに、邪じや魔まをしようとするアツミに、振り返った優梨花は露ろ骨こつに嫌な顔をした。


    「そんなこと、わたくしにもわかりませんよっ！」


    　荒々しい口調になってしまった。そしてまた、そっぽを向いてボタンを打ちはじめる。


    「護衛とかなんとか言っておきながら、どうしてきみがさちの行方ゆくえを把は握あくしてないんだよ！」


    　一応、五限目開始時点でさちがいないことに気づいてはいたのだが、まさか帰っていたなんて。思いもよらなかった。アツミは自分のことを棚に上げてそう発言したのだが、優梨花はその言葉にいたく立りつ腹ぷくした。


    「な。そんな言い方なさらなくても……。そうは言いますが、それを言うなら貴方あなたはさちさんのなんなのですか!?　わたくしは今日、さちさんに友人と認定していただきました。それに比べて高たか田ださん──貴方、わたくしが見たところさちさんと接点があるようには見えませんが。さきほども、執しつ行こう人にん崩れが偶然にも同じクラスにいたから協力を要よう請せいしただけですし！」


    　執行人崩れ……？　アツミはその単語たんごを聞いて無む性しように腹が立った。協力を頼んでおきながら、さちと自分が付き合っているということさえ把握していないとは。


    　いや、それほど関係性が希き薄はくに見えるのだろうか。


    「そ、それはその…………きみに言う必要はない」


    　僕はさちの彼氏なんだ！　と宣言したくともできなかった。


    　学校にいるときも、放課後も、ほとんど会話したりしない。携帯電話で話すことも……ないのだ。


    　一時間ほど前にはじめて会話したような優梨花に対してさえ、僕は彼氏だ文句あっか!?　などと大口を叩けないくらいアツミは自信を失っていた。


    「あら、言えないというのはどういう了りよう見けんでしょうか……？　協力していただくのですから、そのあたりはしっかり説明をお願いします。まぁ、さちさんに訊くという方法もありますけど……」


    　優ゆ梨り花かが上から目線で笑う。自分に関係ない話だからか、優梨花の足元でうつらうつらしている月げつ光こう姫ひめにさえ、アツミはイラついてしまう。


    「く、いいさ！　協力すると決めたわけじゃない」


    　要いらぬ詮せん索さくをされてしまうくらいなら協力などしないほうがマシだ。それを表情から見て取ったのか、優梨花はため息をついた。


    「わかりました。貴方あなたのような、組織から逃げ出した臆おく病びよう者には協力してもらう必要がないことに気づきました。昼休みのことは忘れてください！」


    「ちょっと待て。臆病者ってなんだよ。僕とタダヒコは普通の生活が……」


    「あーあー、聞きたくないです。お時間取らせて申し訳なかったですわねっ！」


    　優梨花が振り返ったとき、キーンコーンカーンコーンと、六限目の始業を伝える鐘の音が鳴り響いた。月光姫はアツミと優梨花との言い争い中は舟を漕こいでいたというのに、その瞬間に「ウ、ウチは寝てないよ！」とばかりにすごく動揺し、キョロキョロしている。二人ともこれっぽっちも気にしていないが。


    「貴方のせいでチャイムが鳴ってしまったではないですか！　さちさんに電話しようと思っていましたのに！」


    「ふん、知るかよ！」


    　優梨花はその台詞せりふを聞く前に、またもドアを乱暴に閉めて屋上を足早に立ち去っていった。よくわからないうちに主人がいなくなってしまったので、月光姫も屋上から姿を消した。


    　ストレスをどこにも発散できなくなったアツミは、そのまま教室にも戻らず、屋上で六限目終了のチャイムを聞くこととなった。

  


  
    



    



    　第四章　大好きだから踏み出せない


    



    　帰宅後、アツミが自分の部屋で一眠りしたのちにリビングに戻ると、すでに日は沈みかかっていた。


    「兄さん、今日はやけにイライラしているね」


    　部屋に入るなり、まっすぐソファに向かいすぐに寝転んだアツミに、タダヒコが笑いながら言った。


    「ん。ああ、そうだな」


    「えーっと、やっぱり学校でなにかあったの？」


    「お前には関係ない」


    　そう言い放って神しん妙みような顔で携帯を取り出して開くアツミ。


    「あー、また吉よし岡おかさんのことかぁ……」


    　タダヒコがため息をつく。アツミにはそれが聞こえていないようだった。いつもならもうちょっと詮せん索さくしてみるところだが、今日はそういうわけにもいかない。


    「タダヒコ、飲み物ってある？」


    　携帯をパタンと閉じて起き上がると、タダヒコはリビングのテーブルを指差した。


    「おぅ、用意いいな。お茶に……コーラか。言わなくともわかるとはさすが僕の弟！」


    　だれかに自慢するみたいにアツミは言うが、その場には二人しかいないのでタダヒコは嬉うれしくもなんともなかった。


    「あれ？　タダヒコも炭酸系は飲まないよなぁ……」


    　少し妙だった。テーブルの上のトレイには高たか田だ兄弟の嗜し好こうには合わない、ペットボトルのコーラと、口から湯気が立っている急きゆう須す。そしていくつかの茶菓子と湯飲みにコップ……。


    「もしかしてだれか来るのか？」


    「この時期にお茶なんてお客用にしかいれないよ。というか、今日はお客さんが来るから早く帰ってこいって言ってあっただろ。もしかして兄さん忘れてた？」


    　そういえば朝、そんなことを聞いた覚えがかすかにある。自分のことで精一杯でそんなことはすっかり忘れていた。だが、昇天結社アセンシヨンを抜けたいま、アツミにはこの高田家を訪ねてくる人間が思いつかなかった。アツミにはわざわざ家まで訪ねてくるような友人はいないし、タダヒコの友人だとしたら自分がいる必要はない。


    　もしかしてさちか!?　などと思うが、すぐにその可能性はないことに気づいて唇を嚙かむ。だれが来るのか訊こうとしたとき、タイミングを見計らったかのようにインターホンが鳴った。


    「来たみたいだね。兄さん、出なよ」


    　タダヒコはやけにニコニコしながらアツミを急せかすが、知らない人の相手などしたくもない。


    「だれが来るのか教えてくれよ」


    　ピンポーン。インターホンがまた鳴る。


    「兄さんも知ってる人だよ」


    　ピンポーンピンポーン


    「だからだれだよ!?」


    「自分で確かめてみたほうがいいんじゃないの？」


    　ピンポーンピンポーンピンポーン


    「あーもー、わかったよ、出りゃいいんだろ！　まったく！」


    　アツミは人の家のインターホンを連打する失礼な客を叱しかってやるつもりで玄関に向かった。不ふ機き嫌げんな顔をしつつ乱暴にドアを開けようとしたのだが、逆にあちらからドアを開けられてしまった。


    「なんじゃい！　ワシがわざわざ出向いてやったっちゅーのに、出迎えの一つくらい寄よ越こさんか。お、アツミじゃないか。元気にしとったか！　カハハ！」


    　突然現れて嗄しわがれた声で話しだす老人。


    「……おじいちゃん!?」


    「なーにが、『おじいちゃん!?』じゃ！　別に驚くことなかろう。タダヒコにはちゃんと連絡をしとったんじゃから、お前さんの耳にも入ってたと思ったが……まぁええ。外は暑くてかなわん。早く、涼しい部屋に連れてってくれ！」


    　アツミにおじいちゃんと呼ばれた顎あごに髭ひげをたくわえた老人の名は、高たか田だ兄弟の保護者的存在にして、昇天結社アセンシヨン総そう帥すいでもある片かた山やま辰たつ之の助すけという。辰之助はズカズカと家に上がりこもうとする。


    「ちょっ、おじいちゃんは僕らとは縁を切ったんじゃ……」


    「カハハ、その話はあとあと！　とにかく、早く涼しい部屋に連れてってくれ。今日は連れもおるし……」


    　辰之助はシャツのボタンを緩ゆるめて、風を送り込みながらそう言った。


    「連れ……というと、笠かさ井いさんですか？」


    「まさか！　あんな黒服連れてきたって暑苦しいだけじゃ。まだ車の中におるよ。あー、車の中はエアコンが効いとったなぁ……。あ、あと、その丁てい寧ねい語ご禁止な！」


    　辰之助は、高田兄弟のことを本当の孫まごのようにかわいがっているので、本当の孫と祖父のような交流を望んでいる。だから、敬語の使用を拒こばむのだが、ほんの数か月前までは昇天結社アセンシヨンの上じよう司しだったので、なかなか砕けた言葉遣いは二人には定着しない。


    　それはそれとして。


    　アツミは辰たつ之の助すけが連れてくる人物がだれなのが、非常に気になっていた。辰之助がわざわざ出向いてくるような事態……。吉よし岡おかさちがらみであることは、容よう易いに想像できた。それを見み透すかしたのか、辰之助が口を開く。


    「カハハ。その顔からして興味津しん々しんといったところじゃな。それはそうかもしれんのう。なーに、照れんでええ照れんでええ。この家にはお前とタダヒコの二人だけしか住んでいないわけじゃし……」


    　男だけだから喜ぶ……？


    　アツミには、辰之助の言葉の意図がさっぱりだったが、数瞬後に、すべてを理解する。そしてさらにイライラを募つのらせることになるのだった。


    「それじゃ、優ゆ梨り花かちゃん。アツミに挨あい拶さつを」


    「〝ちゃん〟付けはよしてくださいと、あれほど……！　総帥、友人関係ならまだしも、総帥はわたくしの上司なのですから！　…………むっ」


    「元気のいいことじゃなぁ、感心感心。この子は白はく鳳ほう院いんゆり……。ありゃ、これはお互い自己紹介はすんでいるようじゃなぁ。まぁ同じクラスになるよう手配したわけじゃし、当たり前か。カハハハハ！」


    　そう辰之助が思うのも当然だった。なぜなら、シャー!!　と、蛇へびが獲え物ものを睨にらみつけるような激しさで、優梨花がアツミを威い嚇かくしていたのだから……。


    「なんだよ！　なにしに来たんだよ！」


    　そんなふうに睨んでくる客が来たら、普通は家の中に入れたくない。


    「別に、来たくて来たのではありません!!」


    　すると、売り言葉に買い言葉。場所もわきまえず一いつ触しよく即そく発はつとなってしまう。


    「カハハ、元気があっていいことじゃのう」


    　だが、辰之助はそんな二人を止める気など毛もう頭とうないらしく、ただ笑うばかり。


    「おじいちゃんも、そちらの方もとりあえず、部屋の中に入ってよ」


    　一向にリビングに来ない三人を見かねて、タダヒコが玄関にやってきていた。


    



    　　　　　●


    



    「つまり、僕にさち……いえ、『吉岡さち』の護衛に就く彼女のフォローに回れと!?」


    「まぁ、そういうことになるのう」


    　客用のソファに腰掛ける辰之助は、笑いながらペットボトルのコーラを飲みつつそう言った。


    　その隣となりに座っている優梨花はというと、出されたお茶にも茶菓子にも手をつけようとせず、アツミを睨みつけていた。


    　アツミは優梨花には目を合わせようとはせず、タダヒコに新たに持ってこさせた麦むぎ茶ちやを半分くらい飲むと言った。


    「そういうことになる、と簡単に言われても……。そもそも、なぜ今頃になって僕らのところにわざわざ……？　もう、総そう帥すいと執しつ行こう人にんっていう関係は解消されたって……」


    「なぁーにをバカなこと言っとる。ワシゃお前さんたちの祖そ父ふ代わりという関係まで切った覚えはないぞ？　つまりこれは命令ではなく、おじいちゃんから孫まごへのお願いというわけじゃな！」


    　自分は覚悟を決めて、昇天結社アセンシヨンと決別したはずだったのに、そんな理屈で簡単にひっくり返されてしまって、アツミは胃から昼食といま飲んだ麦茶を噴き出してしまいそうになった。


    「なっ……おい、タダヒコは知ってたのか？」


    　カハハと笑いながら、タダヒコにコーラのおかわりを持ってこさせる辰たつ之の助すけ。アツミがタダヒコの表情を見ると、特に驚いた様子もなく平然としている。どうやら、タダヒコはそれを知っていたようだった。


    「はい、おじいちゃん」


    　タダヒコが、前もって準備しておいたらしい二本目のコーラを渡す。それを開けて飲みながら、辰之助はアツミの姿をまじまじと見つめる。


    「お前さん、まーだ緊張しとるな！　だから、そんなに肩に力を入れんでもええって何度も言っとろうに……」


    　確かにアツミ自身、もう少しリラックスしたいのだがそうはいかなかった。そうはいかない事情がある。


    （おい、タダヒコはどうして平気なんだよ!?）


    　アツミは隣となりに座っているタダヒコに対して、ほんの小さな声でそう言う。すると、やはり平然と湯気の立つお茶をすすりつつ、


    （俺は気にならないよ。だって、敵意は俺に向いてるわけじゃないし）


    　などと返されてしまう。そう、肩に力を入れて緊張しなければならない理由は、アツミへ向けられたその敵意にあった。そのせいでろくに返事もしないアツミに、辰之助は少し弱々しく言う。


    「なぁ、お願いじゃよ……老いぼれの頼みくらい聞いてくれてもええじゃないか……」


    「おじいちゃんの頼みだから聞きたいのはやまやまなんだけど……」


    「なんだけど？」


    「…………」


    　ただ押し黙ったままのアツミを見かねて、仕方ないなぁ、といった感じでタダヒコが口を開いた。


    「でもね、おじいちゃん。その……言いにくいんだけど、そちらのお連れさんは納得してないみたいだよ」


    　タダヒコに指摘されて、辰之助はやっと優ゆ梨り花かの様子をうかがうに至った。優梨花はそれでもアツミを睨にらみつけるのをやめない。


    「ほれ、優ゆ梨り花かちゃん。君からもアツミを説得しとくれよ！」


    　だれの目から見ても明らかに不ふ機き嫌げんオーラを噴出させている優梨花に、辰たつ之の助すけは切り込んだ。


    　そこでやっと少しだけ表情の強こわ張ばりを解いた優梨花は、差し出されていた湯飲みを手に取って一気に飲み込もうとする。一いつ拍ぱく置いて喋しやべろうと思ったのだろうが、残念なことに湯飲みに注がれたお茶はまだ熱く、


    「ぐっ……ゴホゴホ、ケホケホ」


    　と、咽むせてしまうのだった。それでもへこたれず、優梨花は半ばヒステリックに、甲かん高だかい声で叫んだ。


    「熱あちちちち!!　はぁはぁ……。総そう帥すい、わたくしは絶対に嫌です！」


    「それはワシにちゃんづけで呼ばれることかのう？」


    　どうやら辰之助はわざとちゃんづけで優梨花を呼んでいたらしい。優梨花は、そうではなくて、と前置きをして言った。


    「実は、わたくしは自分の判断で、さちさんの……いえ、『吉よし岡おかさち』の護衛に対し、高たか田ださんに協力を依頼したのです」


    「ほぅ、それなら話も早いじゃろうに……。だったらなぜ断るんじゃ……？」


    　しばしニヤついた顔を元に戻した辰之助は、純粋に興味を示した。


    「はじめは護衛任務の効率化を図るために、高田さんと協力したほうがよいかもしれないと、気の迷いで早そう計けいな判断をしてしまいました。ですが、わたくし自身の判断で高田さんでは足を引っ張りかねないという結論に至りました」


    「きみだって護衛のくせしてさちの動向を把は握あくできてなかったじゃないか。力不足なのはきみのほうだろ!?」


    　屋上での問もん答どうをまた繰り返す二人。二人の視線と視線はぶつかり合い、その間では火花が散っている。


    「まぁまぁ二人とも落ち着かんか！」


    　だが、それでもアツミと優梨花の言い争いは続く。


    「さっききみは腰抜けって言ったよな!?　今だってそうさ。人の家までわざわざ怒鳴りに来るなんて。しかもおじいちゃんまで連れてきて。下した手てに出るならまだしもその態度！　それが人にものを頼む態度かよ!!」


    「わ、わたくしは……」


    　優梨花はそこで言葉を詰まらせてしまった。アツミはこれをチャンスと見て一気に畳たたみかかろうとするが、辰之助に制されてしまう。


    「すまん。その点に関してはワシが説明する。確かに優梨花ちゃんはアツミに協力を依頼したのかもしれんが、今回の件はそれとは別の話じゃ。ワシが個人的に、優梨花ちゃんのサポートをしてくれれば心強いと思ったから、お前さんたちのおじいちゃんであるワシが優ゆ梨り花かちゃんについてきたんじゃ。そりゃ、あんなことがあったあとじゃし、ワシ自みずから来ないと信用なんかしてくれんと思ってのう……」


    　あんなこと──とは、丁ちよう度ど二週間前の一件についてだった。昇しよう天てんさせたのち復活した既死者ゾンビ『吉よし岡おかさち』に対し、本部の意向である保護の方針を無視した過激派が、タダヒコを利用して再度昇天させようとした、あってはならない動きのこと。


    　辰たつ之の助すけはいつの間にか飲み終わった二本目のコーラのペットボトルをもてあそびながら続けた。


    「じゃが、いざ優梨花ちゃんを迎えに来たら、ものすごい勢いで拒否されてのう。とりあえず、来るだけでいいから、と言って連れてきたというわけじゃ。お前さんたちには『お願い』じゃが、優梨花ちゃんに関しては半ば『命令』だったんじゃ。そこのところは察してやっとくれ」


    「それなら、仕方ないけど……」


    「まぁそういうわけじゃからな、二人とも仲良く……」


    　と、辰之助が珍しく気を遣って場を和なごませようとするが、優梨花はさっき反論できなかったのが悔くやしかったのか、俯うつむいていた顔を、またキッとアツミへ向けた。


    「でも、訂正はしません。臆おく病びよう者に手伝ってもらうつもりはありませんから！」


    　黙っていたらいいものを、彼女はそれがたとえ口論だったとしても、途中で組織を抜けた半はん端ぱ者ものに負けたくはなかったのだ。そこまで言われてついにアツミは立ち上がった。


    「さっきから言いたい放題言いやがって!!　僕のどこが臆病者だって……」


    　言ってから確かにさちに対する態度は臆病そのものだ……と自己嫌けん悪おに陥おちいるが、それでも気合負けしてはいけないと、ドンっとテーブルを叩く。湯飲みに入ったお茶の飛沫しぶきが飛んだ。


    「昇天結社アセンシヨンから逃げ出して、こんなふうにのほほんと暮らしているような、腰抜けの臆病者に手伝ってもらう必要なんてありはしません。どんな事情があったのか知りませんが、わたくしたちの役目は不ふ浄じような不死者アンデツトを清め、その魂たましいを天に還すこと。それは高こう潔けつにして我々にしか成なし遂とげることのできない行為です。あなたもその力を持っているというのに、それを学生の生活をしたい、普通の人間のように静かに暮らしたいなどという希望を持つこと自体が万ばん死しに値あたいします！　それが許せないっ！」


    　優梨花も釣られて立ち上がる。辰之助は、どーしたもんかのー、と肩をすくめていた。


    「くっ……」


    　戦いに身を置くのに疲れたというのは確かに事実だった。反論できず拳こぶしを握り震わせるが、先に手を出せば負けなので、その感情を必死に抑えつけるしかない。


    　その姿を見た優梨花が先ほどより少しだけ冷めたお茶に、今度は慎しん重ちように口をつけ言った。


    「総そう帥すい！　こんな方とこれ以上話をしても意味はないです。帰りましょう」


    「なんじゃ……、もうちょっとゆっくり話くらいしてもいいじゃろうに……」


    　ここまで二人の仲が悪いとは思っていなかったのか、さすがの辰たつ之の助すけも困こん惑わく顔になっていた。


    「いいえ、帰ります。わたくしは他人の力など必要ありません。交こう渉しよう決けつ裂れつです。今帰りましょう、すぐ帰りましょう、もう帰りましょう!!」


    　辰之助の表情さえ見ることもなく、優ゆ梨り花かはそそくさと客間を出て行ってしまおうとする。


    「なに言ってんだよ、最初っから交渉の余地なんてない。帰るならさっさと帰ればいいさ。タダヒコ、塩持ってきて家の周りに撒まいてくれ」


    「なんですって!?」


    「もういい加減にしなよ!!」


    　またも一いつ触しよく即そく発はつの空気が爆発する寸前まで行ったとき、二人を制したのはタダヒコだった。


    「兄さんこれ以上挑発したって意味ないって……。家の中で喧けん嘩かされても迷惑なんだよ。それはあんたも一緒だ！」


    　興奮気味の兄に対しそう苦言を呈したあと、今度は優梨花のほうに向き直る。


    「ここは兄さんの家であると同時に俺の家でもある。あんまり騒ぎになるようなことは控えてもらいたい」


    　別に貴方あなたなんかに言われなくても……、と反論しようとする優梨花だったが、タダヒコはさらに続ける。


    「それに、こんな煽あおりに負けて冷静さを失って、本当に護衛が務まると思っているの？」


    「そ、それは……」


    　タダヒコの指摘に反論したかった優梨花だったが、冷静さを失ってしまう出来事が一昨日から何度もあったので、優梨花は唇を嚙かんだまま、なにも言わず逃げるように家から出て行ってしまった。


    　残された辰之助はため息をついて、座っていたソファから立ち上がる。


    「すまんかったのう、二人とも……。普段はあんな子じゃないんじゃが、昇天結社アセンシヨンを抜けたお前さんたちに協力してもらうのが、どうしても気に入らないみたいじゃなぁ。ワシは力を持ったお前さんたちに協力してもらうのは、非常に有効な手段だと思っとったんじゃが……、もう一度言うがすまんかった。また出直すよ」


    　そう言って、辰之助も高たか田だ家けをあとにしようとする。が、その歩みを止めてまた戻ってきた。


    「危ない危ない、重要な話を忘れるところじゃった。まぁ、もう一度落ち着こうじゃないか」


    　いつもの人を食ったような飄ひよう々ひようとした面持ちとは違い、辰之助の表情が真ま面じ目めだったのでアツミは座り直したのちに、冷たい麦茶ではなく熱いお茶を喉のどに流し込んで心を落ち着けた。辰之助が口を開く前に、アツミはその前に質問させて、と前置きをして言った。


    「さち……『吉よし岡おかさち』になぜわざわざ護衛をつけるの？　既死者ゾンビに限らず、不死者アンデツトと我々は敵対する関係であるはず。そもそも二週間前からの保護という方針自体がおかしい。『吉岡さち』にはなにか秘密があるとしか僕には思えないんだけど……」


    　辰たつ之の助すけは憤ふん慨がいしながら庭を抜けて車に戻っていく優ゆ梨り花かを窓越しに眺めながら、深いため息をついた。


    「今から話そうとしていたこととも関連する話なんじゃが、一つ断っておくと…………。孫まごであるお前さんたちにすべてを話したいのはやまやまじゃが、そりゃ無理ってもんじゃ」


    「なぜです!?」


    「お前さんたちが昇天結社アセンシヨンを抜けたからじゃよ。お前さんたちとは、もう組織を通じた繫つながりはないからのう……」


    「総そう帥すい!!」


    「兄さんやめなって！」


    　優梨花のフォローに関しては祖そ父ふ代わりの立場で頼みに来て、核心に触れたら今度は総帥の立場として、喋しやべれないと言う。そんな態度に対して、アツミは少しカチンときた。


    「すまんのう……。まず一つ目、『吉よし岡おかさち』の秘密という点に関してじゃが……。これはすべては話せん。じゃが察しのとおり秘密はある。既死者ゾンビは死者が復活したもんじゃが、それを昇しよう天てんさせたのちにもう一度復活した個体がレア、ということじゃ。話せることはここまでじゃな。これ以上知りたければ組織に戻ってくるがいい。そして二つ目は……お前さんたちはこの街に不死者アンデツトが集まってきとることは気づいとるかのう……？」


    　アツミはゴクンと喉のどを鳴らした。吸血鬼ヴアンパイアである灼しやく炎えん鬼きに『死者の坩堝るつぼ』という単語を聞いたことがあった。


    　これにはタダヒコも驚いたようで、思わず辰之助に訊き返す。


    「それって本当なの？　『吉岡さち』という既死者ゾンビの個体が発生したことによる余よ震しんはすでに少なくなっているようだけど……」


    「それはそう感じているだけじゃ。『吉岡さち』という覚かく醒せいした既死者ゾンビが発生してから三週間──むしろ増加傾向にあると言ったほうがええかもしれん。既死者ゾンビの発生に起き因いんするその子供のような存在である余震だけでない。『吉岡さち』に呼こ応おうするように、既死者ゾンビ以外の不死者アンデツト、つまり後天的な不死者アンデツトが集まってきとる。しかも奴らは昇天結社アセンシヨンに提供される食糧では満足できず、ヒトを襲いだしているんじゃ」


    　ここで一つ疑問がアツミには浮かんだ。増加傾向にあるのになぜ減っているように感じているのだろうか……？


    「その顔からして、お前さんが言いたいことは大体わかるぞ。それは、すでに優梨花ちゃんや他の執しつ行こう人にん、そして同盟による協力者である者たちが、対処しとるからじゃ。優梨花ちゃんがお前さんや『吉岡さち』と同じ学校に転校してきたのは、一昨日じゃが、二週間程度前からすでに優梨花ちゃんはこの街を拠きよ点てんとして活動しとる。執しつ行こう人にんとしての不死者アンデツトの気配を感じる能力があろうとも、組織の情報力の前では後ご手てに回らざるを得ない、というわけじゃな」


    　そしてこの二つから導みちびき出される答えは、『吉岡さち』に呼応して不死者アンデツトが集まってきているということだった。


    「それなら、一人とは言わず何人も護衛をつければいいんじゃないの？」


    　タダヒコがそう言うと、辰たつ之の助すけは首を横に振った。


    「そうはいかん。ぶっちゃけた話、やろうと思えば『吉よし岡おかさち』を拉ら致ちすりゃええ話じゃ。じゃが、対たい峙じしたお前さんたちならわかる話じゃろうが、彼女の戦闘力は高い。相当ドンパチやらにゃ捕ほ獲かくなどできない。そうできない理由があるんじゃ……。ネックなのは同どう盟めい関係──つまり、吸血鬼ヴアンパイアや屍貪人グールどもじゃ。そもそもこの同盟自体、実は『吉岡さち』のような『覚かく醒せいした既死者ゾンビ』を手に入れるためのものじゃ。お前さんがせっかく昇しよう天てんしたのに保留になったのは……」


    　辰之助はもてあましていたコーラのペットボトルを置き、アツミの飲みかけのお茶を勝手に飲み込んで続けた。


    「既死者ゾンビの昇天という行為自体が、既死者ゾンビを覚醒させる儀ぎ式しきみたいなもんだからじゃ。その秘密をもたらしたのが同盟を組んでいる先天的な不死者アンデツトども。そして、ワシらが先に『吉岡さち』という『覚醒した既死者ゾンビ』を発見したというわけじゃな。じゃが、それは同盟を組んどる不死者アンデツトどもにはまだバレとらん。これがアツミの質問の答えじゃな。つまり『覚醒した既死者ゾンビ』に呼こ応おうする不死者アンデツトだけでなく、同盟の下もとの協力者である不死者アンデツトたちから『吉岡さち』を守るのが目的というわけじゃ。お前さんに協力してもらうのも、表だって何人も護衛を増やすより事が運べると考えたんじゃが……そう上う手まくはいかなかったようじゃのう……」


    　語尾のほうを少しだけ弱くして言い終わると、すっかり日が落ちて真っ暗になっている外を見て慌あわてて立ち上がった。


    「おっと、こんなに待たせたら、優ゆ梨り花かちゃんに悪い。すまんのう、今日はここまでじゃ。重ねて言うが、『吉岡さち』──いや、『覚醒した既死者ゾンビ』の秘密だけはどうしても言えん。知りたければ昇天結社アセンシヨンに戻ってくるんじゃなー。ワシは待っとるからのう。もし優梨花ちゃんと仲直りしたあと、協力してくれる気になったときも連絡くれよー」


    　そう言って辰之助はいつもの軽い口調と飄ひよう々ひようとした顔に戻って高田家をあとにした。


    　屋敷の前の道路から黒塗りの車が出発するのを窓から見たのちに、アツミは自室へ戻っていった。残された客間には飲みかけのコップと湯飲み、綺き麗れいに全部空からになったペットボトルが残されていた。それを、タダヒコは愚ぐ痴ちの一つもこぼさず、片付けはじめるのだった。
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    　夜七時ごろになって、さちはやっと目を覚ました。窓から差し込んでくる光はもうない。日が沈んでいるのだから当然だ。とりあえず部屋の電気を点つけると、乱暴に投げ捨てられた学生鞄かばんからお弁当が飛び出していた。


    　作られてからもう半日以上は経っている、母親手作りのお弁当。アツミに食べてもらおうと思ったというのに……、きっともっと仲良くなれるはずだったのに、蓋ふたを開けてみればこれだ。途中までは順調なのに、最後は失敗ばかり。


    「なんで、あそこにゆりちゃんがいたんだろう……」


    　さんざん考えたが結局答えは出なかった。だが、二人きりで会うくらいだ、ただならぬ関係であることは間違いないだろう。明日も休んじゃおうかなぁ、なんて思っていると、携帯電話が鳴った。一瞬アツミかもしれないと思い慌あわてて取るが、声の主は那な美みだった。


    「やっと繫つながったよー。……もしもしさっちゃん、あたしだけど、もう大丈夫かな……？」


    　その声を聞いたとき、沈ちん殿でん物みたいに落ち込んでいた心が、荒波に搔かき回された。


    「ごめんね、なみちゃん。私自分のことしか考えてなくて」


    「いいのいいの。そんなことは。気づいてないかもしれないけど、それっていつものことだからね。まぁ、電話に出てくれないのは少し参ったけどさ!!」


    　軽く笑い飛ばされてしまう。真剣に考えていたというのに少し馬鹿みたいだった。


    「今から、さっちゃんちに行っていい？　というか来るね。さっちゃん一人の力じゃ解決しないっぽいし」


    　そう言って那美は一方的に電話を切った。それからあまり間をおかずに、インターホンが鳴る。那美とさちの家は近所なのでたいした時間はかからないのだ。母親の、那美ちゃん来たよー、なんていう言葉とともに、さちの部屋のドアが開かれた。


    「さぁ、さっちゃん。話してもらおうか!!」


    「あれ、なみちゃんちょっと怒ってる!?」


    　ミシミシとフローリングの廊ろう下かを鳴らす音が聞こえたので、随ずい分ぶん慌あわててるなぁ、と思っていたさちだったが、那美の表情を見て納得した。やっぱりフォロー大変だったんだと。


    「ごめんね、なみちゃん……私……」


    「あー、はいはいそんなまどろっこしいことは今日は抜きね！　さっちゃんが帰っちゃったことは確かに大変だったけど、それはこの際もうどうでもいいの」


    　肩を上下させ、はぁはぁと息継ぎをしながら、那美は腕を組みつつ、ベッドに座っているさちを見下ろす。


    「いや、あのときは実はね……」


    「言い訳はしない!!　あたし……悲しかった。親友なのに相談してくれないなんて……」


    　やっと落ち着いてきた那美はそう言って、少し目に涙を浮かべた。次に、きっ！　とさちを睨にらんだ。声に出されなくとも、その目がなにを訴えているかはわかった。


    　さちは腰を下ろしていたベッドから立ち上がって、カーペットが敷いてある床に座った。正座で。すると、那美の機き嫌げんは少しだけ良くなる。


    「じゃ、わかってるよねっ!?」


    　別に大声を出しているわけではないのだが、静かな迫力がさちを捉とらえてしまっていた。彼女は親友に屋上での出来事を話さざるを得なくなったのである。
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    　話し終わったところで、那な美みの表情は厳しいものから、同情の目へと変わっていた。


    「さっちゃん、正座解といていいよ。ごめん、今回はあたしも悪かった。てっきりさっちゃんに非があるみたいな言い方しちゃったけど、今回は仕方ない部分があるかもしんない」


    　さちは言われるがままに、足を崩してぺたんと横座りになった。那美もさちが話し終わるまで立って聞いていたが、そこから床に座ってさちと同じ目線になった。那美は説教モードから相談モードに態度を切り替えた。


    「わかってくれればいいの。だから思わず逃げちゃって……」


    「まぁ確かに今回の件に関しては仕方のない部分はあるよ？　でもね、あたしっていう親友がいるのに、どうして頼ってくれないの……？」


    「……ごめんね。私、本当はなみちゃんを頼りたかったの。お弁当のことだってなみちゃんに言われなければ思いつきもしなかったと思う。本当に感謝してるの。でも……いつもいつも頼ってばっかり……。そんな自分を変えたくての行動だったのに、こんな有様で、ふがいなくて。だから、頼ることなんてできないって思って……」


    　那美に泣きつこうと思えば簡単にできたのだが、そうしなかったのはこういう理由があった。さらにさちは続ける。


    「それにね、自分はなみちゃんになにをしてあげられてるかなって考えたの。確かになみちゃんは頼ってきてねって言ってくれる。でも、私、なみちゃんになにもしてあげられない。しかも迷惑かけないように早退したっていうのに、結局、こうやって来てもらっちゃってるし…………ほんと、私って馬鹿だよね」


    　俯うつむきながらそう言うさち。那美と目を合わせることができない。とても自分は傲ごう慢まんな人間だということに気づいてしまったから。優しさを提供していつも協力してくれる那美と、それに頼ってばかりの自分。どう考えても釣り合っていない。


    　もしかしたら、このまま親友としての縁が切れてしまうかもしれないという覚悟の上での発言だったのだが、とうの那美はそれを笑い飛ばした。


    「なーんだ。そんなことか。いい？　別にあたしはさっちゃんになにかがしてもらいたくておせっかいを焼いているわけじゃないの。そのへんを勘違いしないように！」


    　那美はさちの後ろに回り、ぎゅっと抱き締める。さちはとても暖かいものを感じた。妙な体になってしまっても、そう感じるのは同じだ。


    「いつでもあたしを頼ってくれればいいの。見返りなんてあたしは求めてない。確かにさっちゃんのお世話をするのは大変でうんざりすることもあったけど、それもあとから考えれば楽しい。ううん、さっちゃんといること自体が楽しいの。ちっちゃいころから、ず─────っと一緒だったってこともあるけどね。さっちゃんはあたしがいつか困ったときにできることをしてくれればいいから。それだけでいいの」


    　あんまり期待してないよ、とは大きな声で言えない那な美みだったが、さちといると楽しいというのは本当だった。さちには知る由よしもないが、一緒にいられる時間が減ればアツミに嫉しつ妬としてしまいかねないくらいなのだ。


    「なみちゃんっっ!!」


    「はいはい、泣かないの。『ごめん』もなし！　こういうときには？」


    「あ、り、が、どぅぅ、うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん」


    　顔をくしゃくしゃにして泣きながら礼を言うさち。そんなさちの涙を那美が拭ふいてやる。


    「はい。泣くのは終わり。次の対策考えないとね！」


    「対策??」


    　涙で目を腫はらしながら、さちはきょとんとしている。


    「あたしだって、ただ、のほほんと話を聞いていたわけじゃないの!!　白はく鳳ほう院いんさんと高たか田だくんの関係が怪しいって言ってたけど、少し冷静になったほうがいいかもしれないよ。だって直接二人から事情を聞いたわけじゃないんでしょ？」


    「それはそうだけど……。でも、男女が二人だけで屋上にいるなんて普通の関係じゃないよ。きっとただならぬ関係だよぅ」


    　その後ろ向きな思考の発言を遮さえぎるように、那美はため息をついた。


    「あーもー、どうしてそんなにネガティブなのかなぁ……。さっちゃんは高田くんのこと好きなんだよね？」


    　返事こそしないが、力強くさちは頷うなずいた。


    「それと同時に白鳳院さんも友達なんでしょ？」


    　これも同様に頷く。すると、那美はさちの肩を正面からがっしりつかんだ。


    「それなら信じてあげよう？　実は、さっちゃんが帰ったあと白鳳院さんとお昼食べたの。そのとき、白鳳院さん言ってた。まだ会って間もないけど、さっちゃんは白鳳院さんがはじめてこの街に来てできた友達なんだってさ。あたしが、さっちゃんと親友だって話したら、とっても羨うらやましがってたの。そのあと白鳳院さんにさっちゃんが早退したって話したら、とっても……、ううん、尋じん常じようじゃないくらい心配してた。仮に……、白鳳院さんが高田くんのことを好きだったとしても、さっちゃんを裏切るようなことはしないと思うの。ほら、携帯見てみなよ」


    　言われるがままに携帯電話の着信履歴を見ると、見覚えのない電話番号からの着信がいくつかあることに気づく。


    「これ、白はく鳳ほう院いんさんの携帯電話の番号だよ。たとえ高たか田だくんのことが好きだったとしても、彼とさっちゃんとの関係を知らなきゃどうしようもないと思う。知ってて故こ意いにやったことなら電話なんてしても話がこじれるだけだし、意味ないよ」


    「と、いうことは……？」


    「そゆこと。あたしの予想では白鳳院さんはシロだね。キスしてたっていっても、あのあと普通に戻ってきたの。本当にただならぬ関係なら、すぐに戻ってきますなんて言わないと思う。それに、そもそも彼女まだ転校してきて三日しか経ってないし、いくらなんでも早すぎる気がするの。高田くんがクラスでものすごい目立つならまだしも、クラスではあんまり派手に動くほうじゃないし……」


    　はっきり影が薄い、とは言わないのは親友としての優しさだった。


    「だとしたら、ただの私の勘違いだったってこと？」


    　泣いた烏カラスがもう笑わろたとはよく言ったもので、さっきまでの泣き虫な表情はどこへやら、さちの表情はぱぁっと明るくなった。しかし、那な美みはそう単純なものではないとも言う。


    「確かにそうなんだけど、そうとも言い切れないのが怖いところなんだよねー。人の気持ちなんて本人にだってわからないんだから、会って三日で告コクる子がいてもおかしくない。一目ひとめ惚ぼれって言葉があるくらいだしね」


    　せっかくのさちの表情も夜空に浮かんですぐ消える打ち上げ花火みたいに急に影を落とすが、那美はぴしゃりと言った。


    「だったら確かめればいいことじゃないの！　実は今日、白鳳院さんはさっちゃんにとっても大事な話があるって言ってた。でも、さっちゃん帰っちゃったからそれもできなかったらしいの……。できれば今日会いたいって言ってたんだけど、あたしがさっちゃんが落ち着くまで待ってあげて、って言っといた。いくら友達になったといっても、十年来の親友であるあたしにも黙って帰るような状況だからね……」


    　それは那美なりの気遣いだった。精神的に不安定になったさちが、もし優ゆ梨り花かに対し、つっけんどんな態度を取ったりしたらお互いのためにならない。もし、自分が転校してきたばかりの状況で、できたばかりの友人につらく当たられたら、どれだけのショックを受けるかわからない。


    「あの……ごめん」


    「だーかーらー、あたしに謝っても意味ないの！　白鳳院さんは今日中に会いたいって言ってた。さっちゃんの住所は知ってるっぽいから、このまま電話を掛けてくれれば、すぐにでもこっちに来るってさ。そのとき、しっかりと訊きなさい。少なくとも、高田くんと屋上で話してたってのは見間違いじゃなきゃ事実なんだし、どっちにしろいろいろと話しておいたほうが良いよ。で、その上で誤解だとわかったら、あたしじゃなくて、白鳳院さんに謝る。これがベストの解決法だよ！」


    　考えてみればお弁当を作ってきたこと自体アツミに知られていないという事実もさちにとって好都合だった。もし優ゆ梨り花かがシロだとすれば、何事もなかったように明日またお弁当を持っていくこともできる。


    「まだ……やり直せるんだよね？」


    「もちろん！　まだはじまってもいないんだから当たり前だよ。ほら、もうすぐ八時だからさっさと電話掛けたほうがいいよ。移動手段はわかんないけど、あんまり女の子を夜遅くに一人で歩かせるもんじゃないからね」


    　さちは頷うなずいて、携帯電話の着信履歴から優梨花にリダイアルするためにボタンを押した。
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    「兄さん、大丈夫かい？」


    　優梨花と辰たつ之の助すけが高たか田だ家けの屋敷を去ってから一時間くらいしたころ、タダヒコはアツミの部屋のドアをノックした。


    「なんだよ!?」


    　乱暴な返事が戻ってくるが、タダヒコはあくまで冷静だった。声のトーンからアツミの機き嫌げんがまた悪いことがわかると、ドア越しに話しはじめる。


    「で、今日はどうだったのかなぁ……、と思ってさ。今日の朝張り切って学校に行っただろ？　収しゆう穫かくあったのかな、と思ってさ。まあ、機嫌が悪いのなら、明日でもいいけど」


    　しばしの沈ちん黙もくがあって、アツミはタダヒコが中に入ることを了承する。アツミはベッドに腰掛けて携帯電話と睨にらめっこしていた。タダヒコもベッドに座ると、アツミはいったん携帯電話をポケットの中に押し込んで、真ま一いち文もん字じにつぐんでいた口を開く。


    「実は……なにもなかった」


    　タダヒコがため息をつく。実は、なんて前置きするまでもなく、まだうだうだやっているだろうことは予測ずみだった。


    「それだけならもう寝ろよ。明日も学校だろ？」


    「いや、朝の様子と違いすぎるからさ。また学校でなにか……。いや、吉よし岡おかさんとなにかあったんでしょ。この間と一緒だよ、兄さんの力になりたいの」


    　アツミから邪じや険けんにされても、タダヒコは決して感情的にはならない。少なくとも、事の真相を話してくれるまではそれはしない。まぁ、聞いたあとならばその限りではないが。相談してくれるように誘導することくらいはお手のものだった。


    　どうしてもっていうなら教えてやるけど……、とまたしても前置きをしてからアツミは語りはじめた。


    「昨日、さちが友達と話してるのを聞いたんだ……。その、僕にお弁当を作ってくれるって」


    　それは移動教室の直前の休み時間だった。


    　消しゴムを忘れてしまって一度移動したあともう一度教室に戻ったとき、そこにはさちと那な美みだけがいた。何気なく入ろうとしていただけに、まさかいるとは思わず心臓が止まりそうになった。別に構える必要などないのだが、とにかくアツミは教室に入れなかった。


    　こういう行動が自己嫌けん悪おの元になるのだが。


    　そこでさちが自分に対してお弁当を作る計画をしている、ということを聞いてしまったのだ。「聞いてしまった」ではなく意図的な盗み聞きなのだが、そこは言わない。


    「へぇ、そりゃよかったじゃん。ははーん、つまり、手料理にありつけるから朝は機き嫌げんが良かったわけね」


    「うん。その……、僕のためにって考えると、嬉うれしくてさ。でも……、待ってたのに来なかったんだ。それどころか、昼休みまでは学校にいたっていうのに、いつのまにか早退しちゃったみたいで……」


    　少しのろけたあと、すぐにしゅんとなってしまうアツミ。うな垂だれたあと、上うわ目め遣づかいで、なんで帰っちゃったんだと思う？　とばかりに訴える。そんなこと当事者でもないタダヒコにはわかるはずもないのだが、一応考えてみる。


    「ちょっと待って。今日の昼休みってもしかして例の白はく鳳ほう院いんさんと二人で話してたときじゃないの？」


    　それでやっとアツミは理解することができた。しかし、すぐに首を傾かしげる。


    「あれ……、でも……なんで逃げる必要があるんだろう？　確か、あいつとさちは友達って言ってたような……。もしかして、それって噓うそなのか……？」


    　タダヒコはその言動に呆あきれてものも言えなくなりそうだったが、なんとか言葉を繫つなぐ。


    「あのさ、もしかして、それ本気で言ってるの……？」


    「え、なんか変なこと言ったかな？」


    　頭に血が上ってくるのがわかるタダヒコだったが、なんとか理性を保たもつ。


    「鈍にぶい兄さんに教えてあげるけど、たぶんね、それって吉よし岡おかさん勘違いしてるよ。白鳳院さんと兄さんの関係を！」


    「あいつと……、僕の……？」


    　それでも気づく様子はないアツミ。一度深呼吸をしてからタダヒコは言う。


    「普通、だれもいない屋上に男女が二人でいたら、好き合ってる仲って思うだろ!!」


    　タダヒコは冷静さを保とうとしていたが、それでも口調は強くなってしまう。


    「まさか!!　転校してきてたった二日だぜ？　それに、あの女は気に食わないけど、僕らはさちのことについて話してたわけだし……」


    　この期ごに及およんでもまだ認めない兄の言動に、ついにタダヒコは、いい加減にしろよ!!　と叫ぶ。


    「どうして相手の気持ちを考えられないんだよ！　そんなの吉岡さんは知らないことだろうがっ！」


    　突然怒りだしたタダヒコの迫力にアツミは口を挟はさむことができない。


    「もし、お弁当作ってあげようとまでする相手が女の子と会ってたらどう思う？　普通、ショック受けるに決まってる。一応付き合ってるんだろ？　下へ手たすりゃトラウマものだ」


    　そこでやっと線が一本に繫つながる。実際に早退までしているのだ。さちを傷つけてしまったことはいくら鈍にぶいアツミでもわかることだった。この段階に至って、やっとアツミは焦あせりだした。先ほどしまった携帯電話を取り出して、謝らないと、と騒ぎだす。それを予測していたごとく、タダヒコは携帯を取り上げた。


    「な、なにを……」


    「こんなもんに頼ってる場合じゃないんだよ!!　いいか！　馬鹿な兄さんに一度だけ言う。そもそも、兄さんは受け身すぎる。三日前の夜は丁ちよう度どいいタイミングで吉よし岡おかさんからメールが来たから言えなかったけど、なんで自分から動こうとしないんだよ！　さっき──俺が部屋に入る前も吉岡さんからのメール待ってたんだろ？」


    　完全に図星だったので頷うなずくことさえできなかった。


    「兄さんが、吉岡さんにメールしてその返事を待ってたのか、それとも、あっちからメールしてくれるのを待ってたのかは知らないけど、そんなんだから駄目なんだよ。今回は電話も駄目だ。直接謝りに行け！　今すぐに！」


    　タダヒコの言葉がアツミの頭の中に響いた。次に自分が、いかに自分中心の考えしか持っていなかったかに気づいた。そして、それがどれほどさちを傷つける結果になったのかも。


    「ぼ、僕は……」


    　厳しい口調のタダヒコだったが、冷静さを欠いてしまっていたことに気がついたのか、咳せき払ばらいをして言った。


    「吉岡さんの家の住所はわかるんだろ？　それなら迷うことないさ」


    　アツミは重い腰を上げる。タダヒコは少し笑って取り上げた携帯電話を返した。


    「兄さんが僕の言葉を理解したなら、謝るときにはこれは使わないよね？」


    　それを受け取ったあと少し吹っ切れた顔で、ああ、と低い声で返事をする。


    「心配かけてすまなかった」


    　アツミは部屋をあとにした。
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    　優ゆ梨り花かが通話を切ったのと同時に、黒塗りの高級車は信号機の前に止まった。赤い光で暗い車内も少し明るくなる。


    「失礼いたしました」


    　優ゆ梨り花かがそう言うと、辰たつ之の助すけは気にするなと笑った。


    「なに、大事な用事だったんじゃろ？　用件は会話しとった内容でだいたいわかった。笠かさ井いくん、そう遠くはないから車を回してくれんかのう」


    　辰之助がそう言うと、笠井と呼ばれた夜中だというのにサングラスを掛けた男は、後方に車がいないのを確認し、無言でギアをバックに入れた。


    「いえ、わざわざ総そう帥すいの手を煩わずらわせるまでもありません。ここで降ろして下さって結構です」


    「そう言わんでも……」


    　すると信号が丁ちよう度ど青になった。相当遠くではあるが、後方からかすかに他車のヘッドライトの光が見えてきたので、笠井は辰之助のほうを向いて指示を仰いだ。


    「仕方ないのう。笠井君、降ろしてやっとくれ」


    　その指示と同時に後方のドアが開かれ、優梨花はすっと降りる。腕には月げつ光こう姫ひめが抱かれていた。


    「総帥……、本日は申し訳ございませんでした。わざわざ出向いていただいたというのに……」


    「なに、気にすることはない。単に孫まごを説得できなかっただけじゃ。優梨花ちゃんが悪いことなど一つもありゃせん。今後のことを考えた場合、せめて協力くらいしてもらえれば、と思っただけじゃよ。ただ、組織を抜けてしまった以上、事情を話すことはできんのがネックじゃった。まぁ、話したら話したで逆に協力せんだろうがのう。ワシが直接出向いても、たいした価値はなかったということじゃな」


    　そしてカハハと笑う。優梨花がお辞じ儀ぎをすると、ドアが閉まった。辰之助が窓を開けて、優梨花に手を振ったのと同時に自動車は滑るように静かに走り出していった。


    　後方にいた車も通り過ぎ、車道には車の姿はなくなり、星と街灯だけが歩道を照らす。優梨花が抱えていたリボン犬が、彼女の腕から飛び降りてしゅたっと着地し、そして言った。


    「よかったジャン。サチのほうから電話掛けてきてくれて。これで今度こそ、しっかりと護衛の務めを伝えればオーケーだネ」


    　軽い口調の月げつ光こう姫ひめに対し、優梨花の表情はまだ晴れやかではなかった。


    「あの、二つ質問があるのですが、よろしいでしょうか……。質問というより相談ですが……」


    「ウン、いいヨ」


    「一つはさちさんが本当に既死者ゾンビなのか……、いえ、それは昨日の河か川せん敷しきで明らかになったので違いますね。本当に仲良くしてよいのかということです。彼女ははじめは敵意を抱いていたわたくしがいつの間にか和なごんでしまうほどの方です。わたくしはこれからも友人でありたい。けれど、護衛としての立場とその目的を勘かん案あんした場合、そうも言ってはいられないのではないか、ということです」


    　尻尾しつぽをくるくると回しながら、どうして使つかい魔まのウチに訊くかナァ、なんて思いながらも、四本足を小刻みに動かして人間である優梨花に追いついている月光姫は、ころころと笑う。


    「そんなの気にしてちゃ駄目だって。ユリカがサチと友達になりたいならそれでいいジャン。あのナミって子だってきっと友達になれるヨ」


    　はっきり言って答えになっていないが、優ゆ梨り花かは明確な答えを期待していたわけではなく、単に話を聞いてもらいたかっただけ。後押しをしてもらいたかっただけなので、そうですね！　と胸を張った。しかし、その表情はまだ晴れない。


    「二つ目ですが……、その、さちさんがどうして早退してしまったのか、ということです。日につ光こう丸まるが常に目を光らせているはずですから、危険が及んでいる心配はありませんが、やはり心配です」


    　表情がいまだ晴れない理由はこれだったのだが、先ほどとうって変わって月げつ光こう姫ひめは呆あきれ顔になった。八や重え歯ばみたいになった牙きばが街灯に反射して光る。


    「あれ……、もしかして知らないの……？」


    　優梨花が頷うなずいたので、月光姫は深いため息をついた。


    「あー、日にっちゃん話してなかったかー。あのね、サチはアツミって子が好きなんだヨ。それどころか付き合ってるってサ。まぁ、周りから見たらとてもそうは見えないらしいけどネ」


    　優梨花はただきょとんとするばかりだった。どうやら本当に気がついていなかったらしい。


    「あの……、もしかして付き合っているというのは交際してるってことですか!?　男女として!?」


    「そりゃそうだヨ。あはは、ユリカにはまだ早かったかな。総そう帥すいが話してるの聞いたことあるんだけどネ、あのアツミって子はもともと組織を抜ける予定だったらしいけど、サチがらみで相当なことやらかしたんだってサ。総帥が懇こん意いにしてたらしいから、そこのトコだけは一般の執しつ行こう人にんには知れ渡ってないけどネ。まぁ簡単に言うと、サチが既死者ゾンビになったときに昇しよう天てんさせたのが、アツミなんだってサ」


    　優梨花はただ啞あ然ぜんとするばかりだった。考えてもみれば、単なる執行人崩れを、わざわざ保護するさちの近くに置いておく理由はない。組織を抜けたのなら、既死者ゾンビがいるようなところにいても危険が及ぶばかりなので、他の地へ行きそうなものだ。


    「てっきり私の邪じや魔まをするためだとばかり……」


    「そんなわけないでしょ！　きっと護衛である優梨花に対抗心でも燃やしたんじゃないの？　というか、いまさらだけど、ユリカって結構抜けてるよネ。他人……というか同年代の子と接し慣れてないから仕方のないことなのかもしれないケド。……あと、とっても言いにくいんだけどサ……、さっきナミの会話内容を監視してる日っちゃんが報告してくれたんだけど、サチはネ、ユリカとアツミの関係を勘違いしちゃったんだヨ。つまり、『男女として交際する仲』にネ！」


    「えぇぇぇぇぇぇ!!　そんなわけないです。どうしてわたくしとあの男が!!」


    　あんな男と交際しているという目で見られることは、不快極まりなかった。


    「そう思う気持ちもわかるけど、今はユリカの気持ちはおいといて、サチの話でしょ。結局、屋上で二人で話してたのがいけなかったの。ユリカは別に謝る必要はないけど、誤解は解く必要があるネ。護衛だけなら構わないけど、友達になりたいのなら絶対！」


    　それを聞いた優ゆ梨り花かはその足を止めざるを得なくなった。


    「あの……、わたくし、いったいどうすればいいのでしょうか……？　どうすれば誤解が解けるのでしょうか……？」


    　優梨花は怖くなったのだ。せっかくできた友達なのに、失ってしまうのではないかと……。が、そんな不安を吹き飛ばすように月げつ光こう姫ひめは優梨花のもとに駆け寄って、するすると肩まで登り、耳元で言った。


    「そんなの簡単だヨ。ありのままを話すだけ。サチはきっとわかってくれるよ。だってもう友達なんでしょ？」


    　そのまま飛び下りるのを見計らって、まるで落下する位置がわかっているかのように月光姫を自分の腕の中に収める。


    「そう……ですよね！」


    　ふと前方を見れば、電灯付きの電柱の下に日につ光こう丸まるが静かにおすわりをしていた。もうすぐさち宅だから、迎えに来てくれたのだろう。


    「ほら、こんなとこで止まってる場合じゃないヨ。きっとサチは今も待ってるはずだからネ」


    　言われるまでもなく、優梨花は止まっていた歩みを再開させた。


    



    　　　　　●


    



    　優梨花に電話をして十五分ほどして、さちはいても立ってもいられなくなり、自宅の前に出ることにした。それから五分ほど経ったがまだ気配は感じられない。ちなみに那な美みは一度帰宅していた。なんでも、見たいテレビ番組を録画し忘れたとか。とはいえ、戻ってきてくれるのだからこれほどありがたいことはない。親友のありがたさをしみじみと嚙かみ締めるばかりだった。


    「まだ……、かな……？」


    　それでも、一人は心細かった。さすがに高校生なので夜の闇が怖いというわけではない。この辺りはベッドタウンで住宅も多い地域なので、道は狭く入り組んではいるものの、暗いというほどではなかった。


    　さちが感じた心細さは、つまり一人の状態で最悪の事態──つまり、優梨花がアツミとただならぬ関係だったときに、どうすればいいか判らなくなるだろう、ということだった。那美がいれば、きっと自分を抑えられるだろうが、いないときにそうなってしまったら……。


    　そこまで想像して、さちはふるふると首を横に振った。そんなこと考えること自体、友人としての優ゆ梨り花かへの裏切りだ！


    　きっと、まさかそんなわけないです！　と笑い飛ばしてくれるはずだ。そうすればめでたく悩みは解決。変な勘違いしてたよー、心配させちゃってごめんね、と何事もなかったように振舞う。ただそれだけなのだ。心配することなどなに一つないはずなのに……。なぜか、心細さは消えてくれなかった。


    　押さえ込もうとはできるのだが、消えることは決してなかった。


    　ああ、なにをうじうじしているんだろう。この場に那美がいればきっと、励ましてくれるはずだ。いや、いなくとも一人で解決しなければ前に進めない……などと考えがループしはじめたころ、やっとその袋ふくろ小こう路じに光こう明みようが見えた。


    「さちさーん!!」


    　右手の方角から優梨花がゆっくりと歩いてきたのだ。その顔を見て安心した。彼女はとても晴れやかな顔をしていた。さらに足元にはわん太とわん子、もとい日につ光こう丸まると月げつ光こう姫ひめ。その姿にもさちの心は随分癒いやされる。


    　少し早いが肩の荷が降りた気分だった。過ぎてしまえばなんということはない。どうしてこんなことが不安だったのだろうと笑いがこみ上げそうになった。


    　しかし、その瞬間だった。ふと、優梨花が来るのとは真逆の方向、つまり左手の方向から一人の男子が走ってくるのが見えた。それがアツミであるということに気づくまでに時間はそうかからなかった。


    　その顔は真剣で、なにかの決意を秘めているようで……。普段なら格好いいと感じたかもしれないがこのときばかりは逆効果だった。


    「さちっ！」


    　アツミは、住宅街の明かりによって照らされたさちの姿を見つけ思わず声を上げた。特に連絡もしていないというのに、家の前に出ていることなどおかしいというのに、そんなこと気にも留めない。だから、走る速度を加速させた。そのおかげで、さちとアツミの距離は縮まるが、同時に反対側から歩いてくる優梨花との距離も縮むことになる。


    　両者との距離が近づくたびに、さちは頭の中が白くなっていくのを感じた。それと同時に、今までの物事が悪い方向に一本に繫つながっていく。


    　優梨花が話したいこととはつまり、アツミとのただならぬ関係で、それを説明するために二人で……諦あきらめてもらえるように二人で訪れたのだとしたら……。そもそも、さちにはアツミが一人でさちの家を訪れる理由が思いつかなかった。


    　そして、そんな心細さを解消してくれるかもしれない那な美みはいま不在だった。だれも悪くはない。ただ、タイミングが悪かっただけ。さちの心はそこで限界を迎え、そして……。


    「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん」


    　またも逃げ出した。丁ちよう度ど、さちの家の正面には狭い路地があって、そこに飛び込むように消えていった。


    　その瞬間まで、アツミも、優ゆ梨り花かとその使つかい魔またちもさちしか見ていなかったので、そこでやっと互いの存在に気づくことになった。


    「えっ……、さちっ！！！」


    「さちさん……!?」


    　よく状況が理解できないまま、さちの家の前で合流するアツミと優梨花。彼らにしてみても相手がなぜここにいるのか理解できていないので、首を傾かしげることしかできない。


    　それから間をおかずして那な美みが現れて、声にならない声を上げて膝ひざをついた。さすがの那美もこのときばかりは目に涙を浮かべることしかできなかった。


    　優梨花は那美を心配して、彼女のもとへ駆け寄るが、逆につかみかかる勢いで詰め寄られてしまう。優梨花はまだ状況を把は握あくしていないので、その迫力に萎い縮しゆくしてしまった。


    　それが尋じん常じようならざる事態だと気づいたアツミが止めに入ろうとするが、今度はまるで親の敵かたきとばかりにターゲットを優梨花からアツミに変えて殴りかかった。まさか自分が殴られるとは思っていなかったアツミは避よけることができず、その拳こぶしを頰に受けた。


    「この人でなし！　さっちゃんの心もてあそんで。酷ひどいと思わないの!?」


    　ここで事を説明すればよかったのだが、アツミはさちを傷つけたという自覚があるので、反論しなかった。まさかここまで事態が深刻であろうとは思ってもみなかったので、今までの自分の行いを猛もう省せいせずにはいられない。


    「その……ごめん……」


    「なんであたしに謝るのよ!?　謝るなら、さっちゃんにでしょ……」


    　アツミは返事などできず、ただうな垂だれるしかなかった。その様子を汚けがらわしいものを見るかのように見下ろして、那美はもう一度その矛ほこ先さきを優梨花に向ける。


    「白はく鳳ほう院いんさんも……。人を好きになるのは時間じゃないだろうけど、だからって……。あんな、心配をするふりなんかして恥ずかしいと思わないの!?」


    　アツミは反論できなかったが、優梨花は違った。優梨花は本当にさちを心配していたのだ。噓うそつき呼ばわりされるのは我慢ならなかった。


    「そんな!!　噓うそじゃないです。わたくしだって……」


    　が、そこで優梨花は言いよどんでしまった。


    　優梨花にとってさちは、この町に来てできたはじめての友人だ。しかし、那美も同様に二人目の友人なのだ。そんな彼女に責め立てられれば、威い勢せい良く振舞う前に涙るい腺せんが緩ゆるむのも無理はない。


    　それを那美は、図星なので反論できないのだろうと踏んで、一気に畳たたみかかる。


    「まさか転校する前から付き合ってたとかいうオチなの!!　復縁を迫って、そしたらまんざらでもなくて、さっちゃんがうっとうしくなって、二人で関係を見せつけて！　あんたたち、酷ひどすぎるよ！　鬼！　悪魔っ!!」


    「え……？」


    　ご丁てい寧ねいに勝手なストーリーまで作って那な美みは二人を罵ののしった。結果的にいえば、この台詞せりふのおかげで少しは早く二人とも誤解の意味に気づくことができたとも言えるのだが。


    　ただ、那美が勘違いしていたと完全に理解するまで、それから二十分ほど時間を要することになった。


    



    　　　　　●


    



    「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい。本当にごめんなさい」


    　優ゆ梨り花かが止めなければ、那美はおでこを地面にこすりつけるくらいの勢いで土ど下げ座ざしていたことだろう。


    「勘違いならしょうがないよ。少し、痛かったけど……」


    　アツミも優梨花も勘違いだとわかるとすぐに許したが、殴られたアツミはこのくらいは言う権利はある。


    「本当にごめんなさい。白はく鳳ほう院いんさんにも、酷ひどいこと言っちゃって……。なんて謝っていいか……」


    　言われたときは心底傷ついた優梨花だったが、事情を知るとすぐに笑顔を取り戻した。そして那な美みの手を握った。
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    　優ゆ梨り花かからすれば、感情的ではあったとはいえ、親友を想っての那美の行動に少し羨うらやましさを感じずにはいられない。むしろ反論せずに話をややこしくしたアツミに対する怒いかりのほうが大きかったが、ここで喧けん嘩かしても意味がないのでやめておく。


    「那美さんがさちさんを思う気持ちはよくわかりました。まさか、さちさんがそのような勘違いをなされていたなんて。わたくし、さちさんが心配です。あれから結構時間経ってますし、那美さんでさえこうだったのですから、当事者であるさちさんのショックは計り知れないと思います」


    　謝罪モードだった那美はその言葉でやっと元の冷静さを取り戻す。


    「それなら心配しなくていいよ。ここに携帯があるしね。高たか田だくんや白はく鳳ほう院いんさんなら気まずくて出れなくても、きっとあたしなら出てくれる。あたしから説明すれば問題は解決するよ」


    　そう言って那美はすぐに電話を掛けた。


    　しばらくのプッシュ音のあと、コールがかかる。十回ほどコールして、出ないかもしれないと思ったとき、やっと繫つながった。


    「さっちゃん!?　今どこにいるの!?」


    「那美ちゃん？　ごめんねー、さち出かけちゃったみたいなの、ケータイ忘れて。肝心なときにケータイを携帯しないんだから困っちゃう」


    　その声がだれであるか声で理解するよりも、さちの部屋の窓が開いてその母親が出てくるほうが早かった。当然その手にはさちの携帯電話。おそらく、部屋の横でも通りかかったとき着信音を聞いて出たのだろう。


    　那美は、またかよ……とげんなりする。手を振り返す元気もなくなってしまった。


    「あらー、今日は見慣れないお友達も一緒なのね。こんばんはー」


    　優梨花とアツミは初対面なので、どうもとお辞じ儀ぎをする。早めに帰ってくるように言っといてねー、と投げやりに言うと、母親は窓から見えなくなった。


    　アツミは緊張してしまって、背中に脂あぶら汗あせをかいていた。母親が見えなくなって、ふぅ、と息を吐いたが、それもつかの間。普通に玄関から現れ、サンダルを履いて三人の前まで駆け寄ってくる。


    　そして、目を細めてアツミのことをまじまじと見つめ、言った。


    「那美ちゃん。もしかして、彼、高田くん……？」


    　その瞬間、顔の毛穴という毛穴から汗が吹き出るのを感じるアツミ。だが那美は、違いますと即答した。母親はまだしもさちの父親にばれるといろいろとまずい。この場にはいないが、彼はどこに潜ひそんでいるかわからない。


    「あ、そうなの。えへへ、それなら良かった。ここにはお友達しかいないから言っちゃうけど、今日お弁当作っていったでしょ、さち」


    　その瞬間、心臓の高鳴りを感じたアツミだったが、なんとか堪こらえて冷静に聴いた。


    「あれね、実は私が作ったの」


    「なんですとっ!?」


    　那な美みが思わず突っ込んでしまう。アツミはどこか遠い目をせずにはいられなかった。


    「さちね、昨日下ごしらえまではしてたんだけど、寝坊しちゃって。で、本当はさちのためにはならないってわかってたんだけど、親心っていうか、結局私がぱぱーっと……ね。あ、そこのキミ、もし高たか田だくんの友達だったら彼には言わないであげてね。きっとさちが作ったお弁当だって思ってるはずだから」


    　それじゃー、と母親は家の中に戻っていった。那美はいたたまれなくなって、アツミの肩を叩いた。


    「そのー、あれだ。さっちゃんがお弁当作ってあげたい！　って気持ちは本当だからね！」


    　苦しいフォローだったので、アツミは何も言わず頷うなずくことしかできなかった。とても微妙で気まずい空気を払ふつ拭しよくするように月げつ光こう丸まるが鳴いた。


    「そうです。さちさんを捜さないと！」


    　ここに到ってやっとさちの捜そう索さくが開始されることとなる。携帯電話はないし、時刻は九時前。さちが逃げ出してからすでに三十分が経過しようとしていた。

  


  
    



    



    　第五章　友達はいますか？


    



    「うぅ……っっ、……ひっく」


    　さちは一人寂しく泣いていた。真っ赤に充血した目からは、まだまだ涙が溢あふれ出てきている。衝動的に逃げ出して何分……いや、何十分くらい走ったのだろうか。たどり着いたのは公園のベンチだった。別に走り疲れたわけではなく、とにかく落ち着いて泣ける場所が欲しかっただけ。そこにたまたま公園があったというだけの話だった。


    　さすがに夜も九時を過ぎる時間なので、子供の姿はない。それどころか人の姿はどこにもなかった。だから無意識のうちにここを選んだのかもしれない。もし、人がいる場所しか見当たらなかったらどこまでも走り続けていたかもしれない。


    　突発的に飛び出してきたせいで、ハンカチもポケットテッシュもタオルもなにもない。だから涙を拭ぬぐうすべはなく、ただ手の甲とか腕とかでぐしぐしとやるしかなかった。けれど、泣いても泣いても悔くやしさは消えてくれない。


    　アツミのことは大好きなのに、こんなにも残ざん酷こくな仕打ちを受けるとは思わなかった。優ゆ梨り花かにしてもそうだ。せっかくできた友達なのに、どうして裏切るような真ま似ねを……。ましてやキスなんて…。二人とも信じてたのに……。


    　電灯がベンチを照らして、それがさちの涙に乱反射してキラキラと光っている。辺りは真っ暗な中、このベンチの周りだけはとても明るかったのだが、さちはこんな夜の闇とは比べ物にならないほどどす黒い空間に突き落とされた気分だった。


    　何十回目かの洟はなをすすりながら、いったい自分の行動のどこが悪かったのだろう、とさちは考える。自分に非はない、やれるだけのことを精一杯やった……と思いたかったが、ボロがいくつもいくつも思い浮かんだ。そもそもお弁当は手作りじゃない、母親に作ってもらったものなのだ。そんな適当さに対し、天が罰ばつを与えたのだと、さちは勝手に思う。それに、良くなかったのは今日だけではない。もし、二日前、那な美みに言われなかったら、アツミにメール自体しなかったかもしれない。


    　人の手を借りなければお弁当を作るという発想にも到れない。しかもそのお弁当さえ手作りじゃない。本当に駄目駄目だった。そう考えれば自分がなんて馬鹿だったかよくわかってくる。さっきはアツミと優梨花が裏切ったなんて思ってしまったがそれは違うのかもしれない。優梨花がアツミのことを自分よりも真剣に好きだったらどうだろうか？


    　心の中とか夢む想そうだけの自分とは違う、真剣な想い。きっと、優梨花もアツミにお弁当を作ってあげたのだろう。ちゃんとした手作りのお弁当。丹たん精せいこめて、自分の好きという気持ちをおかずの一品一品に乗せて……。もしそうだったら、裏切ったなんて軽い気持ちで口にすることなどできない。むしろ裏切っていたのは自分かもしれない……。


    「こういうのって……」


    　みじめ、って言うんだよね、と口に出すこともできない。余計みじめになるから。


    　きっとアツミは、私の考えていることが理解できなくて戸と惑まどって、今は困こん惑わくしているだろう、とさちは思う。こんな態度で彼女気取りだったなんて。そう考えると、余計に涙が……。


    　今度はだれもいないブランコへと移動する。電灯があるベンチに比べて、ブランコは暗い。自分の今の気分とマッチして自己嫌けん悪おの渦うずにもっともっと溶けていける。


    　思えば最近泣きすぎだった。悲しくては泣き、感謝しては泣き、悔くやしくては泣いて、今は自分がみじめで泣いてそのたびに那な美みに迷惑をかけて。


    　そこでやっとさちは那美のことを思い出した。留守録から戻ってきて、親友が行方ゆくえ不明になっていると知れば、きっと心配するだろう。すぐさま連絡しなければ、と思うが携帯電話は家に置きっぱなしだった。公衆電話から連絡を取ろうとも、十円玉一枚さえ持っていない。


    　さらに連れん鎖さするように、今度は優ゆ梨り花かのことが浮かんだ。もう一度考えてみれば、自分はアツミと付き合っていることを優梨花に話してなどいないのだ。もしかしたら優梨花も心配して捜してくれているかもしれない。さっきは裏切っているのは自分かも「しれない」と思ったが、それは違う。やはり優梨花を裏切っていたのは自分だった。


    　今まで、単に考えようとしなかっただけで、本当はとっくに気がついていたのかもしれない。自分が一番かわいそうだから、自分のことを心配して捜してくれている友人たちのことを、頭の片隅に置いて、一人で悲しみに浸ひたる心地よさに酔っていたのだ。


    「わ、私、本当に最低だ……うぅぅ」


    　もう、こうなってくると、自分がすべて悪いようにしか思えなくなってくる。アツミにしても自分がうだうだやっていたから、優梨花を好きになってしまったとしてもしょうがないと思えてくる。自分がアツミを気になった気持ち自体が悪いのだ！　という理論にまで到達するのにたいした時間はかからなかった。


    　拳こぶしを握り締めれば簡単に血が滲にじんでくる。痛くはないが、今の自分にはこんなみじめさがお似合いだった。


    「さち…………さん？」


    　かすかに自分の名前を呼ばれた気がした。


    「さち、さんなら……返事をお願いします」


    　さちはそれを幻げん聴ちようだと思った。自分を慰なぐさめて欲しいと思う浅ましい心が作り出したものだろうと。


    「那美さん、西にし公こう園えんにもいないようです。本当に……どこに、いっ、たんでしょう……」


    　けれど、その声がかすれていることに気づいて、やっと本物だとわかった。その声の主は優ゆ梨り花かだ。蛍ほたるのような光が、那な美みと携帯電話で会話しながら必死にさちを捜していることを示していた。


    「ゆりちゃん、私なら……ここ」


    　なんてバカなことを言っているのだろう、とさちは思った。べつにだれかに連れ去られたわけでもないというのに、まるで助けを求めるように。被害者であるかのような台詞せりふだ。


    「さちさん！　本当にさちさんですか!?」


    　優梨花がゆっくりと近づいてくる。さちを発見したことを喜んでいたが、さちは自分のことをアツミと交際している敵だと思っているはずだ。その誤解を解く自信がなかった。那美に電話を代われば信じてももらえるだろうが、それ以前に話を聞いてもらえるだろうか……。


    　はじめてできた友達なのに。


    　拒絶されるのが怖かった。


    　だが、その心配は取り越し苦労だった。さちはブランコから立ち上がると優梨花のもとへ迫り、そして抱きついた。


    「ごめん、ごめんねぇ。私、本当に自分勝手で最低で……」


    　謝ろうと思っていた優梨花は、先に泣きながら謝られて拍ひよう子し抜けしてしまった。


    「あの、那美さん。これってどういうことなのでしょうか……」


    『気にしないで。しばらく泣かせてあげて。で、落ち着いたら、あたしと代わればいいからね』


    　とりあえず、もう一度ブランコに座らせても、まださちは泣きっぱなしだった。
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    　優梨花の携帯電話を血の付いていないほうの手で握り締めながら、さちは言葉を吐き出した。


    「え、それ本当なの？」


    　まるで、その場にいるかのように電話の向こう側にいる那美の笑い声が聞こえてくる。


    『あはは、噓うそなんてついても意味ないでしょ。そもそも、ほら、白はく鳳ほう院いんさんが捜してくれてるのがなによりの証しよう拠こだよ』


    　本当はよく状況を把は握あくもせずに早とちりして逃げ出してしまったことに関して、もっと咎とがめたい那美だったのだが、さちのためとはいえアツミをぶん殴ってしまった自分が言えることでもないのでやめておく。


    　さちは改めて優梨花を見てみる。彼女はまだ心配そうにこちらを覗のぞき込んでいる。


    「なみちゃんもゆりちゃんもごめん。私……」


    『はいはい、辛しん気き臭くさいのは言いっこなしだよ。白鳳院さんだってこれ以上湿っぽくされても困るはず。こういうときは……？』


    　那美にまた促うながされてしまう。こういうときに必要なのは謝罪ではなく、感謝の言葉だというのに。


    「ゆりちゃん、ありがとう。私を捜してくれて」


    　すべて自分の早とちりだったとわかったとき、またも、きっと那な美みや優ゆ梨り花かに怒られる、もしかしたら、友達でなくなってしまうかもしれないとも思った。けれど、そこに怒いかりの感情など微み塵じんも含まれてはいなかった。ただ、必死に涙を誤ご魔ま化かそうと、ゴシゴシとハンカチで拭ふいた跡が赤くなってはいたが……。


    　優梨花は必死に冷静を装よそおいながらも、少し表情に影を落とす。さちは慌あわてた。やはり、優梨花を傷つけてしまったのではないか……と。その心配は取り越し苦労だったらしい。


    「あの……わたくし、こういうときにどのように返せばいいかわからなくて……」


    　優梨花を傷つけたわけではなく、ただ彼女は表現するすべを持っていなかっただけなのだ。さちはそんなこと微塵も感じなかったが、那美の受け売りで言ってみた。


    「えへへ、私から言うのもなんなんだけどね……。どういたしまして、でいいと思うよ。その、笑って、ね……」


    　すると優梨花の表情は朝日が立ち昇ったかのように明るくなった。


    「ど、う、いたしまして……」


    　いまだぎこちなさを残したままではあったけれど、それが優梨花の精一杯だった。それに対して、さちも精一杯の笑顔を返す。そのとき、やっとさちの心の中のわだかまりは消えた。


    『はいはい、よくできましたー。さっちゃんも白鳳院さんもね。あたしも今すぐそこに急行したいとこなんだけどさ、それはできないの。あたしね、さっちゃんのおばちゃんに説明しないといけないから』


    　そんな二人の様子を、またも見み透すかすように那美はてきぱきと述べる。那美も心配していなかったわけではないが、そう遠くへ行っていないことはわかっていた。


    「ううん、なみちゃん、いいの。お母さんには私から……」


    　これ以上那美に迷惑をかけるわけにはいかないと思っての発言だったのだが、すぐに那美に遮さえぎられてしまった。


    『ところが、そうもいかないのよ。ほら、さっちゃんにはもう一人無事を知らせないといけない人がいるでしょ。こっちはさ、あたしに任せてくれればいいから、さっちゃんはそっちのほうをお願い。こっちはあたしにもできるけど、そっちはさっちゃんにしかできないことだから』


    　もう一人とは言うまでもなくアツミのこと。那美によれば三人はそれぞれ散ってさちを捜してくれていたらしい。そしてアツミはまだ捜し続けているということも知った。一刻も早く安心させてあげる必要がある。那美との会話が終了し、電話を切ったとき、優梨花はすっかり涙を拭ぬぐいさって、さちの隣となりのブランコに座っていた。そして、なぜかいつの間にか膝ひざの上には、リボンを付けた愛あい玩がん犬の月げつ光こう姫ひめの姿が。


    「あなたも、私を捜してくれたの？」


    　くりっとした目でさちを見つめて、くぅぅぅんと鳴いた。


    「はい、この子の鼻がさちさんを見つけてくれたんです。でも、わたくし、この辺りの道にまだ詳しくなくて、時間がかかってしまって……」


    　涙こそ拭えてはいたが、優ゆ梨り花かの細い腕や端整な顔や長い黒髪は、大量の汗でぐしょぐしょになっていた。さちは出会ってからまだ間もないというのに、優梨花も必死で捜してくれたということが、嬉うれしかった。


    「あの……、真剣な話なのですが、よろしいでしょうか？」


    　さちがもう一度感謝の言葉を述べようとしたとき、優梨花は神しん妙みような顔つきをしてそう言った。


    「ん……？　いいよなんでも訊いてよ」


    　さちが軽い気持ちでそう返答すると、優梨花は深呼吸してから制服の襟えり元もとを直したあと、座っていたブランコから立ち上がった。そのタイミングを見計らっていたかのように、月光姫は膝から飛び降りて彼女の足元に行ぎよう儀ぎよくおすわりした。


    「一度改めさせていただきます。わたくし、名を白はく鳳ほう院いん優梨花と申します」


    　優梨花がなぜか頭を下げる。さちはその行動が理解できなかった。


    「本当は今日の昼休みを予定していたのですが、こちらの手違いと不幸な勘違いによりさちさんに不快な思いをさせてしまいました」


    「いや……あの……、話がよく見えないんだけど。ゆりちゃんの名前はもう知ってるし……。えっと、私ももう一度自己紹介すればいいの？」


    「いえ、そうではなくて……。ゴホン、今はさちさんの級友としてではなく、あなたを守るもの、つまり護衛としての立場のお話をさせていただいているのです」


    　ますます話がつかめなくて、ただ苦にが笑わらいを浮かべることしかできないさちに対し、優梨花は座っていたときとはうって変わって白い陶とう磁じ器きみたいな顔で言った。


    「既死者ゾンビという言葉、ご存じですね？」


    　その単語一つでさちの苦笑いは消えた。既死者ゾンビ──忘れもしないその言葉にさちは唾つばを飲み込まざるを得なくなった。


    「執しつ行こう人にん、昇天結社アセンシヨン、これらの単語にも聞き覚えがあるでしょう？」


    　その二つも忘れたくても忘れられない記憶の一つだった。学校生活や色恋によって上塗りしようとも決して消せない過去が蘇よみがえってきて、脳内を駆け巡る。


    「もしかして、その……、ゆりちゃんも私を消そうっていうの!?　いつかのアツミくんみたいに……？」


    　すると優梨花はふるふると首を横に振ったのちに跪ひざまずき、上うわ目め遣づかいでさちを見た。その目は凜りんとしていて、さちは思わずうっとりとしてしまった。今の今まで感じていた、思い出したくない記憶を消し去ってくれるかのような安心感さえあった。


    「いえ、違います。わたくしは貴方あなたの盾たて。つまり護衛ということになります。貴方を狙ねらう連中が近い将来現れるかもしれない。そんな輩やからから貴方を守るのがわたくしに課せられた使命なのです」


    「ええっと、あの……ゆりちゃん？」


    　そして優ゆ梨り花かはさちの手の甲に口付けした。男の子でもなければ、唇でもないというのに、その遊びではない口付けに、さちは思わず心を奪われそうになってしまう。もし、さちが普通の体だったならば、まともに呼吸ことすらかなわなかっただろう。


    「これが貴方への忠ちゆう誠せいの証あかしです。受け取ってください」


    　そう言うと優梨花は改めて立ち上がり、急に張り詰めたような緊張を解いて続ける。


    「しかし、困ったことがあるのです。あ、の、その……、わたくし、護衛という陰ながらさちさんを支え、身を挺ていして守る立場にありながら、さちさんと友人でありたいなどと失礼なことばかり考えてしまって……」


    　優梨花にはその気持ちをどうすることもできなかった。自分の立場とさちと友人でいたいという気持ちは相反するもので、友人であることが有事の際に、冷静な判断力を失わせる可能性さえある。が、同時に友人を失うことがとても怖くなった。だから、少しずるいとは思いつつも、さちにそれを委ゆだねたのだった。


    「その……、私は、友達でいい。ううん、友達がいいなっ！」


    　その一言で優梨花は、自分の頰がカァと赤くなるのがわかってしまい、それを隠そうと、優梨花はそっぽを向いた。


    「あの……、わたくし……、な、なにか、つ、冷たいものでも買ってきますから、さちさんは高たか田ださんに電話してあげてくださいっ！」


    　少し乱暴に携帯電話を手渡して、優梨花は立ち上がり、さーっと、自動販売機の灯りに走っていってしまった。さちが、そんなの悪いよー、と言ういとまさえ与えない。ちなみに月げつ光こう姫ひめは優梨花の頭の上だ。鈍にぶいさちでも、優梨花が照れていることくらいはわかってしまって、こちらまで気恥ずかしくなってしまった。
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    　全力疾走にも見えた優梨花はすぐに見えなくなって、さちは覚悟を決めていた。アツミに電話して謝る。勝手な勘違いをしていたのは自分なのはわかっているし、那美の話どおり、優梨花がアツミとは別の目的でさちの自宅を訪れたのだとすれば、アツミもなんらかの用事があって来てたわけで。いきなり逃げ出されて戸と惑まどっているであろうことは比較的容よう易いに予想できる。


    　ボタンを押す指は震えていたが、それでも負けない。こんなところでビクビクしていてもはじまらない、そう思いつつさちはついにボタンに触れた。しかし、


    「アツミくんの携帯の番号わかんない……」


    　悲しい事実だった。現代の生んだ便利ツールは、人間に電話番号を覚えるという行為を忘れさせたのだ。さち自身の携帯にはもちろんアツミの携帯電話の番号は登録されている。なんとなく数字の羅ら列れつは覚えていたけれど、完全に丸暗記はしていなかった。当然、優ゆ梨り花かのアドレス帳にも登録されてはおらず、着信履歴、発信履歴にもアツミらしき携帯の番号は見当たらなかった。


    　せっかくの覚悟が、パンクしたタイヤから少しずつ空気が抜けていくみたいに削そがれていくのを感じつつも、優梨花とはやっぱりなにもなかったんだなぁ、と少し安心して、優梨花の携帯電話の蓋ふたを閉じようとした、まさにそのとき──。


    　いきなり無個性な黒電話の音が鳴った。それが優梨花の携帯電話の着信メロディの音だと気づくのにさしたる時間はかからなかったが、ディスプレイの数字を見てさちは戸惑うしかなかった。


    「あ、あ、あああ、これアツミくんだ……」


    　羅列された数字にはなんとなく見覚えがあった。それに優梨花の携帯電話にこの状況で電話を掛けてきて、なおかつアドレス帳に登録されていない人物などアツミくらいしかいない。


    「ゆりちゃーん、で、電話だよー！」


    　一応、優梨花の電話に掛かってきたのは事実なので、持ち主を呼んではみるものの、返事はなかった。さちの声は、優梨花には届いてはいないらしい。


    　やっぱり取ったほうがいいのかなぁ、とさちは悩んだ。いや、取ったほうがいいに決まっている。こんなことで悩んでいるうちにコール音はすでに五回を越えていた。早くしなければ切れてしまうだろう。本当は取りたい。だから通話ボタンにすでに指が触れていた。けれど、さっきので覚悟が削がれてしまって、たった一手がなかなか踏み出せない。一度切れてからもう一度深呼吸でもして掛け直すという方法もある。少しずるいけれど、今取って挙動不審に陥おちいるよりも、まだマシなような気がする。よし、そうしようと思ったときだった。


    「あ、やっと繫つながった。そっちはどう!?　さちは見つかった？　なにか手がかりだけでも、見つかればいいんだけど……」


    　その行動自体が挙動不審だったのか、それとも震える指にたまたま力がこもってしまったのかは判らないが、思わず通話ボタンを押してしまったのだった。電話越しなので音質は決してよくないが、アツミの声が聞こえてくる。さちがその声を聞いたのは久しぶりだった。


    　このまま放置するわけにもいかず、仕方なくさちは口を開く……。


    



    　　　　　●


    



    　タダヒコに説教されて目は覚めたし、さちを傷つけてしまったという自覚もあったのだが、冷静になればなるほどアツミは自己嫌けん悪おに陥おちいっていた。


    　喉のどは水分を求めていたが、それを補給することなどできない。それどころではない。逃げ出したと思ったのは勘違いであったとしても、そこまで追い込んでしまった責任を感じずにはいられない。


    「さち─────!?　いるなら返事をしてくれ!!」


    　何度目の言葉だろうか。たぶん、「さち」という単語をこんなに何度も口に出したのははじめてだった。いつもは心の中で想うばかりで、口に出すことなどほとんどない。ましてや、叫んだことなど一度もない。


    　さちはお弁当を作ってくれるくらい（実際に作ったわけではないらしいが……）に、想ってくれていたというのに、自分はなにもしてあげられていないという事実が歯がゆかった。自分の器うつわがどれだけ小さいかがわかって悔くやしかった。だからせめて直接会って謝りたい、そう思った。


    「いない……のか」


    　アツミは返事がないことに落胆していた。優ゆ梨り花かや那な美みもさちを捜しているのは理解している。だからこそ、最初にさちを見つけてあげたい。


    「おい、嬢じようか那美ちゃんに電話してみなよ。もしかしたらもう見つかってるかもしれないぞ」


    　なぜかアツミの足元には青い蝶ちようネクタイを付けたダックスフント──日につ光こう丸まるがいた。


    「お前、白はく鳳ほう院いんさんの使い魔なんだろ!?　なんで僕のところに……」


    　すると、日光丸は尻尾しつぽをピンと立てて言った。そのくりっとした目は一般人ならばすぐに魅み了りようされてしまうだろう。


    「馬っ鹿だなぁ、お前！」


    　犬に馬鹿にされて腹の立つアツミだったが、反論する前に続けられてしまった。


    「あのな、嬢には姫ちゃんっていう立派な使つかい魔まがもう一匹いるんだよ、だからお前についてきてあげてんの。わかる!?」


    　理屈はわかるがアツミは一人で捜したい気分だったので納得できなかったのだった。だから、その言葉を無視して、また走り出そうとしたのだが、日光丸が回り込んできたので止まらざるを得なくなってしまった。


    「邪じや魔ましようっていうのかよ！」


    　アツミは興奮気味につっかかったのだが、日光丸は冷静だった。さっきまで立っていた尻尾しつぽが、だらりと垂たれ下がっていることからもよくわかる。


    「……そういきり立つなっての。嬢以外の人間とはほとんど会話しないが、お前は特別馬鹿だなぁ。おまえさぁ、適当に走ってるけど、せっかく三人で捜してるってのに、同じとこ捜す可能性考えろよ。そんだけ時間のロスだろ？　ははは、今気づいたみたいだな、顔に出てるぞ！」


    　図星を突かれて、アツミはなにも言えなかった。日光丸はさらに続ける。


    「しかも、全部お前は単独行動じゃねーか！　連れん係けい取る気なんてないだろ、お前。今の状況を那な美みちゃんとか嬢に聞けば、もっと上う手まく立ち回れるだろ。どーしてそんなことに気づかないかなぁ。ほら、どっちでもいい。どっちかに電話掛けな。んで、どこを捜したかとか聞けよ。捜してない場所にお前が行けばいい」


    　犬にまで説教されて、アツミのプライドはいたく傷ついてしまったが、今大事なのはさちだ。日につ光こう丸まるの言葉をしっかりと受け止め、携帯電話をポケットから取り出した。


    　アドレス帳には、散る前に一度電話を掛けあって発信履歴に残しておいた那美と優ゆ梨り花かの番号があった。先に目についたのが優梨花の番号だったので、そちらに掛けてみる。


    　小気味よいプッシュ音のあとに、コールがかかる。その音がアツミにはとても長く感じられた。あちらから連絡がないということは、おそらくまだ手がかりすら見つかっていないということにほかならない。アツミは優梨花の現在地と、捜した場所を聞いたら、すぐにでも通話を切って走り出そうとしていたのだが……。


    『………………………………アツミ、くん…………かな』


    　語尾のほうは聞き取れないくらい、か細い声がアツミの鼓こ膜まくを撫なでた。


    「あ、の……白はく鳳ほう院いんさん……………………だよね？」


    　アツミにはわかっていた、その声の主が。だがそんなはずはない、と反射的に思ってしまって、そう返してしまう。もしかしたら、不快になってしまうかもしれないその返答に、声の主は涙声で言った。


    『ううん、違うの。私……、さち。ゆりちゃんの携帯から掛けてるの。心配かけて……ごめんね』


    　今にも消えそうで、やっと声を搾しぼり出しているらしいことは電話越しでも理解できた。だからアツミは逆に一つ一つの単語を聞き取れるように、しっかりと発音する。


    「いい。言わなくていいんだ。これ以上言わないでくれ」


    『でも……』


    「いいんだ。謝るのは僕のほうだよ。僕が臆おく病びようなのがいけなかったんだ。本当は怖かっただけなんだ。拒絶されるのが……あのとき、あの三週間前のときみたいに……。さちが行動してくれるのを待ってただけなんだ。僕、男なのに、情けない……よね」


    　アツミがそれを口にするのはとても勇気の要いることだった。下へ手たをすれば、さちに愛あい想そを尽かされてしまうかもしれない。目を閉じて運命の返答を待つアツミ。だが、さちの答えはアツミの予想とは違った。


    『それ……本当なの……。ということは私と同じだね！』


    　しばらくの沈ちん黙もく。アツミはその言葉の意味がよく理解できなかった。


    「同じって……？」


    『うん、そのままの意味だよ。私も臆病だったの。アツミくんにお弁当を作ろうと思い立ったのもごく最近だし。ほら、最後にメールした日あったでしょ。そこから少し前に進もうと思って。なみちゃんにアドバイスもらって……。だからね、アツミくんも謝らなくていいよ』


    　それを聞いてアツミは安心すると同時に少し笑えてきてしまった。自分のことしか考えていなかったというのは本当だが、逆に言えばさちの気持ちを勝手に解釈して、うじうじしていたことにほかならない。アツミの想像の中のさちは、アツミの行動に対して、どうして話しかけてくれないんだろう、と悲しんでいる姿が多かった。けれど蓋ふたを開けてみれば、自分と同じだったのだから笑いがこみ上げてくるのも無理はなかった。


    「なんだ!?　早く、出発しようぜ……なに笑ってるんだか……」


    　会話内容が聞こえていない日につ光こう丸まるは、そんな姿を見ながら白い目を向けていたが、アツミはそんなことお構いなしだった。


    『もぅ、そんなに笑わなくてもいいじゃない。………………えへへ』


    　アツミの笑い声に対してさちが抗議するが、やはりアツミと気持ちは同じだった。さちもなんだか今までうじうじしていたのが馬鹿らしくなったので、釣られるように笑ってしまう。


    「……その、やっぱり僕、今までのこと全部ひっくるめて謝りたい。直接会って話がしたい。さちの声が聞きたいんだっ！」


    　傍はたから見ていたら、だれもが赤面してしまうような言葉を堂々と叫ぶアツミ。アツミの口調からして、さちが見つかったらしいことは理解できた日光丸。だれが見ているわけでもないというのに思わずそっぽを向いて他人（犬？）のふりをしてしまうほどの恥ずかしさだった。


    「あの……、今どこにいるの？」


    『……西にし公こう園えん』


    　アツミの現在地は東ひがし公園という桐きり人ひと町の東西南北に設置された公園の一つで、現在地からは、数キロ以上離れている上に、道順もよくわからなかった。けれど、すぐにでも直接さちと会って話がしたいという気持ちが勝まさった。


    「おい、犬！　西公園だ。そこにさちはいるみたいだ」


    　電話をする前とはうって変わって明るい表情のアツミ。日光丸は少し面白くなかった。女の子の笑顔なら気持ちもいいが、男が笑っていても全然気持ちよくない。


    　お互い笑いあったのち、アツミが、今すぐに行くから待ってて、と言おうとしたそのときだった。


    『な。あなただれですか……。うっ……』


    　そんな不可解な台詞せりふを残して、回線が一方的に途切れてしまった。


    「あれ、おかしいな……」


    　はじめはたまたま回線が切れただけだと思った。間違えてボタンを押してしまって電話が切れることはよくある。だからアツミも深く考えはせずに、もう一度電話を掛け直したのだが……。


    　──おかけになった電話は電波の届かないところにあるか、電源が入っていないためかかりません。


    　そんな機械的な音声がアツミの耳にこびりつく。もう一度掛け直してみるが結果は同じ。


    充電が切れてしまっただけかもしれない、とも考えたが、それにしては不自然な会話の途切れ方だった。それだけならまだ楽観視できる範囲だったのだが、なぜだか、奇妙な悪お寒かんに襲われる。それが虫の知らせであろうことがわかってしまう。


    「おい、アツミ！　やばいぞ。大変なことになってきた！」


    　つまらなさそうに、さっきまでコオロギのような昆虫を追い回していた日につ光こう丸まるが、急に唸うなりだした。


    「俺は嬢じようの使つかい魔まだが、もう一匹いるのは知ってるよな？　俺とその子は遠く離れていても精神を共きよう振しんさせて、いわゆるテレパシーで意思疎そ通つうできる。つまり、嬢がいないところでも俺がさっちゃんを見張っていれば安心ってことだな。と、話は逸それたが、その子から今、連絡があった。さっちゃんが──襲われてる！」


    「ちょっと待て。昇天結社アセンシヨンがさちを護衛してるっていうのに、だれがさちを襲うっていうんだよ!?　ま、まさか……」


    　興奮してつかみかかりそうな、いや、もし相手が人間ならばつかみかかっている勢いで、アツミは日光丸に詰め寄る。日光丸は冷静を保たもちながらも、牙きばをギリリリと鳴らし、その答えを口にする。


    「そう……既死者ゾンビ以外の不死者アンデツトだよ！　姫ちゃんの話によると……吸血鬼ヴアンパイア！」


    　そこまで言って日光丸は走り出した。常じよう人じんを超越したアツミであっても、ヒトよりも走ることに特化している犬の、さらに使い魔ともなると走力では敵かなわなかった。


    「ちょっと待て。僕、道がわからな……」


    「そんなもん自分で探せ！　いいか？　さっちゃんを守るのが嬢の役目だが、嬢は俺と姫ちゃんが揃っていないと本当の実力を発揮できない。だから、俺が一刻も早く戻らないと大変なことになる！」


    　そんな台詞せりふを残して日光丸は弾丸のような速さで、それこそ小型犬しか通れないような住宅の合間を縫うように消えていった。


    　受話器からは、いまだあの機械音が聞こえてきていた。その音が聞きたくなくて、電話を切ると、アツミの耳にはまたあの二週間前と同じ、ツーツーという音だけが響く。


    　考えるより先に足が出る。制服のシャツは汗を吸って重くなっていて、こんな状態でさちには会いたくないところであるが、今はそんなこと気にしていられなかった。


    「さちは僕が守るって決めたんだ！」


    　自然に声が出た。もうあの二週間前には決して戻りたくはなかったが、それよりも恐ろしいのは、さちがいなくなってしまうことだから。


    



    　　　　　●


    



    　優ゆ梨り花かは自動販売機でさちから好きだと聞いていたオレンジジュースと、自分が好きな冷たいお茶を買っていた。その顔はまだ少し紅こう潮ちようしたままだった。


    「あはは、ユリカ少し顔赤いネ。少し面白いヨ！」


    　そんな優梨花を月げつ光こう姫ひめはからかうが、とうの優梨花は鼻歌なんぞ響かせるほどご機き嫌げんで、聴いていない様子だった。月光姫は、そんな優梨花の様子を見ていてとても嬉うれしかった。今まで、優梨花がこんなにご機嫌な様子を見せたことは、あまりなかったのだ。使つかい魔まとして、主人の喜びは自みずからの喜びなのだ。思わず尻尾しつぽも振りたくなる。


    「ねーねー、ユリカぁ」


    「どうしました、月光姫？」


    「ところで、どうしてサチの前ではウチら会話したらいけないのー？」


    　手のかかる妹のように月光姫が優梨花に問いかけた。それを優しく諭さとすように、優梨花は答える。


    「それはですね、わたくしと貴方あなたや日光丸が直接人語と同じような形で会話できるとわかってしまっては、わたくしがさちさんから離れたとき、あなたたちがさちさんを──あまりこんな言葉は使いたくないですが──監視しにくくなるからです。それに、犬好きなさちさんが、わたくしだけ犬と会話できるという事実も面白くないでしょうしね」


    「ふーん、そんなもんかなぁ……。まぁ、別にウチはどうでもいいけどネー。もちろん仕事はちゃんとするけどサ」


    「そのとおり。その心意気です！」


    　そう言って月光姫を激げき励れいする優梨花。が、月光姫には優梨花が無理しているということがわかっていた。本当は既死者ゾンビだとか護衛だとかいうことは抜きにして、普通の人間として友達になりたいというのが、優梨花のさっきまでの鼻歌から伝わってきていた。


    　ガタンと落ちてきたペットボトルのお茶を、器用に後ろ脚で立った月光姫が、前脚で自動販売機から取り出して口にくわえ、スッと飛び上がる。その高さは丁ちよう度ど優梨花の胸のあたり。それを特に合図もせずに優梨花はつかみ取った。


    　さちよりも先に口をつけるのは悪いとは思いつつも、ここに来るまでに消費した水分を補給するために優梨花はぐっとお茶を呷あおった。


    「まさか、既死者ゾンビを護衛しろなんて任務が与えられるなんて思わなかったよネー。しかもサチってトンデモネー強さなんでしょ？」


    「ええ、わたくしもはじめ驚きました。おそらくは、さちさんのような『覚かく醒せいした既死者ゾンビ』になにか秘密があるのだとは思いますが、それはわたくしたちには関係ないことです。まださちさんとお会いしてから日は浅いですが、普通のヒトとあまり変わらないような気もします。さちさんとお会いしてから、わたくしは何度も彼女がヒトなのではないかと錯さつ覚かくしてしまいました」


    「そだネー。優ゆ梨り花かよりよっぽど人間くさいっていうか……、犬のウチが言うのもおかしいけどさ。……ていうか、そろそろ戻ろ。サチが待ってるよ」


    　そう言われて、優梨花は少しむすっとしながらも、ペットボトルのキャップを閉めて、また公園に向かって歩き出す。その動きに合わせて月げつ光こう姫ひめは飛び上がり、優梨花の頭上に飛び乗る。


    「それにしても日にっちゃんはなにしてんだろーねー」


    「日につ光こう丸まるなら高たか田ださんとともにさちさんを捜しています。那な美みさんはこの辺の地理に詳しいらしいですが、高田さんはわたくしと同様にこの辺りの細かい道までは詳しくないそうですから。わたくしのもとに貴方あなたと日光丸がいたのでは貴方たちの鼻を有効に使うことはできません。戦力は分散させたほうが……」


    「でも、それってなんだかんだ言って、あんなに言い争いしてたアツミと協力してることになるんじゃないの!?」


    「なっ、わ、わたくしは効率よく捜したほうが一刻も早く見つけられるだろうと……。そもそも、それはさちさんの捜索を開始する前にしっかりと説明したではないですか！」


    　なんだか優梨花が必死だったので月光姫は笑った。彼女は使つかい魔まの癖くせに主人をからかうのが好きなのだ。月光姫はわかっていた。優梨花の台詞せりふには噓うそはない。本当に効率化を図ったゆえの行動で、それ以上深い意味はないのだ。


    「はいはい、あはは、ゴメンネ、忘れっぽくてサ。でも、そんな昇天結社アセンシヨンが保護するような既死者ゾンビであるサチを不死者アンデツトたちはナゼ狙ねらうのかナァ……。それに既死者ゾンビを守るっていうコト自体ウチには理解できないんだケド……」


    「それはわたくしたちが立ち入るところではないですが、おそらく昇天結社アセンシヨンはさちさんを利用しようとしているというのはわかります」


    　まるで悟さとりきっているかのようなその台詞に、月光姫は抗議するように鳴いた。


    「こっちだって命いのち懸がけてやってるんだし、本部がそのトンデモネー強さのサチに護衛をつけさせるってことは、襲ってくる輩やからもトンデモネーってことになると思うんだケド。その目的くらい知ってないと命なんか懸けたくないヨ」


    「それでも……」


    　優梨花は一度呼吸をしておいて、背筋を伸ばし宣言する。


    「わたくしはやらないといけないんです！　はじめは既死者ゾンビになど嫌けん悪お感しかなかったですが、さちさんと話してみるといつしかそれも薄れていきました。任務など関係なく友人としてさちさんを守りたいのです！」


    　その顔は、今まで月光姫が見たことないほど凜り々りしかった。それこそ四し六ろく時じ中ちゆうずっと一緒にいる月げつ光こう姫ひめにとっても、それは衝撃的だった。それほど、さちという存在が優ゆ梨り花かの中で大きくなっているのだ。今まで優梨花には友達と呼べる存在がいなかったのだから、しょうがないのかもしれない。そんな友人を利用する意思との板いた挟ばさみにも負けない、というその宣言は半はん端ぱな覚悟ではできないだろう。


    「主人のユリカがそう言うのなら仕方ないケド……。おっとサチがいるブランコが見えてきた！　それじゃ、ウチは喋しやべるのやめるネー」


    　月光姫は話が重くなりすぎないようにと軽めに言った。それで終わり。優梨花も少し興奮してしまったと反省する。月光姫は優梨花との会話を打ち切り、そのまま優梨花の頭の上に飛び乗ろうとしたが、急にグルルルルル、と唸うなりだした。まるで警告するように、吼ほえた。


    「月光姫、どうしました!?」


    　その興奮具合から、ただごとでないことを優梨花は覚さとる。月光姫が敵意をこめた咆ほう哮こうを向けた先には、さちともう一人男がいた。アツミではないが、優梨花にとって見覚えのある男だった。


    「さちさんっ!?」


    　はじめ、優梨花にはさちが立っているように見えたのだが、それは違った。さちの足は地についていない。つまり、浮いていることになる。


    「ゆ、り……ちゃん……？」


    　さちは定まらぬ目の焦点を、なんとか優梨花らしき声の方向へ合わせようとするが、背中に衝撃を受けてそれもできなくなった。


    　いくら夜中とはいえ、夏には似合わぬコートを纏まとうその男が、さちの心臓から爪を抜く。いや、爪に突き刺さっている異物──さちを抜いたと言ったほうが正確かもしれない。伸びた長い爪をぶんと、振るとさちは男の爪から抜け落ち、その勢いで飛ばされ公園の木にぶつかった。その衝撃で木はめりめりと音を立て、そして折れた。


    　そのまま、さちは動かなくなった。


    　ゆっくりとさちに近づこうとした男を優梨花は呼び止める。


    「……どうも、だれかと思えば白はく鳳ほう院いんさんでしたか。四日ぶりですね……」


    　優梨花を一いち瞥べつしたコートに身を包んだその男は、唯ゆい一いつ露出している鋭するどい犬けん歯しを鈍にぶく光らせる。彼は穏おだやかな口調だったが、優梨花には彼が小さく舌打ちするのが聞こえていた。


    「丁ちよう度どよいところに来ましたね。やっと見つけましたよ！　喜んでください、コレこそ余よ震しんではなく本震……。どうやらこの街で感じていた強力な既死者ゾンビの個体のようです」


    　男は不敵に笑った。青いコートの長い袖そでは男の腕をすっぽりと覆おおっていたが、長く伸びた爪と、それに付いた赤い血は隠せなかった。


    「灼しやく炎えん鬼き……」


    「呼び捨てとは無ぶ粋すいですが、まぁいいでしょう。貴方あなたはヒトで私は吸血鬼ヴアンパイア。相あい容いれないのは仕方のないことです。まぁどうでもいいですけどね。私は目的さえ果たせればそれでいいのですから」


    　そう言って伸ばした爪をペロリと舐なめる。すると、彼の口元は微妙に緩ゆるんだ。


    「この味、美お味いしくはないですが、やはり既死者ゾンビですね。おそらくは私が踏んでいるように『真の不死者アンデツト』に近しい者である可能性は高いと思います。その証しよう拠こに、久しぶりに私もヒトの生き血が吸いたくなってきました！」


    　目ま深ぶかにかぶっている帽子をさらに深くかぶり直して、灼しやく炎えん鬼きはさらに饒じよう舌ぜつに語りだす。


    「本当は私単独で始末したいのですがね、執しつ行こう人にんが居合わせた場合は、執行人にその権利を譲る、というなんとも不平等な同どう盟めいのルールがありますからね。まぁ、いいでしょう。さぁ、白はく鳳ほう院いんさん。ソレに攻撃を加えてください。それでも消滅──いえ、昇しよう天てんしないのであればその個体は『真の不死者アンデツト』に覚かく醒せいするはずです。我々が単独で発見できなかったのは残念ですが、それでも大きな収しゆう穫かくだと思われます」


    　この場合、なんとか誤ご魔ま化かして、ここから灼炎鬼を立ち去らせるのが得策だということは優ゆ梨り花かには理解できていた。しかし、気づいたときには駆け出していた。いや、駆け出さずにはいられなかったのだ。


    　灼炎鬼の説明を無視して優梨花はさちのもとへ向かい、だらんと垂たれ下がった首を起こして叫んだ。


    「さちさん！　しっかりしてください!!」


    　すると、まるで授業中に寝てしまって、教師に怒られてしまったくらいの軽さでさちは目を開ける。


    「えへへ、ゆりちゃん……、ごめんね。ちょっとびっくりしちゃった」


    　しかし、それが強がりであることは優梨花には容よう易いに理解できた。その笑顔とは相反するように胸からは、血が流れている。


    「さちさん。すみません、わたくしが油断したばかりにっ！」


    「ううん、大丈夫……。これくらいなら平気。痛くないし、そのうちに……治る、から」


    「いえ、じっとしていてください」


    　しゃがんでいた優梨花は立ち上がって振り向き、灼炎鬼を目を細めて見み据すえた。そのタイミングを見計らったように、足元には月げつ光こう姫ひめが現れる。


    「な、なにをしているのですか！　本震であるならば、すぐに再生がはじまってしまうはずだ。私は規定によりあなたに昇しよう天てんさせる権利を譲っているにすぎないのです。早く攻撃をっ！」


    　顔の上半分は見えないものの、灼炎鬼は口元を歪ゆがめている。足元の月光姫は灼炎鬼に対して、威い嚇かくをはじめる。


    「申し訳ありませんが、その要求は却きやつ下かさせていただきます」


    「な、なに!?　どのような権限があって……」


    　うろたえる男が優ゆ梨り花かを見据える。彼女はさちを庇かばうように立ち塞ふさがって男を睨にらみつけていた。


    「ハッ……もしや……」


    　灼しやく炎えん鬼きの歪んだ口元が、突とつ如じよとして裂けるように大きく開かれ、そして彼は大声で笑い出した。


    「アハハハハハハハハ、そういうことですか！　ヒトというのは本当にずるい。我々だってヒトに対する嫌けん悪お感や憤ふん怒ぬの念を押し留とどめて、あなたたちと同どう盟めいを結んでいたというのに……。まさか、すでに覚かく醒せいした既死者ゾンビの存在を察知……、いえ確保していたとは！　これが知れればまた我々は対立路線を強しいられることになりそうですね」


    　灼炎鬼は帽子を脱ぎ捨てその頭部を露ろ出しゆつさせた。金色の頭髪は、耳にかかるくらいの長さではあるが、ヒトとそう変わらない。が、その目はその名のとおり、まるで炎のような灼しやく熱ねつ色。そして、ヒトよりも大きく長く裂けた口元からは銀色の犬けん歯しが光っている。


    「いえ、そうはなりません。残念ながら、この秘密を知ってしまった貴方あなたは、わたくしに討たれることになりますので。このお話はここだけでお終しまいです。他の不死者アンデツトたちに知れることはない。あなたが単独で行動していたのが運の尽きということですね。そして貴方はわたくしの友人であるさちさんを苦しめた。その罪を償つぐなってもらいますよ」


    　うふふ、と優ゆう雅がに笑いながらその長い髪を揺らしつつ、優梨花はすでに臨戦態勢に入っていた。


    （月げつ光こう姫ひめ、日につ光こう丸まるはあとどの程度でここまで到着できそうですか？）


    （三分ってトコかな）


    （わかりました。それまではもたせましょう。日光丸が来たら、一気に決めます！）


    「その態度からして、やはりあの個体は覚醒しているというわけですね。ふぅ、どうりで手ごたえがまるでないはずだ。とはいえ私も運がいい。貴方がその既死者ゾンビと知り合いであるならば、ここで我々の真の目的が達成できるかもしれないのですから！」


    　そしてまた笑い声を上げる。それは金切り声のような甲かん高だかい音で優梨花は不快になった。だがそれ以上に、優梨花の頭の中には疑問が浮かんでいた。


    「その顔、『覚かく醒せいした既死者ゾンビ」──『真の不死者アンデツト』の重要性を理解していないようですね。でも、教えてあげませんよ。ヒトは我々を騙だましていた。その報むくいです！」


    　それが合図だった。灼しやく炎えん鬼きはその両手を広げた。腕は長い袖そでによって隠れているが、次の瞬間に鋭するどく尖とがった長い爪が、袖口から露ろ出しゆつした。その長さは自みずからの腕の倍ほどはある。


    　優梨花と月光姫は一度距離を取るために、さちが座り込みうな垂だれている位置から横に跳んだ。だいたいこれで距離は十メートル程度は離れたことになる。


    「わかりました。きっと貴方は後悔することになると思います。まぁ、後悔する暇ひまがあればいいですけどね」


    　着地すると同時に、優ゆ梨り花かはそう挑発するように言った。怒いかりは判断を鈍にぶらせる。戦いは常に冷静な者のほうが有利なのだ。


    「よく喋しやべりますね。それくらいでなくては、ふさわしくない！」


    　自分だってよく喋るくせに、と優梨花は思った。それに、戦いにふさわしいとかそうでない、という概がい念ねんは存在しない。などと思考を回転させていると、ついに灼しやく炎えん鬼きがこちらへ向かって跳んできた。


    　刀のような爪を振りかぶって袈け裟さ懸がけに一いつ閃せん。さらに逆袈裟に連撃。優梨花は避よけながらその速度をうかがいつつ、男の懐ふところに飛び込んだ。そして徒と手しゆ空くう拳けんの構えを取り、みぞおちへ正せい拳けんを撃ち込む。


    「ぐっ！」


    　灼炎鬼は自然とそんなを声を吐き出す。だが、それは単に隙すきを作るだけの一撃。本来の攻撃はそのあとにあった。灼炎鬼がその場しのぎに右の爪をなぎ払う。しかし、優梨花はそれをまるで予測していたかのごとくしゃがみこんで避けた。その動きを捕捉しようと、左の爪で障害を排除しようとした瞬間──


    「ウガァァ!!」


    　灼炎鬼が絶叫する。右肩に激痛が走ったのだ。とっさに痛みの発生源を見ると、そこにはピンクのリボンを付けた愛あい玩がん犬が嚙かみ付いていた。普通、吸血鬼ヴアンパイアをはじめとする不死者アンデツトには「痛み」という概念は存在しない。傷は再生するため、通常の火器や銃弾などの傷でもすぐに再生してしまう。そんな、不死者アンデツトに対してダメージを与えるためには、精神干かん渉しよう術を使用しなければならない。不死者アンデツトを狩るものとして、精神干渉術が使用できることが絶対条件と言えた。


    　優梨花の戦術は使つかい魔まである日につ光こう丸まる及び月げつ光こう姫ひめとの連れん係けいである。連係といっても単なるコンビネーションだけではない。精神と精神を同調させることによって、月光姫及び日光丸の攻撃力、防御力から脚力、反応速度、五感、さらには精神力から牙きばや爪の硬さ、肉球の柔やわらかさに至るまで、ありとあらゆる方面の能力を強化する。そしてそれを手足のように操あやつるのだ。


    　右肩の傷の痛みに耐えかねて、灼炎鬼は足をふらつかせながら、爪をぶんぶんと振り回すが、優梨花にも月光姫にも当たりはしなかった。大きさの異なる一人と一匹の攻撃に灼炎鬼は圧倒されるしかない。


    　月光姫の動きに気をとられていると、さらに背中に衝撃を受ける。気づいたときには灼炎鬼は地面に叩きつけられていた。それは背後に回り込んだ優梨花の蹴り。


    「うぐぐぐっ」


    　灼炎鬼が苦戦する要因は、「痛み」のせいだった。優梨花も月光姫も動き自体は、彼と比べてもそう俊しゆん敏びんなものではないのだが、まるで体が裂けるような痛みによって、動きが鈍にぶってしまっている。追いつきそうになったときに、また痛みがやってきて体を鈍らせる、それがループしてしまい反撃ができない。


    「ふぅ、なかなかしぶといですが……、口のわりにはたいしたことありませんね」


    「ユリカ、これ以上お喋しやべりしちゃダメだヨ」


    　月げつ光こう姫ひめに注意され、優ゆ梨り花かは少々反省する。こう簡単に会話に乗ってしまってはペースを乱されるかもしれない。平常心を保たもたなければ、思わぬところで足をすくわれることになる。そう思いながら、優梨花は汗を拭ぬぐった。


    「日にっちゃん!!」


    　月光姫が叫ぶ。絶好のタイミングでしゅたっ、と日につ光こう丸まるが闇間を縫うように公園に到着した。


    「ふぅ、間に合った間に合った。嬢じよう、遅くなってスマン。……って、なんだよ、もうラストじゃんか！　あーあ、そんなに急がなくてもよかったかな……」


    　日光丸は男に一いち瞥べつをくれたあと、ゆっくりと歩き、優梨花の前まで来て尻尾しつぽを振る。


    「いいえ、丁ちよう度ど貴方あなたの力が必要なときでした。力を貸してください」


    　日光丸と月光姫は頷うなずき合って、優梨花のもとへ駆け寄る。そして、彼女は目を閉じた。


    　不死者アンデツトたちに対し、痛みを与えることは精神干かん渉しよう術でなければならないのは前述のとおりだが、たとえ牙きばだとか爪などの類たぐいで切り傷や嚙かみ傷を作ろうとも、いつかは再生してしまうのが不死者アンデツトたちの特性だった。そんな不死者アンデツトを消滅、つまり昇しよう天てんさせるためには、結局は巨大な火力が必要だった。


    　優梨花の戦術──それは、日光丸と月光姫という二匹の使つかい魔まを精神干渉術で強化することであるが、とどめに関しては違う。普段、自みずからは格闘術によるサポートに回り、急所などを狙ねらい相手をぐらつかせ、その隙すきに二匹が痛みを伴う攻撃を絡めて徐々にダメージを蓄ちく積せきさせたのちに、まったく逆の戦法を取る。


    　一度送り込んだ精神を、二匹の身体を通して循じゆん環かんさせ、それを何倍も膨ふくらませ優梨花に再び流し込む。そして優梨花自身の身体能力を向上させるのだ。


    　そして今、その力すべてが優梨花の拳こぶしに集まっている。これを命中させれば、吸血鬼ヴアンパイアといえどひとたまりもなく蒸じよう発はつする。だが、これには弱点があり、他を強化できないため、決定的に有利な状況で使わなければ、当てることさえかなわないし、外せばすべて発散してしまう。


    　とはいえ、この状況ならば外すことはありえない。つまりこの状況を作り出せば勝利は確定となる。


    「本来ならばこの手を直接汚けがしたくはないのですけど、できるだけ苦しめないため──仕方がありません。あなたを昇しよう天てんさせます。あなたは、最期の言葉を残せます。わたくしはそんなもの聴きたくもないのですが、それが決まりですので………………覚悟は決まりましたか？」


    　見下ろす体勢でそう言い放った優梨花に対して、ぼそぼそと聞き取りづらい声で、男は言った。


    「……あなたの負けです」


    　それはとても小さくて、呼吸音に搔かき消されるくらいのかすかな音だったので、聞き返そうとしたのもつかの間だった。


    　ぐにゃり、と大気が歪ゆがむ。


    「ユリカ、早くしてっ!!」


    　そう月げつ光こう姫ひめが吼ほえる。言われなくとも、圧あつ縮しゆくされた精神によって強化された拳こぶしは、その巨大な力を発散したがっていた。優ゆ梨り花かは迷わずその拳を男の顔面に撃ち込む。その衝撃はすさまじく、触れなくとも灼しやく炎えん鬼きの周りの地面の土が舞い上がるほどだった。


    　轟ごう音おんが夏の夜空に響き、砂煙が起おこり辺りを包み込む。まるでなにかの機械を使ったかのように、地面は直径十メートルほどの半球状に抉えぐれていた。優梨花は穴に落ちないように撃ち込んだ瞬間に跳び退のいていた。


    　が、優梨花は勝利を確信したその一撃を放った拳を、ただ、わなわなと震わせるばかりだった。なぜなら──。


    　手ごたえがなかったのである。


    「嬢じようっ!!」


    　その瞬間に優梨花は吹き飛ばされていた。それと同時に鈍にぶい痛みが優梨花の腕を襲う。


    「く……」


    「ふぅ、避よけられてしまいましたか……。それにしても、非常に危ないところでした。あと少し遅かったなら、あの世行きでした。まぁ、私はあの世など信じてはいませんがね……」


    　その声の主は灼炎鬼。男は優梨花の拳を紙かみ一ひと重えで避けたのだった。それは優梨花の動きが最後の一撃を放つために鈍くなったからこそできた芸当。


    　優梨花はその隙すきを突かれ、背後に回られたときに、爪の攻撃を受けたのだった。間かん一いつ髪ぱつで日につ光こう丸まるが優梨花に体当たりしなければ、首筋の血管を損そん傷しようしていたことだろう。


    　灼炎鬼はコートの袖そでをちぎり捨てて腕を露ろ出しゆつさせた。そして長く鋭い爪に付いた優梨花の血を滴したたらせるように口元に運ぶ。すると、肩口の嚙み傷が目に見えて治っていく。


    　コートに覆おおわれているために、傍はた目めからはわからないが、首筋や足、わき腹に至るまで、受けた傷のすべてが、その一滴で治ち癒ゆしたのだった。


    　口元の血を拭ふき取りもせず灼炎鬼が続ける。


    「やはり、我々は同どう盟めいなど捨てたほうが良いですね。やはり、血は生き血に限る！　それによって、ほら、こんなこともっ！」


    　血を飲んだことによって傷が治ったからか、それともなんらかの奥の手があるのかは知らないが、灼炎鬼は先ほどまでよりさらに饒じよう舌ぜつになった。そして、一度爪を縮め再び伸ばす。その仕草はまるで刀を納めたのちに、もう一度抜き直す仕草にも似ていた。単にもう一度伸ばしたわけではなく、その爪の色が変化する。


    　まるで鋼鉄のようなねずみ色をしていた爪の色が、まるで血のように鮮やかな紅あかい色をしていた。それが揺れるたびに鮮血が滴したたり落ちるように火の粉が落ちる。そう、その紅い色の正体は炎。炎が爪を包んでいるのだ。それこそが彼を、ヒトである執しつ行こう人にんたちが灼しやく炎えん鬼きと呼んでいる所以ゆえん。


    「嬢じよう、派手さに惑まどわされるんじゃないぞ！」


    「そうだヨ、さっきは外したけどもう一度やればいい。今度は慎しん重ちようにすればきっと外さないから」


    　優ゆ梨り花かは、ええ、と頷うなずき一度クレーターから離れた。そして今度は日につ光こう丸まると月げつ光こう姫ひめの二匹に精神を干かん渉しようさせるために、両手をかざした。たとえ、爪に炎が灯ともろうともこちらが相手の動きを圧倒していることには変わりない。


    「あはははは、貴方あなた、忘れっぽいですね。私がさっき貴方の負けを宣言したというのにまったく気に留めていないんですから。だから……こうなるんですよ！」


    　その灼炎鬼の言葉を優梨花はほんの耳元、耳じ朶だで聞くことになる。まさか、そんなはずはない、と優梨花が思うのは無理もない。なぜなら、背後から首をつかまれていたのだ。さっきまでその目で灼炎鬼を捕捉していたというのに、どうやって背後に回ったというのだろうか……？


    「うぅ……」


    　が、声が出ない。優梨花の視界は滝のような汗と、頸けい椎ついを圧迫されることによって出てくる涙によって遮さえぎられた。彼女には見えなかったが、二匹には確かに見えていた。三人に増えた灼炎鬼の姿が……。


    



    　　　　　●


    



    　優梨花が灼炎鬼を相手にし、それを圧倒していたころ、アツミはやっと西にし公こう園えんに到着していた。優梨花と吸血鬼ヴアンパイアの戦いは気になったが、まずはさちを保護するのが先決だった。どうやら、彼女自身は、現在戦闘に巻き込まれているわけではないらしい。


    　本当は声を上げて捜したいのだが、自分の存在を知らせるのは得策ではない。気配を覚さとられないように暗闇の中を探る。


    「さち！」


    　さちは折れた木の根元に、まるで眠るように倒れていた。思わず声を上げてしまったが、丁ちよう度ど同じタイミングで優梨花がとどめの一撃を放ったところだったので、その音は簡単に搔かき消された。それは大気を震わせ鼓こ膜まくを揺さぶり、数十メートル離れていても衝撃を感じるほどだったが、アツミにはさちしか見えていなかった。


    　駆け寄って抱き起こす。息はある……。というか、眠る「ように」ではなく、本当に眠っていただけだったので、少し拍ひよう子し抜けしてしまった。しかし、制服は土や砂によって汚れていたし、胸部──つまり服の心臓の部分が破けていた。


    　外傷はなかったので安あん堵どのため息をついたのもつかの間。


    「あの……、アツミくん……、ごめん。来てもらったのは嬉うれしいんだけど、少し……ううん、すっごく……、恥ずかしいよ……」


    　さちが……いつの間にか目を覚ましていた。


    　抱き起こそうとしていたアツミは凍り付いた。やましいことはなに一つしていないのだが、その手と顔の位置が悪かった。制服の胸部に開いた穴からさちの体を覗のぞき込む格好で、手は当然、穴を広げるように両端を持っている。さらに顔は、至近距離まで胸に近づけていた。傍はたから見ると変質者にしか見えない。


    「あ、あの、ここここ、これは……、さちのことが心配で……」


    　アツミがとんでもなく挙動不審になって言い訳する。


    「いや、悪気がないのなら……、その、怒ってるわけじゃなくて……」


    　さちは自分の顔が真っ赤になっているのがわかって、その顔を伏せた。


    　とはいえ、アツミが自分のために来てくれたという事実が嬉しくて、ムフフな笑いがこみ上げそうになったその瞬間──。


    （ラブコメしたい気持ちもわかるけど、そうも言ってられないみたいね）


    　ドクン、とさっきまで穴が開いていた胸に違和感を覚える。傷は完かん治ちしているはずなのに、なにかに胸を射い抜ぬかれたような感触。


    　そして、頭の中から聞こえてくる自分とは違うあの『声』。


    「あ、あの……、さち、怒っちゃった……？」


    　いつまでも下を向いているさちをアツミが覗き込もうとすると……。


    「あ、痛ッッ！」


    　なぜかデコピンされてしまった。


    「ゴメンネ、アツミくん。続きはまた今度だよ……！」


    　そう言ってさちは立ち上がる。彼女の顔を見てアツミは愕がく然ぜんとせざるを得なかった。それはあのときの……二週間前に学校で見せた、不敵な、それでいてあざ笑うようなあの顔だった。


    　そして、それがだんだんと怒いかりに苛さいなまれた形ぎよう相そうに変化する。


    「ふぅ、手間取ってしまいましたが……、これを見れば状況は大体わかるでしょう、『真の不死者アンデツト』さん……？」


    　アツミはさちの顔を見たときの衝撃も醒さめやらぬままに振り返り──さらなる衝撃を受けることになる。


    「ゆりちゃんっ!?　あんた、よくも……」


    　さちが怒いかりに燃えるのも無理はない。男の手には優ゆ梨り花かがまるでワイングラスみたいに軽く握られていた。


    「よくも……とは、よく言いますね。貴方あなたが気絶している間に起こった出来事ですよ。彼女は貴方を守ると息巻いていましたが……このざまです。まぁいいでしょう。さて、問題です。私はなぜ彼女を殺していないのでしょうか？　①友達になりたいから。②女性として気に入ったから。③貴方あなたとの交こう渉しよう材料にするため。さてどれでしょう？」


    　男は笑い声を上げながら、この場を楽しむようにクイズをはじめつつ、今度はアツミにも目を向けた。


    「あー、そういうことですか。高たか田ださんまでグルとはね。私はまるでピエロじゃないですかっ！　本当に馬鹿みたいだ。まぁ、仕方のないことですよね、昇天結社アセンシヨンを抜けたとはいえ、やはりヒトですもの。我々とは道を違たがうのも道理というわけですか……。しかしですね、この状況では貴方でも動きようがないでしょう？」


    　コートに身を包んだ──吸血鬼灼炎鬼ヴアンパイアしやくえんきは、ワイングラスを持つような持ち方を改め、優ゆ梨り花かの首をぎゅっと絞め付けた。


    「ちなみに貴方にも回答権はありますよ、高田さん？」


    「…………」


    　アツミはなにも答えることはできなかったが、さちは自みずから進んで前に出る。それは明らかに問題の答えが③だということがわかっているが上での行動だ。


    「答えは……言うまでもないよね。で、私はどうすればいいの？」


    「あはは、察しがいいですね。見せて欲しいのは貴方の力です」


    「力……？　はん、なに言ってんのかわかんない。もっとわかりやすく説明しなさいよっ！」
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    　さちにはなんの見当もつかない。力、などと言われても困るばかりだ。


    「あれ、とぼけるんですね。いいでしょう、それならば、彼女の体に訊くまでです！」


    　灼しやく炎えん鬼きはそう言って優ゆ梨り花かの首を握る手の力をさらに強めた。


    「うぅ」


    　小さなうめき声を上げる優梨花。それを見るさちは膝ひざをついた。


    「お願い、なんでもするからっ……」


    「ならば、交渉成立ですね」


    　すると灼炎鬼は、優梨花の首をつかんでいないほうの爪に紅あかい炎を灯ともし、そしてゆっくりとさちのもとへ近づいた。そして、それを一いつ閃せんさせる。さちの腕は綺き麗れいに切り落とされてしまう。


    「さちっっ！！！！」


    　アツミは衝動的に風の矢を灼炎鬼の脳天めがけ撃ち込んだが、キン！　という音とともに灼炎鬼に到達する前に打ち払われてしまう。


    「なっ……」


    　灼炎鬼がもう一人現れ、優梨花をつかんでいる灼炎鬼と同じ紅あかい炎の剣を振るっていた。


    「やれやれ、そんなもの使っても無駄ですよ。この公園は私が作り出した炎の空間です。炎といっても単に燃やすだけが能じゃない。私の炎の最大の活用法はこれです」


    　灼炎鬼の横にさらにもう一人の灼炎鬼が現れた。アツミとさちは三人もの灼炎鬼の姿を目まの当あたりにしていた。その正体は蜃しん気き楼ろう。ただし、炎の力により実体を持っているのだ。それは、精神干かん渉しよう術とも違う、長く生きた吸血鬼ヴアンパイア個々が持つ技だった。


    「少し戸と惑まどいましたが、彼女との戦闘中にこの空間を作れたのは幸さいわいでした。それに気づかず、私に勝とうとしていたのですから、とても愚おろかですね。……さて、そこの貴方あなたの行為はまぁ、衝動的なものと認めて不ふ問もんとします。ですが……貴方のこの切断された腕は、また再生されても困りますので、燃やしますね」


    　炎の刀剣を、切り落としたさちの腕に突き刺す。腕は突とつ如じよ燃え上がり、肉が燃える不快な臭いを感じる暇ひまもないほどの速度で、消し炭ずみとなった。


    　さちは叫びこそしないが、自分の腕が切り落とされ、さらに燃やされたという事実に衝撃を受ける。灼炎鬼はもう一振りして、今度はさちの左腕を切り落とした。


    「！！！！！！」


    　アツミは叫ぶこともかなわない。さちもただ、感情を押し留とどめるしかない。


    「約束は守った、んだから早く……ゆりちゃんを……離してあげなさいよ……。私はそう簡単には死なないみたいだけど、ゆりちゃんは……」


    　優梨花が解放されるならば、さちは腕の一本や二本失っても構わない覚悟だった。しかし、灼炎鬼は無む慈じ悲ひにも言い放った。


    「残念ながら、それはできない相談です。彼女には今ここで、貴方の前で死んでもらわなければならない。言っておきますが、さっきの問題の答えは①でも②でも③でもない。〝生物昇しよう華か〟のためには、これが必要不可欠なのです！　では、儀ぎ式しきをはじめましょう！」


    　アツミはその聞き慣れない単語と、灼炎鬼の回答と、そしてさちの切り落とされていく両腕に戸惑いを隠せなかったが、それ以上に次のさちのセリフに自みずからの耳を疑うこととなる。


    



    「やってみなさいよ……」


    「あの……聞こえませんでした。もう一度お願いいたします」


    　灼炎鬼は本当に聞き取れなかったらしく訊き返したが、その態度はさちをいきり立たせることとなった。結果的に、さっきよりも、大声でさちは言い放った。


    「殺せるもんなら、殺してみなさいよっ!!」


    「なっ……いいんですか!?　正確に言えば答えは①～③のどれでもないですが、彼女は人ひと質じちとしての性質もあるのですよ？　そんなに安あん易いなことを言ってどうなるものでも……」


    「うるさいっ!!」


    　それがスイッチとなった。さちも高らかに笑い出したのだ。その笑い嘲ちよう笑しよう。まるで、いや、確実に灼しやく炎えん鬼きを馬鹿にしていた。


    　さちのその姿を見て、アツミは覚さとってしまった。たとえ灼炎鬼がなにをしようとも、きっとどうすることもできない──つまり、優ゆ梨り花かを殺すことはできないだろう、と。


    　灼炎鬼はそのさちの態度に怒いかりを覚えた。ヒトに騙だまされた怒りからせっかくヒトをじわじわと嬲なぶっていたというのに面白くない。ただ、自みずからの手に力をこめるだけでヒトとはかくも脆もろく命を落とす。それは一般人だろうと執しつ行こう人にんだろうと同じことだ。先ほどまでは苦戦した「痛み」をもたらす使つかい魔またちも、優梨花との精神のリンクが途切れてからは、単なる子犬でしかなかった。嚙かみ付こうが引っ搔かこうが灼炎鬼に痛みをもたらすことはできない。爪を使うまでもなく、蹴り飛ばしたらすぐに動かなくなった。ヒトだけでなく、生物とは本当に柔やわらかく脆い。


    　そんな脆い存在さえ殺せないとのたまうのならば……。


    　いいだろう、やってみるがいい、そう思いその手に力をこめようとしたが……。


    「ばーか!!」


    　そんな声が背後から聞こえてきたかと思うと、背中に衝撃が走った。そして、気づいたときには先ほど形成されたクレーターの中にいた。視界が土くれに覆おおわれて灼炎鬼の思考は混乱したが、すぐになにが起こったか理解できた。簡単なことだ。すでに彼が触れている状態の優梨花の首を力をこめてへし折るよりも速く。十メートル以上離れていたはずのさちが、一瞬にして灼炎鬼のバックを取り、蹴りを入れたのだ。そしてその手につかんでいたはずの優梨花の姿はなく、それどころか彼自身の手首もなかった。背中に蹴りを入れる前に、さらに腕を切り落とすくらいの鋭するどさを持った蹴りを入れたということになる。灼炎鬼はまったく反応することができなかった。


    「ち、ちくしょぉぉぉぉ、ば、馬鹿にしやがってっ！！！」


    　思わず口汚く叫びつつ灼しやく炎えん鬼きは跳んで、クレーターから出る。そこには両手を切り落とされながらもニヤついているさちと、優ゆ梨り花かを抱えたアツミがいた。


    「ほら、殺せなかったでしょ？」


    　勝ち誇るように笑うさち。悔くやしさで牙きばをぎちぎちと鳴らす灼炎鬼を尻しり目めに、さちはさらに言い放った。


    「あんたは今こう思ってる。『ゆりちゃんを奪だつ還かんできたからといってなんだってんだ!?　そんな両腕の武器のない状態で、俺に対抗できるってのかー!?』ってね。でもね、残念でした!!」


    　するとさちは、少し力りきむような顔をする。そして次の瞬間、さちの切り落とされたはずの腕がその切断面から……生えてきたのだ。


    「はぁ、はぁ、はぁ……さすがに少し疲れたけど、これで形勢逆転。さーて、ここから反撃させてもらうよ」


    　再生した両腕を何度か曲げて、その感覚を確かめながら、まるでゲームが有利になったくらいに軽い口調。その表情は愉しみに満ちていた。それが灼炎鬼には気に食わなかったらしい。言葉遣いを直そうともせずに奇声を上げるがごとく叫んだ。


    「あはははは！！！！！！！！！　そうか、すごい、すごいですよっ!!　あの圧倒的不利な状況を、こうもたやすくひっくり返すとはね。そのとおりだよ、これで手詰まりだ。だが、君らにも私を倒す手段はないさ。それに私は君たちヒトが我々を裏切っているという情報を絶対に同どう胞ほうたちのもとへ伝えなければならない。だから、ここで消されるわけにはいかないのですよっっっ!!」


    　その叫びとともに灼炎鬼はまたも、蜃しん気き楼ろうにより自みずからの分身を作り出した。本物の灼炎鬼のは片腕がないので、探し当てるのは容よう易いだったが、分身の数が半はん端ぱではなかった。その数は数十体を越えている。


    　速さならばさちが勝まさるが、精神干かん渉しよう術は使用できず決定打が足りない。対するアツミの風の矢はすぐに打ち落とされてしまう。数十本空中に停滞させようにもモーションですぐに気づかれてしまうし、その間攻撃されてしまうだろう。矢を巨大化させたハンマーならば、数十体一気になぎ払えるだろうが、これも隙すきが大きすぎるし、蜃気楼を消し去ったところで本体が逃げおおせてしまっては意味がない。


    「どうだいこの数圧あつ巻かんだろう？　ここで私が逃げきれば私の勝ちさっ！」


    「くそっ……、僕らも手詰まりか……」


    　さちを守れたのだから、よしとしたいアツミ。これ以上深入りするより、退しりぞくことも大事だと元執しつ行こう人にんの勘が言う。しかし、とうのさちはまだまだ遊び足りない子供のように、首を横に振った。


    「ううん。ここで逃がしちゃダメ」


    　さちは友人を傷つけたこの吸血鬼ヴアンパイアに制せい裁さいを加えなければ気がすまなかった。制裁とはつまり──死である。しかし、危険であることも変わりはなかった。さちには圧倒的な再生力があるが、アツミや優ゆ梨り花かにはそれはない。致命傷を一撃でももらうと非常に危険だ。一対一ならばなんとかなるが、捨て身のコマが数十体あるのは、灼しやく炎えん鬼きにとって非常に有利なのだ。


    　そんな状況にあってもさちの目はまだ楽しさを忘れない子供。アツミに、こんなことできるのかな？　と耳打ちをする。その内容を聞いてアツミは、へ？　と思わず聞き返してしまった。


    「できるの!?　できないの!?」


    「いや、できるけど……」


    　可能だと告つげると、さちは少しだけ元のさちの表情に戻り、にへらと笑った。その瞬間、あの残ざん酷こくなさちと、いつものさちが重なって見えてアツミは戦せん慄りつを感じずにはいられなかった。


    「それじゃ、ゆりちゃんのこともお願い！」


    　それだけ言ってさちは跳ぶ。当然、そこには川を渡る水牛に群がるピラニアのように、灼炎鬼たちが集まってくる。そのどれもが実体を伴っていて、能力としては本物と同じ。それを蹴り、殴り、投げ飛ばしてとにかく本体へ駆けた。その間、また左手の肘ひじから下と右わき腹を失ったが、それでも速度を緩ゆるめなかった。


    　一方、アツミに対しても灼炎鬼の分身たちが向かってきていたが、それらをアツミは数メートル四方の風の矢──風のハンマーによってなぎ払い一いつ掃そうする。そしてすかさず本体へ向かって矢を放った。連続で十本。そのほとんどが分身たちによって切り落とされる。しかし、その中でたった一本だけ灼炎鬼の林の中を抜けた矢があった。それも普通なら本体に切り落とされてしまうところだったが、突進してくるさちにより視界が塞ふさがれて捕捉できない。


    「あんたの罪は私の友達のゆりちゃんをいじめたことよ！」


    　そう言いながらさちは灼炎鬼の本体の肩をがっしりとつかむ。


    「わ、私はヒトに騙だまされて……」


    　たやすく追いつかれてしまった灼炎鬼は、うろたえながら爪で必死にさちの肢体を斬りつける。だが、それでもさちは手を離そうとはしない。


    「そんなこと、私は知らないよっっ!!」


    　さちには灼炎鬼の言うことなどよくわからないし、聞きたくもないし、どうでもいいことだった。だから自みずから攻撃しようとはせず一いつ喝かつしたのち、またもちぎれかけた腕にさらに力をこめて続ける。


    「そしてもう一つ、あんたには罪がある。これはゆりちゃんをいじめたことよりは軽いけど、私の心が傷ついたっ！」


    　それがなんなのか灼炎鬼が訊き返そうとしたそのとき、さちの額ひたいが急に盛り上がった。そしてそれと同時に頭ず突つきをお見舞いしてやる。


    「うがぁぁぁぁぁぁぁ」


    　不死者アンデツトには精神干かん渉しよう術を用いなければ痛みを与えることはできないというのは、たとえこの灼しやく炎えん鬼きとさちのような不死者アンデツト同士の戦いであっても同じこと。彼らは互いに、相手に対して痛みを与える手段は持たない。だが、そのさちの頭突きにより、灼炎鬼は強烈な痛みを感じたのだった。


    　灼炎鬼は、視界に映るすべてがミキサーに搔かき回されて、ぐちゃぐちゃに混ざるような感覚を覚えた。彼にはなにが起こったのか理解する余よ裕ゆうはなかった。なぜなら、アツミが放った風の矢が、さちの頭ず蓋がい骨こつごと撃ち抜いたのちに、彼の脳のう天てんをも貫つらぬいたのだから。


    　風の矢は二人の頭部を通り抜けても速度を下げることなく、空のかなたへ消えていく。


    　さちは少し頭がふらふらする中、崩れ落ち倒れている灼炎鬼を見下ろした。分身によって左腕と、右のわき腹、さらに本体の爪によって肩から腰にかけ真っ二つになる寸前の傷を受け、そして風の矢によって空けられた額ひたいの穴を携たずさえて、さちは灼炎鬼に言い放つ。


    「もう一つはね、こんな醜みにくい姿をアツミくんに晒さらさせたことよっ！」


    　もう灼炎鬼に口を開く余よ裕ゆうはない。消えゆく意識の中で、さちの肢体が、まるで植物が発はつ芽がするように再生し、そしてビデオが逆再生するように、その傷が癒いえていくさまを目まの当あたりにするのだった。


    



    　公園に漂ただよっていた灼炎鬼の作った空間は消え、分身たちも消えていった。痛みを伴い、その再生能力を奪う風の矢に脳天を撃ち抜かれ、灼炎鬼はすでに虫の息。


    　アツミは気絶している優梨花と、すっかり傷は癒えたものの、遊び疲れた子どものように眠っているさちを並べるようにいったん木の根元に寝かせ、灼炎鬼のもとへ歩み寄った。


    「お前……さちの……、いや既死者ゾンビの秘密を知っているのか……!?」


    　仰向けに倒れたまま、言葉にならないなにかを呟つぶやく灼炎鬼だったが、すでに目の焦点は合っていない。ただ、アツミの声だけは理解できたのか、少し頷うなずいて肯こう定ていの意思を示す。


    「〝生物昇しよう華か〟っていったいなんのことなんだ!?　なぜそれにヒトの死が必要なんだ？」


    　アツミは少ない情報の中から、重要と思われるものを抜き出して訊こうとするが、灼炎鬼は答えてはくれなかった。いや、答える前にその命を失ったのだった。


    「くそっ！」


    　そう、吐き捨てるように言い放つアツミだったが、ヒトに騙だまされた彼をそのまま放置しておくような野や暮ぼな真ま似ねはできない。


    　彼は天に向かっていくつかの矢を放ち停滞させ、一気に落下させた。それは灼炎鬼の身を粉ふん砕さいするように跡形もなく消し去った。


    　そして、昇しよう天てんは完了した。


    



    　　　　　●


    



    　優ゆ梨り花かは頰に生温かさを感じた。


    「あは……っ、くすぐったいです」


    　そんな台詞せりふを発しながらその目を開ける。


    「嬢じよう!!」


    「ユリカ!!」


    　心配そうな表情で優梨花の頰を舐なめていた使つかい魔またちが、主人の目覚めを喜んで尻尾しつぽを振った。


    「アツミ、ほら、ユリカが起きたヨ！」


    　ベンチに仰向けに寝かされていた優梨花が目を覚ますと、正面の木に立ったまま寄りかかる姿勢で、腕を組んだアツミがいた。


    「アツミがね、ここまで運んできてくれたんだヨ」


    「…………ほ、本当ですか!?」


    　優梨花にとって、それは意外すぎる行動だった。交こう渉しようも決裂しあんなに罵倒したというに、まさか助けてくれるなんて思ってもみなかったのだ。


    「そうか……起きたか……。それじゃ、僕らは帰るから……」


    「そうだ、灼しやく炎えん鬼きは!?」


    「それなら、さっちゃんとこいつが昇しよう天てんさせたよ」


    　特に「こいつ」の部分を面白くなさそうに言う日につ光こう丸まるを尻しり目めに、アツミは優梨花と同じベンチに座った姿勢で寝かされているさちを起こそうと、弱めに頰を叩くが一向に起きる気配はなかった。いくら既死者ゾンビとはいえ二度の再生は体力を消しよう耗もうするらしい。


    「そう……、ですか。一応、礼を言います。ありがとうございます」


    　仕方なくさちをおぶろうとしているアツミの目の前に立って、優梨花は頭を下げる。


    「いいよ。ただ、一つだけ約束して欲しい」


    　優梨花は頷うなずいた。おそらくはさちの秘密についてだろうと優梨花は思った。とはいえ、彼女は昇天結社アセンシヨンの真の目的を知らなかった。それでも、結果的に助けてもらった手前、なんとかして情報を得なければならないだろう、そう思っていた。だが、アツミから返ってきたのは意外な答えだった。


    「さちを……悲しませないでやってくれ。護衛任務に失敗したとかそんなのは関係ない。僕はさちを傷つけた。そんな僕が偉そうに言うのもなんだけど、きっと、きみがいなくなったらさちが悲しむ……」


    　図星だった。任務に就いてたったの三日だというのに、早くもさちを危険に晒さらしてしまった。下へ手たをすれば取り返しのつかないことになっていたかもしれない。それが、さちと友人になったことに起因しているとすれば、護衛も友人も失格だ。


    「でも……わたくしに、そのような資格があるのでしょうか……？」


    　ここで、資格なんて必要ない、と言うことができれば格好いいのだが、友人がいないアツミにはわからなかった。


    「いや……わかんないけどさ、……きみの思うようにすればいいんじゃないかな。きみが友達でいたいのならそれでいいと思う」


    　だから精一杯、自分のできる範囲で答えた。まぁ、結局は優ゆ梨り花かに結論を委ゆだねさせただけなのだが。たいして格好いい言葉を並べたわけではなかったが、アツミは急に恥ずかしくなってしまった。


    　さちをおぶって、立ち上がる。


    「その……、もう一つよろしいですか……？」


    　公園をもうすぐ出ようとしているときに、優梨花は無ぶ粋すいとわかっていたけれどアツミに声をかけた。彼は、ゆっくりとこちらを振り向く。さちの寝顔で少し和なごんだ。


    「覚かく醒せいした既死者ゾンビの、いえ、さちさんの体のことについて訊かなくてもよいのですか……？」


    　優梨花にとってはそのこと自体が「訊かなくてよいこと」だというのに、訊かずにはいられなかった。自分がアツミの立場なら、絶対に知りたいことだったから。アツミはただ、


    「きみが嫌なことは無理に訊けないよ」


    　と言って歩き出した。さちはまだ起きる気配はなかったが、その寝顔は安らかだった。


    



    　　　　　●


    



    「白はく鳳ほう院いんさん。到着しましたよ」


    　深夜。黒服が声をかけると、優梨花は浅い眠りから目覚めた。


    「あの……何時間くらい寝ていたのでしょうか？」


    　黒服の男が自動車に備え付けられている時計を見て、彼女に午前二時であることを知らせる。はじめは自分の携帯電話で時間を確認しようと思ったのだが、それはさちとアツミの通話中に、灼しやく炎えん鬼きに破壊されてしまったのだった。


    　制服の女学生など到底似つかわしくない都心の摩ま天てん楼ろうの一角に、優梨花はその足をつけた。車を降りた彼女の横には月げつ光こう姫ひめも追つい従じゆうしている。そして、手には学生鞄かばんではなく、これまたその姿には似つかわしくないアタッシュケース。


    「帰りの時間になられましたら連絡をください」


    　黒服はそう言って、アクセルを踏み込んだ。過ぎ去っていく黒塗りの車を見送ったのち、優梨花は、摩天楼の最上階を見上げる。


    　眠らない都心のビル群の中でもひときわ高いそこの入り口に、優ゆ梨り花かは吸い込まれていった。


    　入ってからはスムーズなもので、エレベーターに乗り込み、地上六十階へ。ガラス張りのように外の風景を一望できる狭い空間の中で、ポケットに入れたパスを取り出し、首からぶら下げる。


    　日付が変わってからすでに二時間以上経過していたが、いまだこのビルの中の人間はせわしなく動き続けていた。もちろんその全員が優梨花より年上であり、エレベーターを降り廊ろう下かを制服で歩く少女に対して、奇異のまなざしを向ける。だが胸に掲かかげられたパスを見て、皆一いち様ように納得するのだった。


    　ビルで働く一般の人間には立ち入れない六十階の一番奥に、さらにもう一基エレベーターが備え付けられており、そこには警備員がいた。


    「パスの提示を」


    　優梨花が、首に下げた免許証ほどのパスをわざわざ手に持って警備員に見せると、彼はなにも言わずにお辞じ儀ぎをした。それには一いち瞥べつもくれず、優梨花はまたエレベーターに乗り込む。最上階である、地上八十階へ。


    



    「ご苦労ご苦労、優梨花ちゃん。どうかくつろいでくれてええぞ!!」


    　最上階にある部屋に通されると、待ちかねた、とばかりに片かた山やま辰たつ之の助すけは微笑ほほえんだ。だが、その軽めの口調とは裏腹に、その表情に普段の飄ひよう々ひようとした感じはない。


    「そういうわけにはいきません。わたくしはここにくつろぎに来たわけではないのですから」


    「優梨花ちゃんは自分に厳しいのー。まぁ、仕方ないか……」


    　辰之助自みずからコーラを持ってきたのに、それを断られてしまって仕方なく自分で開けて喉のどを潤うるおす。


    「護衛任務の三日目にして……災難じゃったのう。とはいえ、返り討ちにするとは天あつ晴ぱれじゃな！」


    　辰之助はそう優梨花を賞賛したが、彼女の表情は晴れなかった。


    「いえ、偉そうなことを言ってしまっというのに、結局高たか田ださんに助けてもらいました……。それどころか、護衛対象であるさちさんにまで……」


    　すると、辰之助はカハハと笑い出す。


    「なぁに、結果的に他の不死者アンデツトどもに、こちらが『吉よし岡おかさち』、いや『覚醒した既死者ゾンビ』の存在を把は握あく・保護していることさえバレていなければ問題あるまいて！」


    　自分の髭ひげをいじりながら言う辰之助に対して、優梨花はテーブルにドン！　と手をついて声を上げた。


    「総そう帥すい！　教えていただきたいのです。『覚醒した既死者ゾンビ』──いえ、『真の不死者アンデツト』や〝生物昇しよう華か〟とはいったいなんなのか……？」


    「ほう、そこまで知っとるとはのう。まぁ、隠しきれないのも無理はないか。本当は幹部連中以外は知らん事実なんじゃが……特別じゃぞ？」


    　辰たつ之の助すけはコーラの缶を持ったまま立ち上がって、窓から見える夜景を眺めつつ、ゆっくりと語りだした。


    



    「まさか、そんなことが……」


    　一通り話し終えて、辰之助はまたソファに腰掛けた。優ゆ梨り花かは辰之助から発せられた言葉の数々に驚きを隠せないようだった。さらに、辰之助は優梨花にアタッシュケースをテーブルに載せるように促した。


    「さて、優梨花ちゃん。お前さんは事実を知ってしまった。それでもこの任務続けるかい？」


    　優梨花が覚悟の目で頷うなずくと、辰之助はアタッシュケースの蓋ふたを開ける。その中身を見て、さすがの辰之助も閉へい口こうせずにはいられなかったが、ゴホンと咳せき払ばらいを一つして続ける。


    「まさか、これほどとは……のう。さすがのワシもこれには、カハハ、こりゃ、驚きじゃ……」


    　アタッシュケースの中にあったのは、腕──だった。数時間前の戦闘により切り落とされたさちの腕。だが、回収されたときと、今とでは明らかに違った。


    「再生している……」


    　そう、再生しているのだ。優梨花の記憶が確かならば、切り落とされた腕は肘ひじから下だったはず。しかし、今は違う。明らかに肩の少し下あたりまで再生していたのだ。いや、徐々にではあるが、現在進行形で再生し続けている。


    「さて、もう一度だけ質問じゃ。今後もこういうことがあるかもしれんし、こういう酷なことをさせるかもしれない。ワシらの目的は崇すう高こうじゃが、はっきり言ってワシらは『吉よし岡おかさち』を利用しようとしている。それでも、本当にこの任務を続けられるかい？」


    　だが、優梨花は信念を曲げなかった。だから、迷うことなく頷く。


    「よし、それでええ。さすがワシが見込んだ優梨花ちゃんじゃ。まぁ、ともかくこれからも引き続きよろしく頼む」


    　そんな優梨花の決意を目にして、辰之助は優梨花の頭を撫なでたのち、言った。


    「ともかくワシらのほうが、奴らよりは二手は先を進んどることは確かなんじゃ。不死者アンデツトどもとの関係は偽いつわりじゃ。不死者アンデツトたちは表立ってはヒトを襲わない。その代わりにこちらは食糧を提供する同どう盟めい……そういう協力関係にあるのは確かじゃが、こちらにしてもあちらにしても『真の不死者アンデツト』を協力して捜し求めることによって均きん衡こうが保たもたれとる。今回はなんとか情報を漏ろう洩えいさせずにすんだが、こちらがそれを保護してると知れれば、この均衡は確実に崩れることになるのう」


    　一つ咳せき払ばらいをし一いつ拍ぱく置いてから、辰之助は続ける。


    「まぁ、この子はワシらが責任をもって預かるから、安心していい」


    　この子とは今も再生、いや成長を続けている、さちの腕に対する言葉だった。優ゆ梨り花かが深く頷くと、辰之助は手招きして、ソファに座る優梨花の横に待機している月げつ光こう姫ひめを呼んで、自分の膝の上に乗せる。


    「その……、総そう帥すい、一つよろしいでしょうか……？」


    　月光姫を撫なでながら辰之助が頷くと、優梨花は言った。


    「どうやら、不死者アンデツトたちはすでに〝生物昇しよう華か〟の方法を知っているようです」


    「なに、本当か!?」


    　思わず辰之助が叫んだ。その顔は優梨花が今まで見た中で一番動揺しているように見えた。


    「して、その方法は!?」


    「はい、わたくしは高たか田ださんから聞いただけですので詳しくはわかりませんが、〝死〟が必要なようです」


    　すると辰之助は神しん妙みような顔で、ふんふんと頷うなずきながら腕を組んだ。


    「く、ワシらはヤツらより二手は前を進んどると思っとったんじゃが……。まぁ、こっちにも秘密があったようにあっちにもあってもおかしくないっちゅーわけか……」


    　そして、テーブルに備え付けられている電話を手に取り、笠かさ井いを呼んだ。どうやら、優梨花と話したあとに、彼とも話をするらしい。


    「すまんすまん。ときに優梨花ちゃん。ワシも最後に一つ訊いてもいいかな？」


    　呼び出しの電話を切ったのちに、遠い目をしていた辰之助がふとそう言った。優梨花は、構いません、と返事をする。


    「『吉よし岡おかさち』はいい子なのかい？」


    　辰之助がその問いにこめた意図が優梨花にはわからなかったが、彼女は正直に答えた。自分が思ったままを素直に伝えてみる。


    「総帥のいい子の基準はわかりかねますが、わたくしは──さちさんを大事な友人だと思っています。あまりお会いしてから時間は経っていませんが、彼女が不ふ浄じような存在だという事実が、わたくしには信じられないくらいでした。ですから、今しがた、さちさんが不浄な存在ではないと知って、正直嬉うれしいです」


    　辰之助は月光姫を抱いて立ち上がり、優梨花に背を向けて窓の外の景観を見る。


    「そうかそうか。よかった。すまんかったの。別に優梨花ちゃんに直接来てもらう必要はなかったんじゃが、それも確認したかったからのう……。まぁともかく、すまなかった」


    　優梨花は立ち上がって、月光姫を呼んだ。月光姫は辰之助の腕の中でぺこりとお辞じ儀ぎをすると、優梨花の足元まで跳ぶ。そして優梨花もお辞儀をして、部屋を去っていった。


    　辰之助の一室から見える空はどす黒かったが、優梨花の心は晴れやかだった。なにせ、明日から忙しくなる。帰ってからその準備をしなければならなかった。

  


  
    



    



    　第六章　BOYS BE BRAVE


    



    　翌日。あんなことがあっても、等しく朝はやってくる。一昨日の夜、お弁当を作るため、早めに鳴るようにセットしておいた目覚まし時計が鳴り響いたのでさちはガバッと起き上がった。


    　しばらく、ぼーっとして思考をクリアにしていく。大たい概がいはこの間に昨日の出来事を総ざらえするのだが、昨日はいろいろなことがありすぎた。お弁当を作ろうとして寝坊して、渡そうとしたら失敗して、学校を早退して、那な美みに泣きついて、優ゆ梨り花かとアツミがやってきて、勘違いしてまた逃げ出して……。考えてみれば散々な一日だったが、その後の記憶がすっぽりと抜け落ちていた。


    「あれー？　私、どうやって帰ってきたんだっけ……？　公園で……寝ちゃったんだっけ??」


    　まずい。思い出せない。昔、ジュースと間違えてビールを飲んだときに、その夜の記憶がなかったことがあった。もちろんジュースだと思って飲んだのだから、ほんの少しだけ飲んであとは吐き出したらしいのだが、その夜はそりゃあ、もう大変だったらしい。しかし、それを見ていた人たちは「大変だった」としか言わず、内容を教えてくれないのだ。当事者にとってそれほど恐ろしいことはなかった。


    　そのときと同じなのだろうか……？　と考えたが、あまり深くは考えないことにする。だれかが一人で悩んでいても前に進めない、と言っていた気がする。


    （そりゃ、あんな姿を晒さらしちゃった過去なんて憶おぼえていたくもないでしょ。だから、消しちゃった。あんたが望んだことなんだからねっ！）


    　そんな『声』が聞こえてきた気がしたが、朝のすがすがしさが、それを消し去っていく。


    「まぁいいや。起きなきゃ、だよね！」


    　携帯のデジタル時計はまだ六時少し過ぎだった。お弁当を作るためにセットしただけあってまだ朝は早い。学校を出るまであと二時間くらいはあるではないか。そのとき、名案が浮かんだ。せっかく早起きしたのだから、今日もお弁当を作ればいいじゃないか！　と。


    　思い立つとさちはいても立ってもいられなくなり、ぱーっと洗顔をすませ、今年二度目になるエプロンを着用する。台所からは、すでに美お味いしそうな匂いが立ちこめていた。


    「うん、美味しいです。これならきっといけそうな気がしますね！」


    　そんな上じよう機き嫌げんな声が聞こえてきた。


    「おはよー、お母さん。今日もご苦労様。今日こそ早く起きたから、お弁当作ろうかなぁなんて──」


    　エプロンの紐ひもを締めながら、さちが、いつも早くから朝食の準備をしてくれている母親にねぎらいの言葉を送ろうとした矢先──。


    「あ、おはようございます。さちさんもなかなか起床されるのがお早いですね。ここから学校までなら、七時に起きれば十分間に合いますのに、本当に偉いことだと思います。それに、『早起きは三さん文もんの得』と言いますしね。三文って現在の価値で六十円くらいになるんですよ。知ってました？」


    「へー、それは知らなかったよ。でも六十円くらいなら、私は寝ていたほうがいいかなぁ……」


    「それは違いますよ！　毎日六十円なら一週間で四百二十円、一か月三十日として千八百円、一年で二万円近くも得をする計算になります。そう考えれば決して馬鹿にできない額ですよ」


    「う……確かに……。私これからは早起きすることするよ！　さっすがゆりちゃん…………って、なんでゆりちゃんがうちの台所に!?　しかもどうしてお味み噌そ汁しるなんか味見してるの!?」


    　自分の月の小遣いは二千円だから、早起きで得する合計額と比べてもたいして変わらないなぁ～、なんて感心していたさちだったのだが、そこではじめて気づいた。


    　いつも朝食を作っているはずの母親の姿はここはなく、その代わりに長い黒髪を後ろでくくって束ねた姿で、おたまを搔かき混ぜている白はく鳳ほう院いん優ゆ梨り花かがいた。


    　さちにいきなり叫ばれても別段驚く様子もなく、優梨花は優ゆう雅がに微笑ほほえみを返す。


    「昨日も申しましたとおり、わたくしは貴方あなたの護衛ですので。つまり、そういうことです」


    「いや、つまりって言われても、私全然わかんないんだけど」


    　それも当然だ。優梨花がさちの護衛というのは、おぼろげながら記憶にあったことなので理解はできる。だが、そのことと今ここで優梨花が、朝食を作っていることがどうしても繫つながらない。


    「簡単なことですよ。わたくしはさちさんを守らなくてはならない。けれど賊はいつ貴方を狙ねらって現れるかわからない。もちろんそれはさちさんの自宅、つまりここにいても同じなのです。そうなると最さい善ぜん策さくはただ一つ。わたくしがさちさんの家に住まわせていただけばいいのです！」


    　さちは素すっ頓とん狂きような声を上げた。たとえ、さちが了りよう承しようしても、両親が赤の他人である優梨花を住まわせてくれるはずがない。


    「あのね、私は、ゆりちゃんと出会ってから日が浅いし、昨日はいろいろあったけど、いいお友達になれると思ってるよ。でもね、お父さんやお母さんは許してくれないと思うの」


    　さちはいったん台所を出て、両親がまだ起きてきていないか確認し、また戻ってきて今度は小声で続ける。


    「私がもう人間じゃないってことは確かに理解してるし、アツミくんの様子を見た感じ、ゆりちゃんが、その昇しよう天てんなんとかっていうトコから、来たっていうのは信じるよ……。けど、わざわざうちに住んでもらわなくても……」


    　だが、それを遮さえぎるように、優梨花はビシっと、人差し指を立ててさちを諭さとした。


    「甘い……ですね。いいですか？　よく考えてみてください。今、わたくしはここにいます。ここの家か人じんのだれの目にも触れずに」


    「あっ……」


    「そういうことです。たとえば、わたくしが賊だとします。わたくしが三十分前にこの家に侵入し、さちさんが起床なさる前に、ご両親の寝室に忍び込んだらどうなりますか？」


    　今日はしっかり六時に起きることができたから良かったものの、普段はたとえ階下がカラオケボックスであろうと、さちは起きれる自信がなかった。仕方なく白旗を揚あげるしかない。


    「でも……、それでもお父さんとお母さんを説得するのは難しいと思うの……」


    「大丈夫です、任せてください。……と丁ちよう度どタイミング良く、さちさんのお父様がお目覚めになったようですよ」


    　すると、まるで準備でもしていたかのように、父親らしき足音が聞こえてきた。


    「おおー、さち、もう起きてるのかい？　なんだか下が騒がしいから起きてきたが、やっぱりさちだったか！　今日はさちが朝ご飯を作るのかい!?　偉いなぁ……」


    　そんな能天気な声も、廊ろう下かを伝わり、この台所まで響いてきていた。


    　さちは、まずい！　と思った。さちが驚いて叫んでしまったことが原因なのだが、それはこの際おいておくことにする。


    「ゆりちゃん、お父さんが来ちゃう！　早く隠れて！」


    　いくらさちの友人といえど、朝早くに赤の他人が自宅の、しかも台所にいれば、普通の人間なら不快に思うもの。このままこの場にいれば、朝起きてまず牛乳を飲みに台所にやってくる父親が、優ゆ梨り花かと鉢はち合あわせすることは確実だった。


    　しかし、優梨花は慌あわてる様子もなく、フライパンに油を引いて目玉焼きを作る準備に取りかかっていた。


    　そんな優梨花をどう隠そうかと、あたふたしているさちを諭すように、優梨花は言った。


    「大丈夫です。わたくしに全部任せておいてください！」


    　だが、さちにはそんな言葉は通じていないようで……。


    「さちー、今日の朝は卵焼きが食べたいなぁ……」


    　あと数秒で父親が台所に到達してしまう、そう感じたさちは、苦肉の策でとっさに自分の着ているエプロンを外し、優梨花の頭にかぶせた。こんなもの、時間稼かせぎにもならないだろうが、ないよりはマシ、そう判断した。


    「さちさんー、料理しているときには邪じや魔まをしないでいただければありがたいのですが。さすがにわたくしでも、こんな状態ではお料理はできません……」


    「あー、声なんか出しちゃったら……」


    　そしてついに、父親が台所に到達してしまう。


    「おはよう、さち」


    　あー、ついに来ちゃったよ……どうしよう、とさちは頭を抱える。父親は牛乳を取りに冷蔵庫に向かいつつ、さちになにかを言おうと思っていたらしかったが、その足がピタリと止まった。


    「こら、さち、料理をしているお母さんの邪じや魔まをしたら駄目だぞ！　確かにお母さんの料理は世界一だが、そんな格好では美お味いしいものも作れはしないんだ。……って、お母さんはまだ部屋で寝てたよな？」


    　もう絶体絶命の状況だった。父親は完全にエプロンを頭にかぶった奇妙な人物の正体を疑いはじめている。


    「えーっと、だれかなぁ……。お父さんにしか見えないドッペルゲン子コさんじゃないの？」


    「ははは、お父さんを馬鹿にするもんじゃないぞ」


    　さちの苦しい言い訳も、ピシャリと指摘されてしまって通じはしなかった。まぁ、こんな言い訳通じる人間いないだろうが……。


    （ゆりちゃん逃げてーっ！）


    （うふふ、さちさんは慌あわてん坊ぼうさんですね。こう見えてもわたくしは昇天結社アセンシヨンの執しつ行こう人にんですよ？　まぁ、見ていてください）


    　エプロンの下で笑顔を作った優ゆ梨り花かは、ひびを入れて今にも割ろうとしていた卵をさちに渡し、


    「はい、さちさんはこれを割って目玉焼きを作ってください」


    　と、落ち着いて言う。そしてかぶされたエプロンをぱっと投げ捨て、パチンと指を鳴らした。すると、優梨花のポケットのエプロンから、茶色くてふわふわの物体が出現する。


    「「犬!?」」


    　さちたち父娘おやこが、そう声を上げたのとどちらが先だっただろうか……？　優梨花のエプロンのポケットの中に身体を収め、顔だけを覗のぞかせているその物体の目が、妖あやしく光った。


    　まるでその光に魅みせられるように、父親の目の焦点は合わなくなる。それを見たさちが、お父さん!?　と問いかけるも反応しない。


    「心配しないでください。それでは解きます」


    　そして優梨花が、もう一度指をパチンと鳴らした。すると、すぐに定まっていなかったその目は、通常の目の輝きを取り戻す。すると……。


    「優梨花ちゃんもおはよう。今日も早くからゴメンね。家か内ないは『たまには寝かせてよー』なんて言っててね。さちも優梨花ちゃんを手伝ってやりなよ。それにしても、一応お客さんなのに、なんだか悪いなぁ……」


    「いいんです、わたくしは下宿させてもらってるんですから、このくらいどうってことないです。それにこれは、わたくしが好すき好このんでやっているんです。おばさまには、いつも美味しいご夕食やお弁当をごちそうになっております。わたくしも、おばさまのようにお料理が上じよう手ずになりたいです」


    「ははは、そう言われると、自分のことじゃないんだけど……へへへ」


    　父親は言葉尻のほうを小さくしながら、牛乳を飲むのも忘れて、頭を搔かきつつ洗面所に向かっていった。どうやら、自分の妻を誉ほめられて本気で照れているようだった。さちは、そんな父親の姿を久しぶりに見たような気がした。


    「……………………」


    「わたくしの言ったとおり、これなら安心でしょう？　……と、ほら、月げつ光こう姫ひめもさちさんも挨あい拶さつなさい」


    「わんわん」


    　優ゆ梨り花かのエプロンのポケットに収まっているピンクのリボンをした犬──月光姫が、そう挨拶する。


    「あ、うん、月光姫ちゃんおはよう。……、ゆりちゃんあれってどうやったの？」


    　卵を受け取ったまま動けずにいたさちがそう言うと、優梨花はてきぱきと茶碗にご飯をよそいはじめる。


    「あ、目玉焼きお願いしますね。……先ほどの術は、いわゆる簡かん易い洗せん脳のうです。洗脳といっても、副作用のようなものはないのでご安心ください」


    　そしていったん、しゃもじとご飯茶碗を置いてまた続ける。


    「わたくしの戦闘スタイル、使つかい魔まである日につ光こう丸まる及び月光姫を用いた戦闘術です。これを用いて、わたくし白はく鳳ほう院いん優梨花は、あなた──吉よし岡おかさちをお守りいたします」


    　優梨花はそう言って、改めて頭を深々と下げた。それに伴って、月光姫もエプロンのポケットからスッと出てうな垂だれた。さちにはその姿が彼女なりのお辞じ儀ぎに見えた。


    「えっと、よろしく……。でもね、そんなにかしこまらないで。私はゆりちゃんをあくまで友達だと思ってるからさ」


    　頭を下げられるとなんだか申し訳なくって、とっさにさちも頭を下げた。さちより先に頭を上げた優梨花がそれを見て、思わず笑ってしまう。


    「うふふ、顔を上げてください。わかりました。それでは、わたくしもあくまで友人として、貴方あなたを守ります」


    　今度はさちが顔を上げると、今までの優梨花の笑顔とは、少し質の違ったそれに見えた。それを言葉にするのは難しいが確かにそう見えた。


    「うん、それじゃあ、一緒にお弁当も作ろうか！」


    「はい、よろしくお願いいたします！」


    　さちにとって今日の朝は、昨日までより楽しくなりそうだった。


    



    　　　　　●


    



    「なにこの空間……」


    　那な美みの独り言は、屋上のほどよい風に搔かき消されて、さちには聞こえなかったらしく、


    「え……、なみちゃんなにか言った？」


    　と訊き返されてしまった。


    「あはは、えっと……なんでもない。……強しいて言えば、どうしてここにあたしがいるのかなぁってことかな……」


    　那美はそう笑うしかない。どうしてここに自分がいるのか理解できていなかった。


    



    　昼休み、リベンジとばかりにさちは、またお弁当を持って再び屋上へ向かおうとした。昨日のことを反省したのか、はたまた那美がいないところで（たぶん公園でなにかあったのだろうと那美は思っていた）、やっとこさ恋人っぽくなったのかは知らないが、教室を出る時点でアツミと一緒だった。さすがに教室で一緒に食べる勇気はまだないらしいが、これまでと比べれば立派な進展であると言えるだろう。


    　那美が生暖かい目を二人に送りつつ、こっちは残り者同士寂しく菓子パンでも食べようかなぁ、と思うのもつかの間だった。すっと優ゆ梨り花かが立ち上がったのだ。


    「わたくしたちも行きましょうか!!」


    　うん、そうだね、と那美も立ち上がり学生鞄かばんから財布を取り出す。今日の朝は、昼食を買ってくる暇ひまがなかったので、購買で食料調達を、との考えだった。しかし、


    「あ、財布は要いりませんよ。お弁当は作ってあります。那美さんの分まで」


    　と、優梨花がボストンバッグを取り出した。その大きさは、三、四段重ねの重じゆう箱ばこくらいなら軽く入りそうだ。


    「えええ、ナニコレ。もしかしてあたしの分まで作ってくれたの??　いやぁ、気持ちは嬉うれしいんだけどさ、そこまでしてもらったら悪いというか……。というか、朝はこんなのなかったよね？」


    「はい。先ほど届けてもらいましたから。傷いたまないように日につ光こう……、いえ、知り合いに！」


    　那美は言葉を紡つむぐことができなかったが、優梨花は淡たん々たんとした様子で、バッグを肩にかける。さすがに、教室ではこの大きさのお弁当を広げることは不可能だった。


    「あのさ、ここで食べるのは無理なのはわかるけど、どこで食べるの？　こんなに豪華なお弁当……」


    　重箱弁当を食べられる場所を、那美は思いつかなかった。教室では机を四つくらい並べる必要があるし、食堂は大たい抵てい満席で、重箱を広げられる場所なんてなかった。


    「大丈夫ですよ。あるじゃないですか！　皆さんでお昼をいただける広い場所が、まぁついてきてください！」


    　優ゆ梨り花かは悠ゆう々ゆうと教室を出た。那な美みはそれに付き従う形でついてゆく。転校してきたばかりなのに詳しいなぁ……と、のほほんと那美は構えていたのだが。


    「って屋上じゃん!!」


    　脳内の疑問符は吹き飛んだが、立ち入り禁止の張り紙のドアを前にして思わず那美は叫んでしまった。もしかして、やっぱり高たか田だくんに気があるんじゃ……と、那美は思ったが、彼女はうふふと笑うばかりだった。


    「すみません。やはり話しておくべきでしたね。どうしても那美さんには内緒と念を押されましたので！」


    　そう言って優梨花はドアを開けたのである。


    



    「なみちゃん、はやく食べなよ。これ……とっても美お味いしいよ！」


    　敷物の上にぺたんと座り、数分前を思い起こしていた那美だったが、さちの言葉で現実に呼び戻された。今現在、この屋上という空間にいるのは四人だ。まず、さちと那美。そして上品な箸はし遣づかいの優梨花。そして、微妙な顔をしているアツミだった。


    「はい、あの諸もろ沢さわさん。飲み物だけど」


    「ん？　あ、はいはい」


    　アツミが二リットルのペットボトルに入ったウーロン茶を紙コップに注ぎ、それを那美に渡した。アツミは行ぎよう儀ぎ良く正座をしていたが、その膝ひざの近くには重じゆう箱ばこ弁当とは違う、小さなお弁当箱があった。


    「あのね、さっちゃん、ごめん。やっぱあたし、わけわかんないから訊くね」


    　さちは割り箸ばしをくわえたままきょとんとしていた。少し行儀が悪い。


    「どうして、あたしと白はく鳳ほう院いんさんがここでお昼食べてるの？」


    　さちはお箸を紙皿の上において、おにぎりをぱくんと一口食べながら悪びれる様子もなく、さちはいたずらっぽく笑う。


    「うぅ、ごめん。なみちゃんには説明遅れちゃったけど実はね、ゆりちゃんがうちに住むことになったの」


    　那美は飲んでいたウーロン茶を吹き出しそうになってしまった。咽むせるのをなんとか堪こらえることに精一杯の彼女だったが、それ以上にもだえ苦しんでいる男がいた。


    　さちにウーロン茶を差し出され、アツミはそれを慌あわてて受け取り一気に飲み干す。大丈夫!?　と焦あせるさちだったが、アツミは喉のどに物を詰まらせたことによって涙目になりつつも、意地で「続けて」と言い切った。さちはそれでも心配そうにアツミを見つめていたが、彼の目が真剣だったので仕方なく従う。と、その前に立ち直った那美が口を挟はさんだ。


    「『うち』って、さっちゃんちってことだよね？　なんでまた、昨日の今日で……」


    　すると、今度は優ゆ梨り花かが口を開いた。それについてはわたくしが説明しましょう、と言わんばかりだった。


    「実はわたくしの祖父とさちさんのお父様は師し弟てい関係にあるのです。海外暮らしが長く、日本には頼れる方がさちさんのお父様しかいませんでした。さちさんのお父様は、さちさんを驚かせようとしたために、娘のさちさんにはなにも話していなかった、わたくしは、その話がしたくて、昨日さちさんの家に参ったわけです」


    　もちろん、それは真っ赤な噓うそ。本当は登校中に二人で考えたものだった。那な美みも簡かん易い洗せん脳のうを使えば簡単に騙だませるのだが、さちはそれを嫌がった。さすがに家に住まわせる立場にある両親はああでもしなければどうしようもなかったのだが、それ以外の人間にはできるだけ、記憶の改ざんはしたくない。


    　案あんの定じよう、その苦しい言い訳に那美は疑いの目を向けていた。それはアツミも同様だった。というより、彼にとってはそんな説明噓だとわかりきっているので、致し方のないことかもしれない。


    　しかし、わかっていてもアツミはこの場でそれを指摘し、糾きゆう弾だんすることはできなかった。一般人の那美がここにいるので、下へ手たなことは言えない。


    「ふーん……。さっちゃん、それ……本当……？」


    　那美がまた、ずいっとさちと鼻がくっつくくらい近距離まで顔を近づけた。


    「ほ、本当だよぉ」


    　その一言で台無しだった。さちにとって、母親と同様に那美に噓は通じない。目は泳いでしまって、何も知らない第三者がいても絶対にそれが噓だとばれてしまうだろう。


    　那美は少し寂しかった。さちは親友なのに、明らかになにか隠している。しかも、勘違いしていたとはいえ昨日まで半ば敵視していた優梨花と共きよう謀ぼうして……。だから、その寂しさもこめて、噓ついちゃいけないよー、とできるだけ軽く、波風立たないように指摘してやろうと思った。ちらっと、アツミのほうを見ると那美になにか言いたげに見える。


    　那美はそれで察することができた。どうやら、さちと優梨花は自分とアツミに隠し事をしていること。アツミはそれ（その話が噓だということ）に気づいてはいるが、自分からは指摘できないなんらかの理由があること。そして、それを那美が指摘するのを期待しているということを。仕方ないなぁ……と思いつつ、那美が口を開こうとしたとき、優梨花が紙皿におかずをいくらか盛って差し出した。


    「そんなことはいいですから、どうぞ食べてください!!」


    　別段焦あせる様子もなく自然で華か麗れいな動作だったので、思わず那美は取り分けてくれたおかずを一口食べてしまった。朝寝坊したせいで朝食を摂ることができず、空腹でお腹の虫が鳴りそうだったから仕方がない部分もあるが……。


    （美お味いしい……）


    　思った以上におかずが美味しかった。それを見たさちが、えへへ、と屈くつ託たくなく笑う。


    「それはね、私が切って下味をつけて、ゆりちゃんが焼いた鰤ぶりの照り焼きなの」


    　さっきはあたふたしていたさちだったが、その仕草や言動に噓は感じられなかった。さちは少し饒じよう舌ぜつになって喋しやべりだした。


    「この重じゆう箱ばこの中身は私とゆりちゃんが作ったの。アツミくんのお弁当を作るついでだし、やっぱりみんなで食べるほうが楽しいしね！　でも、アツミくんのは特別。全部私が作ったのっ!!」


    　昨日、屋上から逃げ出してしまったのは、（結果的に）母親にほとんど作ってもらったというのも理由の一つだったから、さちはそれだけはこだわった。とはいっても、優ゆ梨り花か自身はアツミのお弁当を作る気など微み塵じんもなかったが。


    　アツミはというと、それを聞いて照れていた。傍はた目めから見てもわかりやすく顔を赤くして、後頭部を搔かいている。那な美みはその仕草が少しむかついた。


    「ちょっとごめんね。高たか田だくん借りるから」


    「ちょっと、なみちゃん!?」


    　那美は屋上の隅っこの、さちにも優梨花にも声が聞こえない位置にアツミを引っ張った。どちらも靴を脱いで敷物に座っていたので靴下のままだったが、そんなことはお構いなし。アツミなんか弁当箱と箸はしを持ったままだ。


    「高田くんは知ってたの!?」


    　昨日はきわめて一方的な言いがかりだったので、二人が、社交辞令ではないまともな会話を交わしたのは、このときがはじめてだったと言える。とはいえ今回も那美のペースであることは間違いないが。


    「まさか！　というかお弁当を作ってくれてるってのも昨日知ったことだよ。今日の朝、いきなりメールが来て、昼休み楽しみにしててねって。その代わりに飲み物を買ってきてって言われて買ってきたら、こんな状況で……」


    　前もって連絡するくらいには、さちも成長してくれたので、那美は少し安心した。連絡を取り合っていれば昨日のようなことにはならなかったのだ。


    「それなら質問を変えるけど、高田くんは…………、本当にこれでいいの？　たぶん、さっちゃんのことだから毎日こうなると思うよ。二人っきりのほうが本当はいいんじゃないの？」


    　二人きりのほうがさちにとっては良いということはわかっている。しかし、（勝手な勘違いとはいえ）ものの見事に玉ぎよく砕さいしたさちの心情を考えれば、気心の知れた友人たちも一いつ緒しよのほうが心の負担は軽減される。特にさちの場合は、緊張が高まるとなにをしでかすかわからないというのは、那美が一番わかっていることだった。とはいえ、アツミにとってはそうではないかもしれない、と那美は考えたのだ。はっきり言って自分がアツミの立場だったらこの状況は嫌だ。


    　アツミは少しの間考えた。優ゆ梨り花かは自分の邪じや魔まをしかねないし、昇天結社アセンシヨンの人間だ。なにかを企たくらんでいる可能性は否定できない。昇天結社アセンシヨンがさちを利用しようとするのならば、全力でさちを守ると心に決めた。もう、物もの怖おじしないし、周りは気にしない。自分がさちのことが好きだから、守る。それだけだ。今までのアツミならこの時点で結論を下したところだが、今日からは違う。さちのことも考えなければならないのだ。


    　さちと優梨花はすでに友人だ。友人のいないアツミは、それがとても羨うらやましく見えた。全力で、護衛と言いながらその役目を果たせず結果的にさちを危険に晒さらした優梨花を、さちは命を懸けて守ろうとしていた。さちの態度からしてそれは明らかだから、言った。


    「さちが望んでるなら、僕はそれでも構わないよ」


    「……………………ふーん。まぁ、いいやありがと」


    　アツミはこれで自分の言いたいことは伝わったと思った。とりあえず、さちの家に優梨花を住まわせる、というのだけは正直納得できない。一応の彼氏でさえ、まださちの家の中には入ったことないというのに……。


    「あの……、諸もろ沢さわさん……」


    「あー、はいはい。わかったから。任せといてよ！」


    　みなまで言わなくても伝わったようで、アツミは安心してさちと優梨花のもとへ戻っていく。遅れて那美も戻る。時間にすればほんの一分未満だったというのに、さちは唇を尖とがらせていた。


    「なみちゃん、アツミくんとなんの話してたの!?」


    　必死になるさちを尻しり目めに、那美は涼しい声で言った。


    「内緒だよー。な・い・しょ」


    「もー、隠し事はなしでしょー」


    　那美は自分のことを棚に上げてよく言うよ、と思いつつ優梨花とアツミを交互に眺めてみた。アツミは、期待するような目で那美にアイコンタクトを送ってくる。対する優梨花は、


    「どんな味のおにぎりが那美さんの好みですか？」


    　と言って、紙皿におにぎりを取り分けてくれた。これが梅うめ干ぼしで、こっちがシャケです、なんて上品な外見とは裏腹に意外と庶しよ民みん的な味を提供してくれる。食べてみると心のこもっている感がありありと伝わってきた。しかも、好物のシーチキンマヨネーズ味のおにぎりまであるではないか!!　普通、シーチキンマヨネーズ味のおにぎりは手作りのお弁当には入れない。まぁ、入れないとは言い切れないが、特に指定しない限りはおかかとかになるのが普通だ。だから、コンビニでおにぎりを買うときにはシーチキンマヨネーズを選んで、那美はいつの間にかそれが好物になってしまったのだった。


    「さっちゃん、さっちゃん。これってさっちゃんが握ったの？」


    　アツミと目を合わせて五秒で逸そらして顔を赤くする、なんてまどろっこしいことをやっていたさちに、それとなく訊いてみることにした。


    「えっと、おにぎりは全部ゆりちゃんが握ってくれたよ。具も自分で考えたってさ」


    「あの、お気にめしませんでしたでしょうか……？」


    「ううん、そんなことないよ。違う違う全然違うっ!!　どうして、あたしが好きな具を知ってたのかなぁって、思ったから」


    「ふふふ、それは昨日那な美みさんが食べていたからですよ。シーチキンマヨネーズ味が、二つもありました。二つ同じ具を購入されるということはおそらく好物なのではないか、と思いまして……」


    　那美は不覚にもその心遣いに心の汗が流れ出しそうになった。すっかりこのよくわからない空間に呑まれてしまっていたが、よく考えてみれば、自分のためにお弁当を作ってくれたという事実を素直に喜ばなければ、作ってくれた二人にとても失礼だ。


    「白はく鳳ほう院いんさん……ううん、今から優ゆ梨り花かちゃんって呼ぶね。あたしのことも那美って呼んでいいから。あたし、感動した。こんなに嬉うれしかったの久しぶりだよっ！　明日もみんなでお弁当食べよう。というか、今日さっちゃんち泊まるね。で、明日は三人でお弁当作ろう!!」


    「本当ですか!?　那美さん、わたくし、お友達とお泊まりなんてはじめてで……」


    「なに言ってるの。もう、ゆりちゃんはうちの家族なんだからね。もちろん、日につ光こう丸まるくんと、月げつ光こう姫ひめちゃんも。お友達が一気に三人（さちは犬も人間と同じ扱いらしい）も増えちゃった!!」


    「あ、あたしも見たい見たい!!」


    　アツミを置いてけぼりにして、そんな会話が続く。それが途切れるのは昼休みの終わりを告つげるチャイムが鳴ったときだった。


    



    　　　　　●


    



    　五限目の休み時間。十分間という短い時間を利用してアツミはまたも屋上にいた。教室との往復だけで一分半くらいかかるので、ほんのわずかな間しかない。が、特になにをしに来たわけでもない。ただ一人になりたかっただけだ。


    　ちょっと前、自分だけしかいない空間だったのに、さちをはじめとして、その友人やら護衛やらいろいろと増えようとしている。それはまぁいいとして。


    「くそぅ……」


    　アツミは悔くやしかった。那美が結局、自分の申し出を断り、同性の友人を選んだということもある。しかし、それ以上に、自分が会話に入れなかったことが悔くやしかった。そりゃ、あんまり口数が多いほうではないし、女三人寄ればかしましいなんていう言葉もある。だが、やはり疎そ外がい感を感じずにいられなかったというのが本音だった。


    「あはは、馬鹿でー。しかも情けないなぁ……」


    　馬鹿にするような、というか思いっきり馬鹿という単語を使った嘲ちよう笑しようする声がいきなり聞こえてきた。


    「なんだよ!?　知ったような口利きやがって!!」


    　アツミは思わず反論したが思い直す。ここに人間はいないはずだ。確かに今の自分は馬鹿と言われても情けないと言われても仕方がないかもしれない。そんな幻げん聴ちようが響くこともありえるかもしれない……と勝手に納得する。


    「なに浸ひたってんだよ、下だよ下」


    　あんまり言葉遣いが悪いので、一いつ喝かつしてやろうとかと思いながらも、幻聴に従って下を見てみると、なんと声の主は犬だった。昨日一緒にさちを捜した優ゆ梨り花かの使つかい魔まだ。幻聴は不正解だが、人間ではないので、五十点というところだろうか。


    「悪いかよ。僕だって、悔くやしいことくらいある」


    　そんな打ちひしがれた姿を日につ光こう丸まるは尻尾しつぽを振りながら笑う。


    「あははは、本当に馬鹿だなぁ。こんなことじゃ嬢じように負けるぜぇ？」


    　主人を嬢扱いとは、この犬の態度はなかなかでかいと思いながらも反論する。


    「僕はさちの彼氏だ!!」


    「うわぁぁぁぁぁ、『聞いた??　聞きました奥さん??』『ええ、聞きました聞きました』」


    　声色を変えながら一匹で寸すん劇げきをはじめた日光丸。休み時間は短いんだから、早くしてくれないかなぁ、と思っているのが伝わったのか、それとも思った以上にウケなかったから諦あきらめたのか、普通に喋しやべりだした。犬が喋りだすこと自体普通じゃないが。


    「お前、なに言ってるんだよ。彼氏？　馬鹿言っちゃいけねぇよ。実はなぁ、お前とさっちゃんの行動は嬢がここに転校してくる前、丁ちよう度ど二週間くらい前から見させてもらってたんだが、お前、さっちゃんのなんなの？　〝自称〟彼氏なの？」


    「彼氏？」の語尾を上げ、さちのことを「さっちゃん」と呼んでアツミを挑発する。


    「だからちが……」


    「違わねぇよ!!　お前、さっちゃんになにもしてねえだろ。『なにも』って部分に別に深い意味はないぞ。その内容についてはないアタマ使って考えろってんだ!!　ただ臆おく病びようなんだよ。言わなくともわかる。どうせさっちゃんのためとか一人寂しく思ってるんだろ。馬鹿じゃねーの??　もう一度言うぞ、馬っ鹿じゃねーの??　女の子はなぁ、恥じらいがあってもいいんだよ。というかあったほうがいいんだよ。言い換えれば恥ずかしがりやですむんだよ。でもな、男だったら単なるヘタレじゃねーか!!　キモイんだよ。つーか、昨日の夜は、ちったぁカッコイイと思ったのによぉ……」


    「なっ……」


    　反論できない。言葉は乱暴だし、しかも相手は犬だというのに……。犬のほうが人間ができていた。そのとおりだった。しかも、タダヒコにも言われたことだというのに、兄貴だという自うぬ惚ぼれがあって、素直にそれを認められなかった。むしろ、犬だったから、素直にそれを受け取れたのかもしれない。


    「じゃあ、どうすればいい!?」


    「ハァ、そんなもん自分で考えろ馬鹿っ!!」


    　そう言って、愛あい玩がん犬はまるで忍にん者じやのような三角跳びで屋上から去ろうとして、また戻ってきた。


    「いいか。なみちゃんが女の子である嬢じようを選んだように、俺もお前と同じ男だから、一度だけ同情してやる。一度だけだぞ？」


    　アツミはゴクンと息を呑んだ。


    「……………………当たって砕けろとは言わない。砕けられてさっちゃんが悲しむと困る。さっちゃんが悲しむと嬢も悲しむから困る。お前はまだ当たる段階も達成できてないヘタレだ。せめて当たるくらいの勇気は持てよ！　じゃあな」


    　尻尾しつぽを揺らして、今度こそ日につ光こう丸まるは去っていった。常じよう人じんの目から見たら青い蝶ちようネクタイが残像のように一直線に映ることだろう。


    「それができれば、苦労しない。でも……」


    　そこでやっと気づいた。自分がいまだ当たってみて砕けたあの屋上での告白を引きずっていることを。そして、そんな自分から脱だつ却きやくしなければ前に進めないということを。


    



    　　　　　●


    



    　六限目の科目である生物が終わり、下校前のＳＨＲシヨートホームルームも終了し、下校時刻となった。「動物が好きだから」という安あん易いな理由で生物という科目を選んでさちは後悔していた。細胞の性質なんて動物について勉強している気には全くなれなかった。そのおかげで点数は芳かんばしくはなく、下から数えたほうがよっぽど早いが、それでも赤点にならないための努力は見事に実っていた。


    「さちさん、那な美みさんも一緒に帰りましょうっ！」


    　すっかり軽くなったボストンバッグを持って、優ゆ梨り花かは張り切っていった。彼女にとって友人と連れ立って帰宅するということははじめてだったので、嬉うれしくて仕方がないらしい。


    　しかし、さちは神しん妙みような面おも持もちだった。優梨花が心配するが那美はそれを制した。


    「優梨花ちゃん。今日はちょっとさっちゃんは一人で帰るってさぁ……」


    　そう那美は言うが、言葉をそのままの意味で捉えてはいけない。那美は優梨花に対して、アイコンタクトでそれを伝える。付き合いの短い優梨花はその意味がよく理解できていなかったが、さちの視線の先を見て、なんとか察することができた。小声で二人は会話する。


    （あの……、さちさんは……）


    （うん、今日こそ一緒に下校しようって言うってさ。というか帰ったことは一度あるんだって。そこから、さっちゃんのヘタレ加減が災わざわいして疎そ遠えんになってたんだけど、『今日こそ』じゃなく、『今日から』って言うって言ってた。まぁ、まだまだヘタレっ娘こだから、教室じゃ無理ってんで、下校途中を狙ねらうみたいだけどね。だから、高たか田だくんが立ち上がるのをうかがってるみたいなの）


    　どうりで挙動不審なはずだ、と優ゆ梨り花かは思った。さちのツインテールはなんだか小刻みに揺れているし、教科書を鞄かばんに詰めては、また入れ直すという作業を繰り返している。


    　優梨花もさすがにこれを邪じや魔まするほど野や暮ぼではない。一応付き合っているらしいという事実は確認ずみだし（自分では少しも気づかなかったけど）、そもそも友人として、さちの感情を一番優先するのは当たり前だ。たとえば、アツミがさちにつきまとうストーカーなら絶対にぶっ殺してやるが、逆ならさちにストーカー行為をやめさせた上で、なんとかしてくっつけるように努力するだろう。それが親友として、そして臣しん下かの務めというやつだ、と彼女は思っていた。


    （それなら……、わたくしたちは帰りましょうか）


    （そうしたいのはやまやまなんだけどね。やっぱりあたし心配なの。だから、後ろからこっそり様子を見ようかと思ってる）


    　優梨花はそれに同意して、うんうんと頷うなずく。そして、二人で教室をあとにしようとしたとき、やっとアツミが立ち上がった。那美は、このまま人通りのないところまで何事もなく行ってくれ！　と願った。


    　が、すぐに何事もなくなった。


    　ガタンと音を立てて、アツミは立ち上がったのだが、あろうことかさちの机のほう、つまり後ろを向いたのだ。教室を出るならば、アツミの机からは前方の入り口のほうが近い。普段なら、それはありえないこと。今までアツミは下校時、迷うことなく教室を出て行っていた。


    　そして、さちの机のところまで来て、少し小さめの声で言った。


    「さ、さち。一緒に帰ろう！」


    「えっ、えっ、私??」


    　あまりのことに、さちはその言葉の対象が自分なのかさえも理解でずにいた。思わず、入れ直していた教科書を全部床に落としてしまう。アツミも動揺したが、苦にが笑わらいをして教科書を拾って渡す。


    「だめ、かな？」


    「あ、えーと、えへへ、うん、ごめん……、もう一度言ってもらっていい？」


    　感嘆語が発言に多く交じる。しかも内容を理解していないのに笑顔だった。動揺を通り越してもう混乱の域だ。だが、アツミはピシャリと言った。


    「一緒に帰ろう、さち！」


    　今度は嚙かみもせず、うわずりもしない教室中によく通る声で言った。さちはうんうんと頷うなずいた。それを見ていた那な美みはやるじゃん！　と思わず拍手したくなり、優ゆ梨り花かも少しアツミに感心した。


    　このまま、アツミがさちの手を引いて教室を出ればめでたしめでたし、なのだが……。


    　アツミはさちに思い切って一緒に帰ろう、と切り出すことしか考えていないので、周りのことなどまったく眼中になかったのだが、そうは問とん屋やが卸おろさないのが高校生というものだ。


    「えっ、なになに？　サチと高たか田だくんってどういう関係なの？」


    　そうクラスメイトの女子が囃はやし立てた。いきなり目立たない男子が、こんなことを口走れば、こういう反応になるのは当然だ。


    「高田って吉よし岡おかと付き合ってるん？」


    　日々もてたいと願っている男子も同様だ。アツミと仲が良い人間はいないが、ネタになればそれでいい。少しでもそういう素そ振ぶりを見せれば今のうちにネタにしておいて、それ以上進展させないようにする。そういう魂こん胆たんだった。


    　彼ら彼女らは、二人が付き合っているということなどこれっぽっちも思っていなかった。さちが優梨花とアツミの繫つながりを思い浮かべられなかったこと以上に、クラスメイトたちは目立たない男子であるアツミと、子供っぽいさちの繫がりを思い描けなかった。だから、さちが思わず、


    「わ、たしたち付き合ってますっ！」


    　と口走った瞬間、教室中に怒ど号ごうが響き渡ることになるのも当然だった。噓うそだと叫ぶ者もいれば、こんな目立たないヤツに彼氏がいるなんて、などと喧けん々けん囂ごう々ごう続く中、だれかがさちと仲の良い那美に訊いてみようと言い出す。


    「あの、ナミほんとなの？　サチが男の子と付き合ってるなんて！」


    　嫉しつ妬と交じりの質問が飛ぶ。那美は大きく息を吸い込んで、いろいろ考えたのち、うーんと唸うなって、そしてさちとアツミの二人を見た。この子たちは、こうでもしないと進展しないなぁ、と那美は思った。


    　だから彼女はそれを肯こう定ていした。その瞬間、ダムは決けつ壊かいする。


    「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえ！！！！！！！！」


    　アツミの努力は虚むなしく散ることとなる。簡単に言えば二人で帰ることなどできなかった。なぜなら、クラスメイトたちが二人と集団下校することになったから。


    　下校中の通学路は、なにかの祭りかと錯さつ覚かくするくらいににぎやかだった。そのほとんどが質問攻めタイムだったのだが、多すぎてだれも把は握あくしきれずじまいだった。まるで「スイミー」みたいな人数で帰ったので（中にはなんだかよくわからないけど楽しそうだから、という理由で、さちもアツミも知らないのについてきた人間もいた）、もみくちゃにされてしまって会話などあったものではなかった。


    　その代わりに、さちにとっては少しだけ嬉うれしいこともあった。半分強制的にではあるが、手を繫つないで帰ることができたのだ。その間、何度か二人の目が合うたびに、アツミはごめんと謝ったが、さちは下へ手た糞くそなウィンクを返すばかりだった。

  


  [image: ]


  
    　あとがき


    



    　朝読んでくださっている方はおはようございます。昼読んでくださっている方はこんにちは。夜読んでくださっている方はこんばんは。どうも、三み日か月づきです。


    『さちの世界は死んでも廻まわる②』を読んでいただき誠にありがとうございます。なんとか二巻目までこぎつけることができました。感謝の気持ちでいっぱいです。


    　このあとがきを書いている時点ではまだ十二月なのですが、本書が出ているころには年が明けているので、すでに二〇〇八年になっているはずです。あけましておめでとうございます。


    　もう二十一世紀になって七年も経ってしまいました。時の流れる体感速度が、どんどん増してきています。


    　十年前が一九九八年なんだなーって思うと感慨深くなってしまうものです。当時はまだ小学生でしたが、精神的にはあれからあまり成長していません。日々精しよう進じんしなければならないです。


    　最近、昔を思い出してみよう！　と張り切って頭を巡めぐらせてみるのですが、残念ながら私の脳内の記憶領域は極端に狭せまいらしく、ここ数か月のことでさえすでにおぼろげなので、十年前のことなんてまったく覚えていません。


    　同様に中学の時のことも、高校の時のこともあんまり覚えていないのが厄やつ介かいです。たまに会って、「あー、この人見たことある。でも、名前わかんねー」と、なることもしょっちゅうです。


    　私と会った時に、微妙な顔をしていたら、自分の名前を訊きいてみてください。きっと答えられないはずですから。たぶん、脳トレとかしたら、記憶力は五・六十代いってる気がします。


    　まぁ、それでも、一九九九年の七の月に地球は滅びるっぽかったわけですし、今を長いロスタイムと考えれば、生きてるだけで儲もうけもんなので、憶おぼえてなくても問題ないのです。（←自分を正当化してみる）


    　と、話は逸それてしまいましたが、今回もかわいい挿絵を描いてくださったmarukuまるくさん、ありがとうございました。サイトでお描きになっていた初はつ音ね○クが私のノートＰＣの壁紙です。


    　次に担当のＧさん、今回は前回以上にお世話になりました。同時に、ご迷惑おかけしました。というか、現在進行形でおかけしています。明日・明後日あたりもよろしくお願いいたします（タイムリーな話題）。


    　そして、本書をご覧になった皆さん、本当にありがとうございます。また、お世話になった皆様に、もう一度お礼を申し上げます。


    　さて、現在午前二時四十五分です。よい子は寝る時間です。このあとがきを読んでいる、今この瞬間に、午前二時四十五分を迎えた方、たぶん朝起きてから寝るまでの間に、良いことがあると思います。根こん拠きよはありません。


    　では、またお会いできることを願いつつ、結びとさせていただきます。ありがとうございました。

  


  
    三日月


    Mikazuki


    



    １９８７年３月10日生まれ。鹿児島県霧島市出身。どうでもいいことなんですが、耳の付き方が普通の人とは違い、頭部に対して垂直に付いているので、耳にかける方式のイヤホンを付けると引っ張られて痛くなります。本当にどうでもいいことです。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    さちの世界は死んでも廻る　２
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